









































29歳独身は異世界で自由に生きた……かった。6
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　やぁ、私だ。

　俺の首を寄越せとかいうあまりにも舐なめたことを要求してきたゲッペルス王国を恐怖のズンドコに叩たたき落としに俺、参上。

　ゲッペルス王国のみなさーん、最近魔王呼ばわりもされる勇者タイシが来ましたよー。というわけで、ゲッペルス王国に喧けん嘩かを売られたので買いに来ました、タイシです。

　ゲッペルス王国の領地に入ったは良よいものの、色々と情報不足なのでミスクロニア王国方面から来たらしい商人と接触して情報収集中である。

「へぇ……有力な王位継承者が次々と爆死、ねぇ」

「はい。第一王子自身も三度その標的になって危ういところを生き延びております。一時意識不明の重体に陥ったとか。風の噂では王弟のビスタード公爵の息子、第一王子の従兄弟に当たる人物が黒幕だったという話ですが……その方は城の奥に幽閉されたという噂ですよ」

「ふむ」

「それを突き止めたのが第一王子で、関係していた者達を貴族平民問わずこう、です。その日だけで三十人以上が処断され、文字通り血の雨が降ったと」

　そう言って彼は自分の手で首を切るジェスチャーをしてみせる。

　彼の名はイヴァン。自称ミスクロニア王国に拠点を置き、ゲッペルス王国と行き来して交易を行っている商人。裏は取っていないが、結構情報通のようだ。

　しかし爆破ねぇ。第一王子の仕込みか、それとも従兄弟の仕込みかはわからんがどうにも元の世界──というか、化学の匂いがするな。爆破テロで暗殺とか派手で足がつきそうだけど、科学捜査なんて存在しないこの世界だと証拠品が纏まとめて吹き飛べば犯人とか捕まらなさそうだ。

「それはなんとまぁ……しかしそれでよく実権を握ったままでいられるな。貴族の反発とか凄すごそうだが。あと、王はどうなってるんだ」

「粛清で王子に敵対的な貴族が根こそぎ血祭りに上げられましたからね。残っているのは第一王子のシンパと日和見の中立派だそうです。王は既に引退秒読み状態で、王太子の好きにさせているようですね」

「……爆破そのものも第一王子が仕組んだんじゃないだろうな」

「そう考えている方も一定数いらっしゃるようですね」

　イヴァンが苦笑いをする。

　まぁそうだよな。本人も大怪我をしたらしいが、自作自演だったかもしれないし、何より結末が第一王子に都合が良すぎる。

「……王子が実権を握り始めてから妙に動きの良い商品とかは無いか？」

「うーん、そうですねぇ。少々お待ちください」

　俺の質問にイヴァンはどこからか手帳のようなものを取り出してペラペラとめくりはじめた。

　ふと横を見ると護衛の冒険者達が一心不乱にマッドボアの肉に嚙かじり付いている。そんなに美味いか、それ。いやまぁ塩振って焼いただけでも美味いけどさ。

「肉美味いか？」

「うめぇ。なんの肉だ、これ？　スモールボアの肉に似てるが、圧倒的にこっちの方が美味いな」

「マッドボアっていう大樹海の魔物の肉だ。スモールボアをこの馬車くらいにデカくしたような姿で、しかも泥の魔法を使ってくるニクいヤツさ」

「げ、魔獣かよ。魔獣の肉ならこの味も納得だな」

「魔物と魔獣は違うのか」

「魔物の中で魔法に似たような力を操るのが特に魔獣って呼ばれるな。同じワイバーンでも毒の尾を持つだけなら魔物、火や毒のブレスを吐いたり翼から風の刃やいばを飛ばしてきたりするなら魔獣だ。魔獣は魔核を持ってるから、魔核を持ってるなら魔獣って認識でも良い」

「へぇ、そんな分類なのか」

　わかりやすいようなわかりづらいような。あんまり気にしたことはなかったけど、そういう風に分けるんだな。今までは適当に呼んでた気がする。

「ミツバ様、よろしいですか？」

　アラーと名乗る護衛のおっさんと冒険者トークをしていると、手帳をめくっていたイヴァンが声をかけてきた。

「その頃のメモを見てみると、爆発騒ぎが起こる少し前に不自然に硝石の需要が逼ひつ迫ぱくした時期がありますね。木炭と、硫黄と回復薬も品薄だったようです。あと、事件の終息後に第一王子──王太子が王都の鍛か冶じ職人に布告を出して頑丈で量産性の高い金属筒を作らせていたようです。錬金術士が何人か行方知れずになった、という話もありますね」

　はい確定。爆破はほぼ間違いなく黒色火薬を用いたものだわこれ。

　俺の知る限り、この世界では火薬が発達していない筈はずだから外部の知識で作られたと断定しても良いだろう。外部ってのはつまり、この世界とは別の世界。より正確に言うなら俺が元々住んでいた世界に近しい、科学が発展した世界の知識だな。同じようで少し違う、別の歴史を辿たどった並行世界のようなモノが存在することは確認済みだ。

　ドロリと赤く濁った血のような瞳ひとみを思い出して思わず頭を振る。食ったらお腹壊しそうってことはわかっていても、印象が強すぎてなかなか忘れられないよな、あの人は。

「その後は黒鋼とか鉛、魔核や魔晶石の需要が逼迫してないか？」

「ええ、よくわかりましたね？」

「ああ、ちょっとな。うーん……」

　爆薬の次は銃の開発に、という流れは至極当然と言える。邪魔をする相手を一掃した後であれば大手を振って開発に乗り出せるだろう。

　そして俺がもし火薬式の銃を開発するなら素材として頑丈で、扱える職人が多く、ミスリルやオリハルコンに比べればコストが安い黒鋼を銃身に利用する。銃身そのものに魔力を通したりしないのであれば黒鋼というのは多少重いものの優秀な素材だ。鉛は弾丸用だな。

　火薬式の銃の開発は俺だって検討したからな。マールの護身用に作ろうかと考えていたんだが、あの子はメキメキと剣と魔法の腕を上げて火薬式の拳けん銃じゆうなんて必要ないレベルになったからね。結局作らなかった。

　魔核や魔晶石は雷管に代わる着火装置としての役割、或あるいは火薬が起こす爆発力の代用として使えるだろうなと考えた。

　弾丸を飛ばすための圧力を発生させるのにわざわざ消耗品の火薬を使う必要はないわけで、それを爆発の魔法で代用してもいいわけだ。別に人間一人を爆死させるほどの威力が必要な訳ではないから、射撃一回あたりの魔力消費量は微々たるものだろう。魔力源となる魔晶石はそう大きくないものでも問題ない。

　撃発機構や圧力の発生を魔法式にできれば弾丸は銃口から供給する前装式でもなかなかの連射力になるんじゃないだろうか？　風魔法を利用すれば消音も簡単だろうし、消音狙撃銃とかもできてるかもな。

　というか、そこまで行ったら弾丸の供給方法を工夫して連発銃もできてるかもしれん。

　え？　魔法っていう強力な遠距離攻撃手段があるのに銃なんて役に立つのかって？

　そりゃ役に立つだろうさ。うろ覚えだが、戦国時代の火縄銃でも適切量の黒色火薬で撃てば容易に鎧よろいを貫通する威力があったらしいからな。トロールくらいの魔物までなら当たりどころが良ければ一撃で殺せるだろう。

　そして銃の強さっていうのは多少の訓練で『どんなに弱い兵』でもそれだけの威力のある攻撃を繰り出せるようになるという点だ。変な話、そこらで畑を耕している農民でも少し訓練すればトロールを一撃で殺せるようになる。弱兵ということで有名なゲッペルス王国軍にうってつけの武器と言える。

　トロールを殺し得る一撃を放てる騎士となるとレベルは20以上、剣術レベル３以上──騎士団の小隊長級だ。それも魔法の支援を受け、味方の援護があってやっとの話だ。そんな攻撃力を兵の一人一人が持つ、となればいかに強力な武器であるかがよくわかる。

　まだ確証はないけどゲッペルス王国の強気な態度はこれが原因じゃなかろうか。








第一話　～意外な再会に驚きました～









　ミスクロニア王国に帰るというイヴァンから王都や主要な都市の位置を大まかに聞き、積荷で引き取れそうなものを引き取ってから別れることにした。積荷は魔導具と塩がメインで、ミスクロニア王国各地の地酒なども少々といったところだ。魔導具の内訳としてはコンロや着火具、照明など生活の便利家電みたいなものだった。

　無断外泊すると怒られそうなのでできれば夜には帰りたい。いざとなればソーン辺りに伝言を押し付けて外泊してもいいけどね。

　そんなわけでイヴァンから聞いた方向に向かって超音速で飛ぶ。目的地はゲッペルス王国の王都、ピドナだ。海に面した巨大都市で、人口は三十万を超えるらしい。カレンディル王国の王都であるアルフェンの人口が約十万人らしいから、単純にその三倍だ。

　ゲッペルス王国には平地が多く、原因は不明だが魔物も強力なものは少なく、また魔物自体の数も少ないため食糧生産量はかなり多いらしい。ただ、国民数も多いのでそれほど食糧に余裕があるわけでもないとか。毎年それなりの量の食糧をカレンディル王国やミスクロニア王国から輸入しているそうだ。

「こりゃでけぇなぁ」

　上空からピドナを見下ろし、思わず呟つぶやく。とはいえ前の世界で見慣れた摩天楼の並び立つ大都市に比べればなんてことはないのだが、面積がかなり広い。これ、ちゃんと隅々まで戸籍の管理とか徴税とかできてるんだろうか？　できてなさそうだなぁ。

「さーて、どうすっかなぁ」

　ピドナの上空でふわふわと浮いたまま眼下の町並みに目をやる。

　まずは最終着地点を決めなければならないだろう。ベストなのは無駄な人死にを出さずに円満にゲッペルス王国に矛を収めてもらうことだ。そのためにはゲッペルス王国で俺の首を取ろうと画策している人物、或いは勢力をどうにかしなければならない。

　え？　第一王子というか王太子じゃないのかって？　いや、どうなんだろうなぁ。イヴァンの話を聞く限り、他の王位継承者を排除したやり口から考えると王太子自身があんな正面切って俺の首を寄越せとか言ってくるか疑問なんだよな。

　鮮やかな手並みで自分の敵対勢力を爆破し、その上で敵対貴族を根こそぎ処断する王太子と、あんな手紙を送ってくる王太子の人物像がどうにも一致しない。

　次点としてはゲッペルス王国軍をフルボッコにして二度と手を出せないようにするというところか。これは事前に情報収集を十分に行なって不意打ちだけは受けないようにしておけばいいだろう。

　凄すさまじい大虐殺になるだろうが、まぁなんとかなる。俺だってぼけっとしていたわけではない。それなりに自重していない兵器も作ったからな。武器ではなく、兵器だ。それも大量破壊兵器とか言われる類たぐいのものだ。使わなくて済めばいいけどな。

　俺の領地の全戦力を頼って泥沼の戦争という展開にはしたくないものだ。

　さぁ、とりあえず第一着地点を目指して行動開始だが、残念ながら俺にはフォースの加護は無いし、行き先を教えてくれる妖よう精せいさんもいないし、微妙にムカつくキャラクターがマスコットを務める、腕に装着するウェアラブルコンピュータも無い。ヒントをくれるゲームマスターもいな──

『呼ばれて飛び出てじゃじゃじゃじゃーん』

　呼んでません。

　邪神は帰って、どうぞ。

『とりあえずあの王城っぽい所を跡形もなく瓦が礫れきの山にしたらどうかな？』

　ＫＡ！　Ｅ！　ＲＥ！　ゴーバックホーム、オーケー？

『だが断る。久々の出番を満喫するのだ』

　なんだこいつうぜぇ……しかも頭の中で一方的に喋しやべるから逃げることもできねぇ。まぁいいや、放っておこう。

　最終的には王太子なり王様なりに接触しなきゃならん。いかにして王族に近づくかだが、多分楽なのは商業ギルド経由で金貨パゥワーを使う方法だろうな。王太子の隠し玉の情報を探るのにも良いだろう。

『無難やね。じゃあまずは商業ギルドかにゃあ？』

　何がにゃあだよきめぇ。邪神は邪神らしくテケリリ言ってろ。

『それ邪神じゃなくて奉仕種族ですしおすし』

　知ってる。奉仕しろよオラッ！

『しょうがないにゃあ……じゃあゲッペルス王国で新たなる嫁と出会えるフラグを立てて進ぜよう』

　すいません勘弁してください。もう限界です。死んでしまいます。腎じん虚きよで。

　というか話進まないからマジでやめてくれない？　俺忙しいからさ。夜までに帰らなきゃならないし。

『急に素に戻られた。死にたい……それにしても、もう少し私に構いたまえよ君。言うなれば私は君をこの世界に招いた恩人じゃあないか。わざわざメニューに神コールまで用意してるのに殆ほとんど利用してくれていないだろう』

　呼ばなくてもこうやってコンタクト取りに来るんだから呼ぶ必要無いだろ。

　割と本気で感謝の念は抱いているけどな。こっちにきてから退屈することが無い日々だし、綺き麗れいで可愛い嫁も沢山できたし。

『下半身直結厨乙』

　出歯亀ストーカー乙。

　もう構っていられないので俺は目的地に向けて降下を始めた。降下目標は王都のど真ん中、王城である。隠おん形ぎようを発動しながらなので俺に気づく奴はいないだろう。

『あれれー？　なんか降下地点がマズいところになってない？』

　ちまちまと下調べとか面倒臭いし時間の無駄だ。まずは第一王子、いや王太子を叩たたく──じゃなくて話し合う。それで決着がつけばそれで終わりじゃないか。流石俺、天才的。

『そう上手く行くかな？　ここにはアレもいることだし楽しみに見させてもらおう』

　ん？　おい今なんつった。なんかヤバげなサムシングがいるみたいなニュアンスじゃなかったか。おいこら、吐けや！

　あかん、黙りやがった。黙れと言っても黙らないのに喋れっつったら話さなくなるとかマジで鬱うつ陶とうしい。まぁいい、極力目立たないように、しかしバレたら大胆に行こう。





─☆★☆─






「こちらタイシ、潜入に成功した」

　特に誰かに聞かせるわけではないが、そう呟く。お約束だからな。

　あの駄神が応答しやしないかと少しだけ期待したのだが、どうやら静観することを決め込んだらしい。こうなると神コールしようが何をしようが応答しそうにないので、こちらも無視を決め込むとしよう。

　俺が降り立ったのは王城の奥まった場所にある庭のような場所だ。落ち着いた雰囲気の庭で、しっかりと手が入れられており、色とりどりの花が目を楽しませる。小さいながら噴水もあるようだ。庭に面した廊下は開放的な造りとなっており、幾つかの大きな石柱や手すりがあるばかりで、壁はない。扉も幾つか見て取れる。

　気配察知を使ってみる限りでは周辺の人の気配はまばらだ。手をかけた庭園が存在し、それなりに奥まった場所にあり、昼間は人がまばら……客室か、王族に近しい身分の者、あるいは妾めかけの寝室とかだろうか。まずは目標がどこにいるかを知らなきゃならないんだが、闇雲に捜すのもな……どこかその辺で情報を持ってて、尚なお且かつ簡単に折れそうな人員を捕まえたいところだ。

　兵士はダメだな、こんな場所の警備を任されてるなら忠誠心も高いだろうしそう簡単に情報を吐いてくれるとは思えない。心は痛むが、狙い目は侍女か……うーん、気が進まないなぁ。こう、甚いた振ぶるのに心が痛まなくて且つ都合の良い情報を持っていそうな奴はいないものか。

　庭園に身を隠しながらそんなことを考えていると、こちらに近づいてくる気配を察知した。数は二人、気配の感じからすると二人とも若い女だ。二人か。殺すなら簡単だけど、尋問するとなると無理だな。やり過ごそう。

「父様は私達を見捨てたのでしょうか……」

「ネーラ様……そんなことはございません。きっと国王陛下には何かお考えがあるはずです」

　ん……？　どこかで聞いた声のような。

「お姉様はともかく、私は出来損ないの役立たずですものね。はぁ……」

「そんなことはございません。ネーラ様はお美しく、聡そう明めいです」

「いいのよ、ステラ。貴女あなたまで巻き込んでしまってごめんなさいね。私はともかく、貴女は人質としての価値は薄いわ。王太子殿下に貴女だけでも国に帰してもらえるよう直じか談だん判ぱんするから、もう少し辛抱していてね」

「私はネーラ様の側におります。ネーラ様を独りにはいたしません」

　うむ、お涙なみだ頂ちよう戴だい。覚えのある声だと思ったら、カレンディル王国のカリュネーラ王女とその侍女じゃないか。

　甚振らずに情報をゲットできそうな人達を見つけたが、相手が相手だけに顔を合わせるのが気まずいなぁ……なんでこんな所にいるのかは知らないが、娘をゲッペルス王国に置いたまま要求を突っ撥ぱねるとは恐れ入る。カレンディル王国の王様も侮れないな。

　いや、そう簡単に王女に手は出せないだろうと見越してのことか？　あの王様はある程度非情な決断もできるタイプの王様みたいだから、なんとも言えんけども。

　とりあえず後を追うとしよう。声をかけるにもあまり目立たない所でするべきだし。

　彼女らにも城の住人にも見つからないように後を尾つける。彼女達はすぐ近くの部屋に入ったようだ。やはりこの辺りは賓客用の部屋なのかもしれないな。

　鍵かぎをかける音は聞こえなかったので、不ぶ躾しつけだとは思いつつも無言で入室する。いくら人がまばらとは言っても扉の前で問答なんてしていたら見つかりかねないからな。

「なっ、何者!?　無礼ですよ！」

「いや、申し訳ない。見つかるわけにはいかなくてね」

　扉を閉めて二人へと振り返り、口元に指を一本立ててみせる。

　ざっと見てみると、室内には高級そうなソファとテーブルのセットをはじめとした調度品が多数、他の部屋へと続く扉が二つ。

　そしてソファから立ち上がったカリュネーラ王女と、その前に彼女を守るように両腕を広げて立ちはだかる侍女が一人。ははは、俺の顔を見て鳩が豆鉄砲食ったみたいな顔してるぞ。

「あ、あなっ、あなたっ!?　なんでこんなところにいるんですの!?」

「シッ、見つかったら不味いんだから落ち着いてくれ。ちょっとここの王太子にＯＨＡＮＡＳＨＩをしようと思って忍び込んだらあんたらを見つけたから声をかけようと思ってな」

「……そう、そうですわよね」

　俺の返事を聞いたカリュネーラ王女は急に意気消沈してソファに倒れこむようにして座ってしまった。おい、だらしないぞ王女。

　いや、俺もニブチンじゃないから意気消沈した理由になんとなく察しはつくけどな。残念ながらカレンディル王国の王様に言われて救出しに来たわけでも、個人的にカリュネーラ王女を心配して訪ねて来たわけでもない。

「悪いな、希望してたような答えじゃなくて」

「察しがつくなら気を利かせてもバチはあたりませんわよ。もう少し乙女心に気を遣ってくれても良いのではなくて？」

「噓で築いたハリボテの好意や信頼なんてバレれば脆もろく崩れ去るだろ」

「はぁ……不器用ですのね。ステラ、お茶を用意して」

　カリュネーラ王女は俺を見て溜ため息いきを吐き、しっかりと姿勢を正した。今更取り繕ってもなぁ、と思うんだが。

　カリュネーラ王女が視線で着席を促してきたので、それに甘えてソファに腰掛けることにする。おお、なかなか良いソファだ。柔らかさと座り心地が絶妙にマッチしている。沈み込むような柔らかすぎるソファはあんまり好きじゃないんだよね。

「あまりゆっくりしている時間はないんだけどな」

「王太子とお話をしたいのでしょう？　なら、あと半刻ほどは待ったほうが良いですわよ。昼食の後、一刻ほどの間は後宮に篭こもって『食後の運動』の時間らしいですから」

「昼間からお盛んだねぇ……」

「貴方も他人のことが言えまして？　十人以上も娶めとっているのでしょう？」

「誤解だ。娶ってるのは九人だし、その中で手を出してるのはまだ六人だけだ」

「貴方、五十歩百歩という言葉をご存じかしら？」

　カリュネーラ王女がジト目で睨にらんでくる。美少女にジト目で見られるとかご褒美ですね、わかります。

　しかし、こうして見るとカリュネーラ王女も凄すごい美女というか美少女だよな。輝くような長い金髪は綺麗の一言だし、顔のパーツも全体的に整ってる。何より空のように澄んだ青い瞳ひとみが綺麗だ。表情も豊かで可愛らしいし、出るとこ出ていて引っ込むべきところは引っ込んでる。

「な、なんですの？　急にジッと見つめたりして」

「いや、改めて美人だなと」

「あら、ありがとう。でもそんな賛辞は聞き飽きていますわ。これでもカレンディル王国の宝石と呼ばれるほどなのですから」

「うーん、まぁ確かに黙っていればカレンディル王国の宝石というのも頷うなずける」

「黙っていれば、は余計ですわ！」

　ムキーとか言って地団駄踏みながら怒っても可愛いんだから美人ってのは得だよな。侍女が淹いれてくれたお茶を飲みながら何かキャンキャンと騒ぐ王女を眺める。こうやって余裕を持てるのも嫁が居るからだろうなぁ。

　やがて落ち着いたのか、それとも単に疲れたのか彼女は脱力してソファに腰掛けた。

「はぁ……もう、貴方と関わってからロクなことがありませんわ。貴方、自分がカレンディル王国の貴族の間でどんな噂を立てられているかちゃんと知っていて？」

「いや、知らんね。興味もないし」

「だと思いましたわ。貴方、マーリエル王女やティナーヴァ王女だけでなく亜人や人型の魔物まで閨ねやに招いているのでしょう？　女と見ればなんでも食べる悪食の好色勇者って噂されているんですのよ。他にも何処かの防具屋の人妻を寝取って自分の領地に連れ去ったとか、自分の屋敷の幼げなメイドを調教しているとかも聞きましたわね」

「あ、悪食……流石にその評価には遺憾の意を表明する。防具屋の夫妻を領地に迎え入れたのは事実だが、寝取ったとかいうのは事実無根だ。メイドの件もな」

　ペロンさんは俺が寝取ったんじゃなく神しん銀ぎんに魅入られたんだ。俺は悪くねぇ！

　メイベルに関してはあれだ、踏まれて気持ち良いなんて悔しいっ、でもビクンビクンとかやってるけど、あれマッサージですから。誰がなんと言おうとマッサージですから。ちょっと悪ノリしてるだけですから。というか調教されてるのはむしろ俺じゃないかな？

「そうなのですね。貴方との諍いさかいの件もあって、私は悪食の好色勇者ですら食わない毒物扱いですから。その弁明を私がカレンディル王国の貴族に伝える術すべはありませんけれど」

「おめでとう！　わがままひめは　どくぶつひめに　しんかした！」

「おめでたくありませんわよ！」

「ネ、ネーラ様、余り興奮されませんように」

「そうだそうだ、お肌に悪いぞ」

「ゆ、勇者様も煽あおらないでくださいぃッ！」

　流石に見かねたのか侍女が涙目で王女と俺を窘たしなめてくる。そういえばこの侍女は髪の毛の色といい顔立ちといいカリュネーラ王女にどこか雰囲気が似てるんだよな。親しん戚せきか何かなんだろうか。

　しかしあれだな、カリュネーラ王女とこうして面と向かってじっくりと話し合うのは初めてだが、なかなかどうして楽しいお嬢さんだ。しかしちょっとからかいすぎたかな。

「申し訳ない、少し調子に乗りすぎた。話しているとどうにも楽しくてね、ついつい羽目を外してしまった。そろそろ真面目に情報交換しようか」

「いきなり真面目になって気持ち悪いですわね……情報交換といっても、私自身よく状況がわかっていないのですわ。三日前に私が滞在していたお姉さまの嫁ぎ先に急に王城からの使いと兵士達がやってきて、半ば強制的に城に召し上げられてきたのですもの」

「なるほど……というか、なんでゲッペルス王国に？　ケンタウロスと内戦しているとか、大だい氾はん濫らんの魔物とまだ戦っているとか危険な情報だらけだった筈はずだろ」

「その情報は古いですわね。二週間ほど前にゲッペルス王国でも大氾濫の終息宣言が出されていますわ。私はその報を聞いてすぐにお姉さまの許もとを訪れましたのよ」

「なんだって？　二週間前？」

　二週間前に大氾濫の終息宣言が出されていたなら、俺はともかくイルさんがそれを知らないのは不自然じゃないか？　やはりミスクロニア王国の諜ちよう報ほう網もうが乗っ取られているのか、それとも……？

「何か気になることでもありましたの？」

「少しだけな。それは判ったが、そもそもなんでゲッペルス王国に君らがいるんだ？　修道院かどこかに入れられて半ば軟禁状態だって聞いていた気がするんだが」

「一ヶ月くらい前に急に還げん俗ぞくさせられたのです。やっと日々のお務めやお祈りも板についてきた頃だったのに……還俗したら還俗したであちこちで陰口を叩かれるし、それが鬱陶しくてお姉さまの所に遊びに来たら人質にされるし、最悪ですわ。いっそあのまま静かにシスターとして暮らしていた方が幸せだったのかもしれません」

　ソファに深く身を沈めて溜息を吐く様からはとてもじゃないが敬けい虔けんなシスター姿を想像できない。まぁどうだろな、こんな子がシスター服で物静かに祈っているとことか目撃したら一目で恋に落ちてしまう男は多いんじゃないだろうか？

　ぐでーっとした今の姿を見たら千年の恋も冷めるだろうけど。

「急に還俗って何があったんだ？　俺との経緯を考えると、余程のことだよな」

「私もよくは知りませんけれど、婚姻が決まったとか。顔を見たこともないどころか名前も知らない相手ですけれど。この旅行から帰ったら程なくして式を挙げることになっていたのですが……」

　この状況ではそれも流れてしまうかもしれませんわね、と言ってカリュネーラ王女は皮肉げな笑みを浮かべた。

　うん？　そのタイミングの結婚相手って、まさかね？　夫の俺はそんなこと聞いてないし、あり得んよね？　まさかのサプライズ？　いやいやいや、そんなサプライズは流石に無いだろう。無いよな？　無いと信じたいなぁ……娶っても他の嫁と同等に扱う自信が無いぞ、俺。

「どうしたんですの？　なんだか愉快なお顔になっていますわよ？」

「……なんでもありませんのことよ？　とりあえず、事情はそれなりにわかった。ありがとう。その上で聞きたいんだが、ここから連れ出して欲しいか？　俺なら今すぐにでもあんた達二人を外に連れ出すことができるぞ」

「それは願ってもないことですけれど、一つ聞いても良いかしら？　何故貴方は私達のことを気にかけるのです？　貴方にとって私は、私達は顔も合わせたくない存在なのでは？」

「質問に質問で返すなよ……顔を見知った相手が困っていて、自分にとってそんなに負担でもないことなら助けるのは当たり前じゃないか？　少なくとも俺はそうだ。あんまり面倒くさかったら知り合い程度なら放置だけど」

　俺は聖人君子でも正義の味方でもないので。

　ちょっとの親切で誰かのためになるなら特にしない理由はないよな。たとえそれが自己満足だとしてもだ。俺スーパーで会計終わって帰る時に放置されてる買い物カートとか見ると、ついでに自分の分と合わせてカート置き場に戻したりするタイプなんだよね。

　流石に三台も四台もあったら全部はやらないけどさ。

　今の俺にとってカリュネーラ王女とその侍女をこの城から連れ出すというのはそれくらいの感覚でできることだ。朝飯前ってことだな。

「貴方に睡眠薬とその……お、オークのアレを盛ったことには怒っていませんの？」

「あー……まぁ今更って感じかな。アレの件で何ヶ月も謹慎させられたって話だし、もう怒ってはいないな。あの時は色々な要因が重なって激げき昂こうしたけど」

　あの頃は暗殺者につけ狙われてたりでピリピリしてたし、よりによって王族に嵌はめられかけたわけだからな。安全宣言出された後に。

「むぅ……じゃあ許してくれますの？」

「今しがた俺もあんたをおちょくったし、水に流すってことにしてくれ」

　ちょっと俯うつむいて上目遣い気味に見てくるとか流石カレンディル王国の宝石あざとい。マール達で美少女耐性ができてなかったら落とされてるところだったね。間違いない。

「それじゃあ今後のお話をしましょう」

「おう」

「子供は何人にしましょうか？」
















「はい？」

「私は男の子二人に女の子一人が良いですわ」

「お前は一体何を言っているんだ」

　いやいや、なんでお前こそ何言ってるんだみたいな顔でこっち見てるんですか。小首を傾げてもダメです。あざと可愛いですけど先生はそんなので騙だまされませんよ。

「囚とらわれた姫が勇者に救出されて結婚するのは物語のお約束ですわ。この世界には勇者はお姫様を救ったら結婚しなければならないという仕し来きたりがあるんですのよ？」

「またまた、ご冗談を」

「本当ですわ」

「本当ですよ？」

「マジでッ!?」

　残念王女だけでなくメイドまで本当とか言い始めたので流石に仰天である。そんな理不尽な仕来りが実在するというのか？　いやいや、あり得ないだろう。いや、しかしここは異世界。元の世界の常識に縛られてはいけないのかもしれない。郷に入っては郷に従えという言葉もある。

　考えろ、考えるんだ。たった一つのクールな答えがあるはずだ。考えるんだタイシ……ッ！

「よし、お前らを見なかったことにして帰ろう」

「ちょっ、それは流石に勇者としてというより人としてどうかと思いますわっ！」

「勇者様に見捨てられたらネーラ様も私もあの冷血王子の慰み者にされてしまいます」

「……くっ」

　この残念王女を助けて理不尽にも嫁にしなければならないのと、見捨てた結果まだ見ぬ王太子の手に落ちるのを天てん秤びんにかけると、流石に助ける方に天秤が傾く。カリュネーラ王女を嫁にするとかそういう話とは別に、鬼畜イケメンとして有名な王太子にわざわざ餌を与えるのは些いささか面白くない。ストライクゾーンの広いタイシさんにも流石にＮＴＲ属性は無いんだよ。

　あれ？　ＮＴＲとかよく考えれば俺自身が盛大にやらかしている気がする。まぁ自分のことは棚にあげよう。自覚してやったわけじゃ無いからきっと許される。

　いや、かえって酷ひどいか？

　過ぎたことは気にしてはいけない。今更譲る気は毛頭無いし。

「とりあえずその件はマールに話を通してからな。うん、そうしよう」

「先送りにしましたわね」

「往生際が悪いですね」

「ええい、うるさいわ。とにかくそうと決まったらとっとと行動だ！」








第二話　～平和的に話し合いをしました～









「ああ怖い、女怖い……」

　念仏のように女怖いと呟つぶやきながら隠おん形ぎようを発動して王城内を往く。俺の呟き声を聞いたメイドとか見回りの兵士がなんか顔を青ざめさせて足早に走り去っていくのは何でなんだぜ？

　王城内に新たな怪談を築き上げてしまった気がするが、まぁいいか。

　カリュネーラ王女と侍女のステラはとりあえずクローバーまでボッシュート……じゃなくて転移門で送っておいた。ちょっとしたお茶目で恐らく法整備会議が行なわれているであろう領主館の会議室に放り出しておいた。

　二人の私物らしきものは殆ほとんど無かった。いきなり逗とう留りゆう先のお姉さんの家から連行されて、必要な品は全て城に用意されていたらしい。もっとも、身の回りの重要な品は侍女のステラが習得しているトレジャーボックスの中に入れてあったらしいが。

　服だけは置いてあるのが何着かあるという話だったのでクローゼットの中身は丸ごとストレージに入れておいた。派手な見た目の割に下着は地味だった。後で返そう。

「ここかな」

　そろそろ王太子は『食後の運動』を終えてこの執務室にいるはずだが、どうかな？

　部屋の外から気配察知をしてみるが、気配は無い。少し早かったか？　周りに誰もいないことを確認してからそっと開いた扉の中に身体を滑り込ませる。

「……何者だ？」

「うおっ!?」

　予想外に声をかけられて思わずビクリと身を震わせる。恐る恐る部屋の中を振り返ってみると、そこには怜れい悧りな表情を浮かべた一人の美丈夫がいた。氷の刃やいばのように冷たく、鋭い視線でこちらを睨にらみ、更に拳けん銃じゆうをこちらに向けている男だ。

　拳銃は銃身を四本束ねた多銃身拳銃で、美しい装飾が施されている逸品だ。やっぱり銃を実用化していたか。四本の銃身はピッタリとこちらの胴体のど真ん中をポインティングしている。下手に頭を狙わないのは正解だな。

　しかし何故気配察知に引っかからなかったんだ？　この部屋に気配察知を誤魔化す仕掛けでもあるんだろうか？　今気配察知すると、ちゃんと目の前の男の気配を察知できる。

　ううむ、やはりスキルも万能ではないということか。

「俺がお前に向けているのは致命的な殺傷力を持つ魔導具だ。妙な真似をすればその胴体に風穴が空くと思え」

「そりゃ怖い。ところで、あんたがこの国の王太子殿下か？」

　多銃身拳銃を構えた美丈夫は表情を動かさず、そして何も答えることもなくただジッとこちらを睨みつけてきている。んだよ、答えるくらいしろよ。いや、こっちが先に名乗るべきか？　その前に鑑定眼で見てみよう。かっこつけて名乗って別人だったら寒すぎる。




名前：メルキス＝グロウ＝ゲッペルス

レベル：17

スキル：剣術２ 射撃術２ 水魔法３ 風魔法２ 闇魔法３ 精神魔法３ 始原魔法２ 騎乗２ 礼儀作法３ 交渉術３ 支配の魔眼 王族のカリスマ（畏）

称号：支配者 剣士 闇魔法士 水魔法士 氷の王子 冷血漢 美丈夫 鉄面皮 絶倫 無慈悲 革新者 ゲッペルス王国王太子

賞罰：なし




　はい大当たり……なんだけどこいつやべぇ。なんだ支配の魔眼って、ヤバい匂いがプンプンしやがるんですがこれは。あと闇魔法とか精神魔法持ってるやつ初めて見たわ。

　それとこっそり絶倫が入ってるのね。お盛んなんですね、わかります。私もお盛んです、はい。

「俺の名はタイシ＝ミツバだ。この名前に覚えはあるよな？」

　メルキスは俺の名乗りを受けてスッと目を細め、俺の顔を凝視してきた。やめろよ、男に見つめられて喜ぶ趣味は無いんだ。いや、魔眼を試しているのか？　効かないってことはＰＯＷで抵抗できるのかね。

　メルキスは暫しばらく俺を睨みつけていたが、やがて拳銃を高級そうな机の上に放り出し、座り心地の良さそうな椅子の背もたれに身を預けて目を閉じた。諦あきらめた──？　いや、違うな。

　メルキスが座っている椅子からメルキスを守るように魔力の障壁が展開されているのが魔力眼で見て取れる。どうやらあの豪華な椅子は防御障壁を展開する機能を持っている魔導具らしい。なるほどねぇ。

「何をしに来た？　俺を暗殺したところで何も終わらんぞ」

「そりゃどうかな。でもまぁ確かに、このタイミングであんたが変死したり行方不明になったりしたら、俺が疑われるかもな」

「ふん、それでどうする？」

「どうする、か……」

　メルキスの言葉に腕を組んで考え込む。

　この対話が多くの犠牲を未然に防げるかどうかの重要な鍵かぎとなる。選択肢を間違えてはいけない。俺は少し考えてから口を開いた。

「男の嫉しつ妬とはみっともないと思うんだ」

「よし、貴様は死刑だ」

　どうやら選択肢を間違えたらしい。こういう手合いは迂う遠えんに言うよりもストレートに言った方が良いいと思ったんだけどな。

「まぁ待て兄者、時に落ち着けって」

「誰が貴様の兄か！」

　メルキスが額に青筋を立てて椅子の肘ひじ掛かけに拳こぶしを振り下ろす。お客様、当店では台パンは禁止させていただいております。

「いや、真面目な話な、俺はあんたの真意が知りたい。あまりにも得るものが少なく、失うものが多いはずだろ」

　仮に本当に出兵するとして、その原因が王太子と俺による女の取り合いだなんて話が広がったら士気なんて壊滅するだろう。しかも大樹海に攻め込むとなれば、激しい消耗は必至だ。昼夜問わず大量の強力な魔物に襲われ続けて士気を維持できるわけがない。兵へい站たんも確保できないだろうしな。

　兵站が維持できず、士気も崩壊した軍隊なんてそりゃ悲惨だぞ。

「もし、あんたが机の上に放り出した『ソレ』を頼みの綱にしてるなら止よした方がいい。そんなもので突破できるほど大樹海の環境は甘くないし、それが何万丁あっても俺は殺せない」

　遮しや蔽へい物ぶつの少ない平原で、しかも前からしか魔物が来ないなら銃という武器はそりゃ強いだろう。隊列を組んで一斉射撃すればその火力は目を瞠みはるものに違いない。

　しかし銃という武器に限らず、弓矢やクロスボウといった射撃武器は遮蔽物の多い大樹海のような密林ではその特性を活いかしにくい。うちの可愛い駄エルフことメルキナとか森林戦に特化したアルケニア達みたいに木から木へと飛び移りながら正確に射撃を行なえるというのであれば話は変わるだろうけど。

　森林でエルフやアルケニアとはまともに戦わない方がいい。マジで。最後はもう辺りの樹木を根こそぎ薙なぎ払はらうという力技に走ってしまった。パワープレイ最高。

「俺も貴様の意図が見えんな。貴様こそ何がしたい？　俺を説き伏せてどうしたい？」

「戦争だなんてめんどくさいことがしたくないでござる。ついでに言えば戦争になれば一方的な虐殺になるから寝覚めが悪いでござる。兵にだって家族や伴はん侶りよや恋人がいるんだぞ兄者」

「まずその巫ふ山ざ戯けた口調を正せ。あと俺を兄者と呼ぶな、身の毛がよだつ」

　メルキスは心底嫌そうな顔でそう言い、気け怠だるげな様子で椅子に深く腰をかける。

「国境付近の貴族どもの尻しりに火をつけたのはお前達だろう。自分達の利権が脅かされれば無能な豚でも必死になるものだ」

　利権ねぇ。国境付近の貴族の利権ってことは隊商の通行税とか交易の利権か？　ということは、俺が大樹海を貫く道を造っているって話は少なくとも交易商人には浸透していて、そちらを経由してゲッペルス王国の貴族にも伝わっているというわけだ。ゲッペルス王国の貴族に伝わっているならミスクロニア王国やカレンディル王国の貴族にも伝わっていると考えて良さそうだな。

「ふむ……しかし、まるで他人事じゃないか？」

「躍起になっているのは奴らだからな。俺は名前を使うことを許し、奴らの望むものを与えているだけだ。奴らが勝手に貴様と戦い、俺は自分の懐を痛めることなく新型兵器の実戦データを得られる。ついでに地方貴族の力も削そぐことができて一石三鳥というわけだ」

　酷薄な笑みを浮かべながらメルキスが語る。

「そうだとしても原因が女の取り合いじゃ──」

「戦の原因は貴様が我が国の名誉と国益を毀き損そんし、我が軍の兵を殺し、敵対関係にあったケンタウロスどもを匿かくまい、魔境で魔物どもを従えて王となろうとしているからだ。我々は叡えい智ちを以もつて魔王である貴様を討滅する神聖なる戦を行う──というわけだな」

　俺の言葉に被かぶせるようにしてメルキスが朗々と語る。酷薄な笑みを浮かべたまま。

「あー……なるほどなぁ。イルさんが魔王の定義について微妙に言葉を濁してた理由が今理解できた気がするぞ。こうして魔王は生まれるわけだ」

　なんと言えば良いのか──そう、諦てい念ねんする、と表現するのが一番正しいように思う。

　どう足あ搔がいても魔王と呼ばれることになるだろうと、そう確信した瞬間に『なんとしてもそうなるわけにはいかない』と思うか『めんどくせぇからもうそれで良いや』と思うかどうかが『勇者や英雄』と『魔王』とが分かれる境界なんじゃないだろうか。

　俺は勿もち論ろん後者だね。わざわざ訂正して回るのも面倒臭いし、言いたいなら好きに言えば良い。攻撃してくるなら容赦はしないし、友好的に付き合ってくれるならこちらもそうする。シンプルで良い。

「まぁ、良いだろう。そっちがその気ならこっちもそれなりの態度を取るとしようじゃないか。どちらにせよ俺じゃあお前を説き伏せられそうに無いしな。粗雑な手口の方が俺には向いてる。ところで、王太子殿下？　さっきの発言は俺に対する宣戦布告として受け取って良いんだよな？」

「……そうなるだろうな」

「本当に良いんだな？」

「くどい」

　はい、宣言いただきました。

　ＯＫ、それじゃあ俺も覚悟を決めよう。平和な時間は、終わりだ。

「そうですか、ありがとう。ところで……お前の座ってるその椅子の防御力とドラゴンの頭ず蓋がい骨こつ、どっちが堅いと思う？」

「何──ッ!?」

　俺の質問に訝いぶかしげな表情を見せるメルキスを無視して一歩踏み出し、多銃身拳銃ごと豪華な執務机をストレージに回収する。メルキスと俺との間を遮る障害物はこれで椅子から発生している障壁だけだ。メルキスが目を見開き、驚いた表情を見せる。いいぞ、その鉄面皮をもっと歪ゆがめてみせろ。

　もう一歩踏み出す。既にメルキスは目の前、格闘戦の間合いだ。右手に魔力を集中し、貫ぬき手ての形でメルキスの首へと手を伸ばす。メルキスの口元が嘲あざけるように歪んだ──が、次の瞬間その顔が驚きよう愕がくに歪む。

「馬鹿なッ!?」

　俺の鋭い貫手は何の問題もなく障壁を貫通した。障壁は一瞬だけ青く輝いたが、最初から何も無かったかのように消え去った。過剰出力で壊れたかな？

　メルキスは俺の手を避けようと身じろぎをしかけたが、もう遅い。そのままメルキスの首を狙い、鷲わし摑づかみにして持ち上げる。誤って縊くびり殺したりしてはいけないので力加減が難しい。




「がっ!? ハッ──!?　ば、化物め……！」

「化物とは失礼な。俺はれっきとした人間だぞ、一応。それにしても少々不用心が過ぎやしないか？　この程度の障壁で俺を止められると思ったのかよ、ええ？」

　首を絞める俺の腕を振り解ほどこうとメルキスが手足を使って抵抗するが、レベル17程度の抵抗では俺の身体は揺るぎもしない。でもまぁゲシゲシ蹴けられるのも業腹なので、適当に放り投げる。殺さないようにソフトに、優しくね！　いやぁ、基本的に石材だから手加減が大変だなぁ！

「ぐあっ!?　き、さまぁ……」

「いやー、しかし残念だなぁ。できるだけお行儀良く、話し合いで解決したかったんだけどなー。でもまぁ、その気が全くない相手に話が通じるわけがないよなー。うん、仕方ない仕方ない」

「この狂人が……ッ！　構わん、やれっ！」

「お？」

　部屋全体で魔力が高まり始める。メルキスは自分の身体を氷で覆ったようだが……ふむ、何かの罠わなかな？

　そんなことを考えている間に視界が眩まばゆい光に覆われた。音も凄すごいな、耳が変になりそうだ。この肌を焼くようなビリビリとした感じ、電撃か？

　放電が終わると同時に重厚な扉が勢いよく開き、数人の鎧よろい姿の騎士が突入してくる。

「はいご苦労さん」

「んなっ!?」

　多少ビリビリしたが流石俺だ、なんともないぜ。恐らく俺の強きよう靭じんなＰＯＷ抵抗を抜けてないんだろうなぁ、これは。単純にＶＩＴが高すぎるのかもしれんけど。

　ピンピンしている俺を見て驚いている先頭の騎士に軽く前蹴りをして一緒に飛び込んできた他の騎士諸もろ共とも部屋の外に蹴り出す。キラッキラに輝く鎧が俺の靴跡の形に思いっきり凹んでたけど、死んでないかな？　まぁ抜き身の剣を引っ提げて来てたんだから文句は言うなって感じだが。

「気配を遮断する部屋、自分を守る椅子、それに部屋ごと痺しびれさせる電撃の罠か。俺が相手でなければ有効だったろうになぁ」

　氷では電撃を防ぎきれなかったのか、気絶しているメルキスを見下ろして呟つぶやく。

　まぁ、いい。王太子殿下直々に宣戦布告を頂いたからにはこちらも遠慮なくやらせてもらおう。俺を敵に回すということへの対価を払ってもらおうじゃないか。





─☆★☆─






「や、やめろ、やめるんだ！　それを置け！　仕舞え！」




　追い詰められた獲物が武器を放り出し、手を前に出して必死に命いのち乞ごいをする。その視線は俺が手のひらの上で弄もてあそんでいる物体に固定されており、流れる脂汗が目に入ることも気にしていない。

「ほう、止めて欲しいか。こいつを食らいたくないか？　ん？」

「お、俺には恋人がいるんだ！　他の奴にだって家族がいる！　それにここには兵だけじゃなく戦う力すらない侍女もいるんだ！　なんとか見逃し──」

「だが断る。ここに逃げ込んだお前らが悪い。どーん！」

　周りにいる仲間や侍女を指差し、懇願する男に向かって俺は弄んでいた木製の小こ樽たるを投とう擲てきした。小樽は男の煌きらびやかな鎧に当たって砕け散り、その中に封印されていた混こん沌とんが溢あふれ出す。

　濁った汁と発酵が進みすぎて既に骨だけになっている魚、そして強烈という言葉を通り越し、もはや痛みすら感じる臭気。勢いよく叩たたきつけられたがためにその汁は部屋中に飛散し、いかにも高価そうな絨じゆう毯たんやソファなどの家具に降り注ぐ。

　無慈悲な一撃は戦闘員、非戦闘員、老若男女の区別もしない。気品のあるおじ様や美しい貴婦人や純朴そうな侍女や朴ぼく訥とつそうな使用人にも等しく降り注ぐ。

「ぎゃああっ!?　うぼぇっ!?　かひゅっ──」

「きゃああっ！　うぇっ、臭っ……」

「がふぅっ……」

　うん、『また』なんだ。済まない。謝って許してもらおうとも思っていない。まだ二回目だしね。このシュールストレミング攻撃を見たとき、君は、きっと「またかよ」と思ったと思う。殺伐としたこの世界で、その流儀に則のつとって敵を皆殺しにするのはそれはそれで負けだと思うんだ。実際できてしまうだけにね。

　だからと言って毎度毎度シュールストレミングというのもどうかと思うかもしれないが、実際問題こういった臭気弾、悪臭弾というのは非致死性兵器として有効なんだよね。元の世界でも暴徒鎮圧の最新兵器としてゴム弾とか催涙弾より有効とされていたくらいだ。

　毒ガスなんかと同じで無差別かつ広範囲に被害が出るけど、まぁ臭いだけだから許して欲しい。失神するくらい臭いし、なかなか臭いが取れないし、場合によっては吐と瀉しや物ぶつで窒息死するかもしれないけど皆殺しよりはマシだろう。

　ちなみに引きずって歩いているメルキスはさっき一回目を覚ましたが頭からＢＵＫＫＡＫＥてやったら大人しくなった。今は穏やかな表情で眠ってるよ。若干白目気味だけどな！　ＨＡＨＡＨＡ！

「おい、王はどこにいる？」

「そ、そんなことを貴様のような奴におしえられるわけがないだろう！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄と化した城の一室から退出し、遭遇したいかにも偉そうなおっさんに絡む。親父狩りとか言ってはいけない。これは情報収集活動なのだ。




「ん？　直撃されたい？」

「ここを真っ直ぐ行って大きめの廊下を左折して真っ直ぐ行くと謁見の間です！」

「ご苦労。では褒美を受け取るが良い」

「ちょっ、やめっ……ぐばあああああっ!?」

　高そうな服を着たおっさんに褒美の小樽を直撃させておく。主君を売るとか許されないけど、役に立ってくれたから褒美に小樽をプレゼントだ。

　ああ、俺は無事なのかって？　俺は強力な浄化と消臭の効果がある首飾りをつけてるからな。とはいえ、いつぞやの試作型魔導砲四発分くらいのそこそこ強力な魔核を使っても効果時間は二時間くらいだ。

　シュールストレミングの悪臭を無効化するためにはそれくらいの出力が必要だったのだ。しかも使い捨てである。悪臭兵器半端ねぇ。

　気絶した貴族っぽいおっさんを放置してメルキスを引きずりながら歩き続けること数分。途中で貴族っぽいのとか侍女とかを脅して王の居場所の情報を聞き出しながら進んだ先に荘厳な雰囲気の漂うホールが見えてきた。

　しかし、ホールへと続く広い廊下にはズラリと兵が並んでいた。

　重厚な鎧を着込んだ重装の騎士を前面に、その後ろには槍やり兵や杖つえを構えた魔法兵、クロスボウを構えた射手も居る。総力戦の構えである。

　ならばこちらも全力を出さねばなるまい。俺はシュールストレミング満載の大おお樽だるをストレージから取り出し、自分の横にズドンと置いた。人ひとりが十分入る大きさのものだ。

「全員武器を捨てて道を開けろ！　さもなくば王太子をこの大樽に漬け込むぞ！」

「くっ、卑ひ怯きような！」

「こちらの要求は王との対談だ。この要求が受け入れられない場合……この城と王都中の食料庫にこの大樽をぶちまける！」

「「「「悪魔かッ!?」」」」

　なんとでも言うが良い。卑怯と言われようが悪魔と罵ののしられようが俺は一向に構わん。

　結局メルキスの膝ひざくらいまで樽の中に漬け込んだところで向こうが折れた。漬け込み始めたところでメルキスが起きたけど、樽から立ち昇る臭気の真まっ只ただ中なかだったから速攻でまた沈没した。これが決め手だったね。

　殺気立つ兵達が空けた道をメルキスを引きずりながら進むと、微妙に向かい風を感じる。何かと思えば玉座に座る王様らしきおっさんの後ろに何人もの魔法兵が待機しており、その魔法兵達が風魔法で微風を流し続けているようだ。臭いがこないようにしてるのね。

「我がゲッペルス王国の王、レニエード＝グロウ＝ゲッペルスである。そちが行なった此こ度たびの狼ろう藉ぜき、まことに許し難……わかった、話を聞こう。だからその小樽を構えるのを止めるが良い」

「結構。実に賢明な判断だ。俺が何者かは説明が要るかな？」

「貴様！　一国の王相手に不敬であろう！　跪ひざまずかんか！」

「あ？」

「止めよ！　デニデルスも下がるが良い。この者はあの大樹海を切り拓き、カレンディル王国とミスクロニア王国に認められて国を打ち立てんとする者だ。いわば一国一城の主あるじよ。我の臣下でも無い。我に跪く謂いわれなどあるまいて」

　青筋を立てて喚わめくおっさんがいたので、魔力を全開にして威圧したら王様が仲裁してくれた。ほう、なかなか話のわかる王様じゃないか。

「して、此度の騒ぎの目的は何か？　申してみよ」

「戦争なんて御免なんでね。なんとか話し合いで解決できないもんかと思ったんだが、魔王呼ばわりされて宣戦布告までされたんで、俺と戦争するってのがどういうことなのか少しばかりわからせてやろうかと思った。ついカッとなってやった。反省はしていない」

「……なるほど、つまり其方そなたは争いを止めるために来たのだな。だが、その其方がこの城で暴れては元も子もないのではないかな。話の通じぬ相手だ、やはり倒さねばならぬと判断せざるを得なくなるとは思わぬか？」

　なるほど、なかなか理知的な人間であるらしい。しかも俺のフリも完全にスルーである。侮れない。

　だが、そもそもの大前提が間違っている。全くの的外れだ。俺はチッチッチと指を振りながら笑みを浮かべてみせる。

「まず一つ、理解してもらおうか。俺は、俺の身を守るためにここにいるんじゃない。俺は、あんた達自身からあんた達自身を守るためにここにいるんだ。俺の言っている意味がわかるかな？」

　俺の言葉にレニエード王をはじめとして謁見の間に居る人間達は一様にわけがわからないといった顔をした。こいつは一体なにを言っているんだ、とそう顔に書いてある。

「刃物で遊ぶ赤ん坊に、馬車が走る道へと前も見ずに走っていく子供に、実力も弁わきまえず冒険に赴こうとする若人に、うまい話に騙だまされようとしている大人に、歳も考えず無理をしようとする老人に、あんた達はこう声をかけるだろう？　そんな危ないことはお止めなさい、ってね。つまりはそういうことだよ。俺はあんた達にそう言いに来たわけだ。そんな危ないことはお止めなさい、ってね」

　ここまで言われて俺の言葉の真意を理解できない人間はこの謁見の間にはいなかったらしい。ある者は顔を赤くして怒りを、ある者は顔を青ざめさせて恐怖を抱いているようだ。

　その中でレニエード王は顔色をさして変えることもなく俺の顔をじっと見据えてきていた。俺の実力を計ろうとしているのかもしれない。

「なかなか大きく出たな。我ら自身から我らを守るために、か。なるほど。つまり其方にとって我が国など取るに足らない存在だと、蹂じゆう躙りんすることなど容易たやすいのだとそう言いたいのだな？」

「ええ、お試しになりますか？　ご所望であればこの謁見の間にいる陛下と王太子殿下以外の全ての人間を皆殺しにしてご覧に入れますが。後ろの兵達や覗のぞき見している連中も含めてね」

　おどけた態度でそう言って一礼をしてみせると謁見の間がシン、と静まり返る。

　ごちゃごちゃと言っていた王の側近らしき者達もまさか矛先が自分達に向かってくるとは思っていなかったのか、ギクリとした表情で固まっていた。

　俺とレニエード王が睨にらみ合い──先に折れたのはレニエード王だった。

「やめておこう、其方があのタイシ＝ミツバなのであればこの場に抗せる者などおらん。ここに居るのは我が国の中枢を担う重要な者達だ、代わりが務まる者などそうそうおらんのでな」

「そうかい、賢明だ。俺も無駄な手間が省けて嬉うれしいよ。じゃあ話を進めようか」

「そうだな。其方の要求は紛争の停止だったか。我としてもそうしたいところではあるが、ここまで虚こ仮けにされて女々しく泣き寝入りしてしまっては我が王国の権威が失墜してしまうのでな、なかなか難しい」

「そうかい。じゃあ仕方ないな、手始めにこの城を中の人間ごと更地にしていくか」

　翳かざした手のひらの上に魔力を集中し、爆裂光弾を発生させる。

「そんな横暴が許されると？　力さえあれば何をしても良いと言うのかね？」

「王であるあんたがそんな弱者の理論を振りかざすとは驚きだ。力でケンタウロス達を弾圧したあんたがそれを言うのはいかにも滑こつ稽けいだよな？」

「そんな小さな話をしているのではない。其方が武力に物を言わせて要求を通すような真似をすれば、我が国だけでなく他国の信用も失うということだ。其方の国は気に入らないことがあれば武力を背景に脅しにかかってくる、ならず者のような国だとな」

「はっはっは、あまり面白いことを言わないでくれよ。最初に力を背景に俺の首を要求してきたのはそっちだろうが？　俺は相応の対応をしているだけだ。さて、そろそろ問答も飽きてきたな」

　俺は爆裂光弾を謁見の間の天井に向かって発射した。

　直後、眩まばゆい光と派手な炸さく裂れつ音が響き、豪ごう奢しやな謁見の間の天井に大穴が空く。そして間髪を容いれずに後方の入り口を固めている魔法兵や王の側に控えていたローブ姿の人物、それと魔法兵達から俺に向かって一斉に攻撃魔法が放たれた。

　俺は全身に魔力を漲みなぎらせながら即座に神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんを抜き、石や粘土、氷の弾丸だけを迎撃する。俺の強大なＰＯＷの前では大概の魔法はレジストされて効果を現さない。純粋魔法や火魔法、風魔法は即座に霧散するし、水魔法もただの水になる。ただし、水魔法の氷の弾丸や地魔法の石や粘土の弾丸は実体があるために完全に霧散する前に俺の身体に到達してダメージを与える。

　まぁＶＩＴが高いから少々衝撃を感じたり、小突かれた程度の痛さで済んだりすることが多いんだけど、痛いのは嫌だし石弾や粘土弾は服が汚れるのであまり受けたくはないのだ。

　何発、何十発の魔法が俺に着弾しただろうか？　時間としては精々十秒前後くらいのものだろう。霧散した石弾や粘土が粉となって舞い、視界が悪い。仕方がないので風魔法で天井の穴に向かって粉ふん塵じんを追い出す。シュールストレミング対策の首飾りのおかげで俺の服には汚れ一つない。狙ったわけじゃないけど結果的に助かったな。

「なかなか面白い余興だったな。ああ、これはお返ししておこうか。足元に置いておくのも邪魔だし」

　俺は努めてにこやかな笑みを浮かべながらメルキスの襟首を摑つかんで王の側に控えているローブ姿の人物に投げつけた。避けるべきかどうか逡しゆん巡じゆんしたかはわからないが、ローブ姿の人物は命中したメルキスごと玉座の後ろの方に吹っ飛んでいった。まぁ死にはしないだろ、多分。

「どうしたよ、急に黙りこくって。おお、そうかそうか、剣が怖いんだな？　わかったわかった、じゃあ剣はしまうよ。ほら、これで怖くないだろう？　一回くらいは誤射かもしれないからな。一回は許すよ。俺は心が広いんだ。さぁ、余興はこれくらいにして話し合いを続けようか」

　レニエード王を始めとして、謁見の間にいる俺以外の人物は完全に言葉を失ってしまったらしい。呆ぼう然ぜんとした表情で固まる者、腰を抜かしてへたり込む者、何やらブツブツと呟つぶやいて首を振り続ける者、跪いて祈る者、実に様々な様子である。

　レニエード王も流石に動揺を隠せない様子だ。額にはじっとりと汗が浮かんでいる。

「……何が目的だ。その力で何を為なすのだ、其方は」

「目下のところ、国造りだな。生まれに拘かかわらず平等にチャンスがあって、人間も、獣人も、その他の種族も互いに互いを尊重して思いやりを持って暮らしていけるような国ってのが理想だ。理想を達成するためにはまず全員が食っていける国にしなきゃならんから、農業やら生産やら交易やらの整備に力を入れているところでな、正直戦争なんてしている場合じゃないんだ」

「それだけの力があれば他の国を滅ぼして支配することもできよう」

「滅ぼすだけなら容易だろうけどな、満足に統治できるかと言われると首を傾げざるを得んね。何より面倒臭いし、俺はそんな器じゃない。今作ってる領都だって満足に治められるか不安なくらいだ。他よ所そは他所でよろしくやってもらって、交易の相手になってもらった方が良いいね」

　両手を広げてそう言い、一歩踏み込む。それだけで空気がざわりとどよめいた。俺は歯を剝むき出し、声音を低くして言葉を続ける。

「だがな、弓に矢を番つがえ、杖を構えて魔法を詠唱し、剣を抜いて向かってくるならその時は仕方がない。面倒臭いことをしたくはないが、舐なめられちゃあ困る。あらゆる手を使って叩たたき潰つぶす他ないわけだよ、こちらとしても」

「……我らはドラゴンの尾を踏んだと、そういうわけか」

　レニエード王はそう言って苦り切った笑みを浮かべた。





─☆★☆─






「さぁ、『交渉』をはじめようか」
















　ゲッペルス王国の魔法使い達の放った魔法の影響で謁見の間が埃ほこりっぽくなってしまったため、俺とゲッペルス王国の王であるレニエード王、そして幾人かの重臣達は場所を移して交渉に臨んでいた。

　この部屋は謁見の間からほど近い場所にある。本来は国王と限られた重臣のみが会議を行なう格調高い会議室であるらしい。確かにこの黒こく檀たんのテーブルを始めとした調度は落ち着いた色合いで趣味が良いし、部屋自体に何かしらの細工をしてあるのか空調もしっかり効いている。後々同じような会議室を作ることがあれば大いに参考にするとしよう。

「交渉、か。交渉になるとは思えんが」

「そりゃごもっとも。こっちとしてももう少し穏便に関係を築きたかったけどな。これもまぁ巡り合わせだろう」

　レニエード王の言葉に肩を竦すくめて応じる。

　そもそも、といったところを辿たどれば俺がクロスロードの街でマールと出会った瞬間からこの関係は決まっていたようなものだろうしな。ティナまでもが俺に嫁ぐ羽目になったのは……はて、ミスクロニア王家のメルキス王太子に対する反応を考えると一概に俺のせいとも言えないのではないか？

　今思えばメルキス王太子はマールだけでなく他の王家の面々にも蛇だ蝎かつの如く嫌われていたように思うが。そもそもマールが出奔したのもメルキス王太子と結婚したくないからではなかったか。

　まぁここでその話をほじくり返したところで何がどうなるわけでもないか。

「この期に及んで多くの言葉は必要あるまい。そちらの要求を聞かせてもらおう」

「ではゲッペルス王国には俺に対する全面的な恭順を示してもらおうか。その証あかしとして国中の貴族から一人ずつ姫を差し出してもらおう。年頃の未婚の姫が居ない場合は当主、あるいは次期当主の配偶者のうち一番年若く、美しい者を差し出してもらうこととする」

　俺がニヤニヤと笑いながら突きつけた条件に重臣達や話し合いを書面に起こす役目の書記官が息を吞のんで固まる。

「タイシ殿、あまり虐いじめんでやってくれ。此こ奴やつらは肝が小さい」

　しかし、レニエード王だけは全く動じず苦笑いを浮かべるだけだった。なかなか肝が据わってるなぁ、このおっさん。俺が本気で言ってないってことを見透かしているようだぞ？

「ご期待に沿って魔王らしい要求をしてやっただけなんだがね？　ご子息にもそう言われたことだしな」

「いくら我が偉大な王でも人の口に戸は立てられんよ。国として公式にタイシ殿を魔王呼ばわりはせんと約束することはできるがな」

「まぁどう呼ばれても構わんっちゃ構わんがね。別に凶悪な要求をするつもりはない。俺としては無益な争いをしたくなくて止めにきたわけだしな」

「無益な争いか」

　そう呟いてレニエード王は苦笑いを浮かべた。

「そう、俺にとってはすこぶる無益な争いだ。名誉や誇りや面めん子つが何よりも大事なあんたらには悪いがね」

　ゲッペルス王国としても王太子の婚約者が二度に亘って奪われ、その上内戦の相手であったケンタウロス達を自分の国土内から連れ去られ、その際に王国兵を傷つけられ、更には王城を襲撃されと散々俺に虚仮にされたわけで、ここで泣き寝入りするのは威信に関わるだろう。

　そうなればこれからのゲッペルス王国は安泰とはいかない。ボコボコに殴られても反撃せずに泣き寝入りするリーダーに従おうと思う奴なんていないだろうからな。

　おお？　実はこいつ弱いんじゃね？　と考えてリーダーに成り代わろうとする奴が出てくるかもしれないし、こいつの方がリーダーに相応ふさわしい、そうだそうだとグループが割れてしまうかもしれない。

　国だ王だ貴族だなんだといっても結局人間は人間でしかないわけだ。

「正直こっちとしては今戦争を仕掛けられるのは困るわけだ。困るというよりは面倒、だな。そっちに振る時間と労力が惜しいんだよ」

「まるで最初から勝負にならないような口ぶりではないか。少々自分の力というものを過信しているのではないかな？」

　とうとう我慢できなくなったのか、横から口を出してきた重臣の言葉に俺は深く溜ため息いきを吐く。そりゃ勝負にならないに決まってる。

　ゲッペルス王国にだって高い戦闘力を持つ一騎当千の勇者みたいなのがいるとしよう。まぁ実際何人かはいるんじゃないかとは思う。だが、その戦力はそう高くないと見積もっている。少なくとも、俺と同等レベルのやつはいないだろう。もしいるならケンタウロス達はとっくの昔に全滅していただろうし、王太子も銃なんぞに頼る必要は無かったはずだ。

　そういや勇者は国家間の諍いさかいに参加しちゃならないって話があった気がする。俺は国家元首そのものだから良いのかね？　誰にも指摘されてないけど。

　まぁ兎とに角かく、ゲッペルス王国を痛めつけるということであれば真正面からその一騎当千の戦力と戦う必要なんて全く無いわけだからな。俺は高速で飛び回り、或あるいは転移しながら大きな街道や鉱山、水源、港を破壊して回ればいい。それだけでゲッペルス王国を充分追い詰められる。

　対して俺が守るべき場所は天然の要害である大樹海のど真ん中にある領都クローバーだけだ。勿もち論ろんアルケニアの里や川の民の生活域、鬼人族の里も防衛対象ではあるが、領都から遠く離れているから攻撃対象になる可能性は極めて低いだろう。

　というか、ゲッペルス王国は領都クローバーの正確な位置も知らないはずだ。位置を調べている間に俺がゲッペルス王国の領土を蹂躙して終了になるのが目に見えている。

　不測の事態というのはいくらでも考えられるが、それにしても俺がゲッペルス王国を潰す速度のほうが速いはずだ。

　それにしてもなんだ。どうやらお行儀よく話しているうちにこいつらは自分達の立場を忘れたかね。

「最初に言ったが、交渉をするつもりはない。この場は俺が要求し、あんたらがそれを唯い々い諾だく々だくと受け入れるだけの場だ。俺の提案が気に入らないのなら蹴けってくれて結構だぞ？」

「ディルク、止めよ。タイシ殿も矛を収めてもらいたい」

「しかし陛下！」

「止めよと言っておる。ここは我に任せよ」

　レニエード王はいきり立つ重臣を諌いさめ、俺に向き直った。

「タイシ殿の要望を受けよう。メルキスの計画していた侵攻については王命により止める」

「そりゃ僥ぎよう倖こう。ついでにと言っちゃなんだが、王太子の眼も潰させてもらう」

「眼を潰す……？　どういう意味かね？」

　レニエード王が怪け訝げんな表情をする。言葉通りの意味で受け取っているわけではないようだが、言葉通りの意味なんだよなぁ。

「そのまんまの意味だよ。メルキスの眼は魔眼だろうが。それも人の心を支配する邪眼の類たぐいだ。あんなのを俺の嫁や知り合いに向けられたらと思うと夜も眠れないんでね。潰させてもらう」

「そんな条件を吞めると思っているのか？　あやつは我の後継だぞ」

「あんたから王位を継げば次の王は奴だ。本来は今のうちに殺しておくほうが利口だよな。そこを目を潰すだけで許してやろうっていうんだ。お得だろ？」

　思わず口元が緩む。上の立場から一方的に無理難題を押し付けるのは気分が良いな！　自分からする分には、だが。やられる方はたまったものじゃないだろうけど。

「その条件は吞めぬ。襲撃してきたタイシ殿の要求を聞いて王太子から光を奪うなどということをすれば、王家の権威は失墜する。それでは国の体たいを維持することができん、間違いなく国は割れることとなる。タイシ殿も我が国が無法地帯となることは望んでおるまい？　我が国の国土が荒れればその影響はカレンディル王国やミスクロニア王国にも及ぶ。タイシ殿の望む『安定した交易』ができなくなってしまうぞ」

「なるほど。だがカレンディル王国もミスクロニア王国も『大だい氾はん濫らん』に備えて用意した戦力には余裕がある。そうなれば領土が切り取り放題で万々歳じゃないかな？」

「或いはそうかもしれん。だが混乱は十年以上にも及ぶだろう。完全に混乱が治まるまでに積み上がる怨えん嗟さは大きな厄災を招きもするだろう。それがタイシ殿の望む未来かね？」

「残念ながら俺は俺の目が行き届く範囲だけ幸せであれば良い小さな男でね」

　話を大きくして論点をずらそうとしているようだが、そうはいかない。俺の望むものは決まっているのだ。俺が望むのは家族と、俺が面倒を見ようとしている連中の安全と幸福だ。極論、それ以外はどうでもいい。俺の手の届く範囲なんぞ高が知れているのだ。

　レニエード王は俺の言葉を吟味するかのように押し黙り、自分の顎あごを撫なでて考え込んだ。暫しばらく考えてから口を開く。

「我が在位している間は我の名においてあやつにはタイシ殿とその家族に一切干渉しないよう確約する。それで手打ちにはしてもらえんものかな？」

「随分と安くなったな？」

「タイシ殿が懸念しておるのはそういうことだろう。今回タイシ殿が大立ち回りしたのも、要はタイシ殿の家族や領民にあやつが牙きばを剝むこうとしたからであろう。あやつの光を奪おうというのも、あやつが今後タイシ殿らに害意を持って何かしらの行動を取るのを防ぐためだ。なら、そこを我が保証すれば良いのではないかな？」

「ジョークとしては面白いな。俺の危険性も見抜けず、あんなふざけた布告を止めることもしなかったあんたを信用しろって？」

「そうだ。ゲッペルス王国の王である我を信用してもらおう」

　レニエード王は俺の疑惑に満ちた視線を受けながら堂々とそう言い切った。その風格は堂々たる王者そのものではある。この自信がどこから来るのかわからんが、さて。

　ここで拒否してゴネるべきか、この提案を受けるべきか否か。

　まぁ、あの王太子の目を潰したり殺したりするのに頷うなずかないのは想定内ではある。力にモノを言わせてぶっ殺してしまうのは簡単だが、そうなった場合ゲッペルス王国を完全に敵に回すことになるだろう。

　王城をまるごと粉砕して更地にしてしまえば俺を相手にするどころの騒ぎじゃ無くなるだろうが、そうするとゲッペルス王国そのものが崩壊する可能性が出てくる。王位継承権を持つ者がこの城にだけいるとは限らないから、そうなれば群雄割拠の時代に突入するかもしれない。そうじゃなくても国内の治安は一気に悪化するだろう。

　そうなった場合、カレンディル王国とミスクロニア王国でどういう動きが起こるかは予測できない。俺の言ったようにゲッペルス王国の領土を切り取る方向に向かうかもしれないし、難民を受け入れるような態勢になるかもしれない。

　何いずれにせよ、力を以てゲッペルス王国を破滅させれば俺を危険視する勢力がカレンディル王国にもミスクロニア王国にも出てくるのは確実だろう。それもまた力によって制圧することはできるだろうが、力で延々と反対勢力を潰し続けるという底の見えない泥沼にはまっていく未来が見える気がする。

　レニエード王にメルキスを抑えるよう確約させる。

　今回無理をしてゲッペルス王国で大暴れした戦果としては充分だろうか？　少し足りない気もするが、あまり欲張るのも良くない。

「……レニエード王がその名において王太子やその他貴族による俺達への敵対行動を封じる。勿論、ゲッペルス王国としても俺達に一切の敵対行動をしない。そう確約するなら今回は退ひこう。何から何まで力で全て解決する、というのも問題があるのはわかってるからな」

「英断だな。では書面を──」

「必要無い。レニエード王、俺は威風堂々と俺の視線を受け止めた貴方あなたの王としての格というものを信じる。互いを信頼した俺と王の仲だ、互いに固く信頼を結んでいるんだから、口約束で構わない。そうだろう？」

　そう言って俺はにっこりと笑みを作ってみせる。

　書面の字面で言葉遊びをするつもりは無い。別にこの口約束を破られたら、それはそれで良いのだ。魔眼に関しては俺が対策を講じた魔導具なりなんなりをしっかりと用意しておけば良い。

「この約束が破られる。そんなことには勿論ならないと俺は確信しているが、もし破られたならその時は……有望な鉱山が更地になったり、美しい主街道がズタズタに寸断されたり、整備された港が暗礁だらけの危険海域になったり、どこかの貴族が一夜にしてまるごと失しつ踪そうしたりするかもしれないな」

「脅しかね？」

「約束が破られなければお互いに幸せって話さ」

　片かた眉まゆを上げてこちらを見てくるレニエード王に肩を竦すくめて答える。落とし所としてはこんなところか。強制力はないが、充分に脅しはかけられただろう。








第三話　～守モリ人ビト達の贈り物に当選しました～









「つってもあれだ。脅しをかけるならそうするだけの力があるって示していかないとなぁ？」

　交渉を終えた俺はゲッペルス王国の王都であるピドナの上空に浮かんでいた。今日はよく晴れているので実に見晴らしが良い。さて、どこが良いいかな？　あそこらへんが良いか。

　王都からほど近い場所にある小高い丘を発見する。人影はなく、特に建造物の類なども無いようだ。一応気配察知を使って人の有無を確認する。うむ、少なくとも人は周辺にいない。

　魔力を集中し、眩まばゆい光を放つ光弾を発生させる。久々の極大爆破だが、今日は少しサービスしよう。両手を掲げ、更に同じものを二つ、三つ、四つ作製する。

「ふんッ！」

　目標の小高い丘に次々と合計四発の極大爆破が突き刺さり、耳を劈つんざくような轟ごう音おんと衝撃波が発生した。巻き上げられた土砂が俺のいる上空まで届いてきそうな勢いだ。

　粉ふん塵じんが晴れると、小高い丘から大型クレーターへと姿を変えた大地が現れていた。見事に焦土。ペンペン草一本も生えていない有様である。

「よし、あんなもんでいいだろう」

　示威行為としては上々だ。口約束が破られたらゲッペルス王国の様々な場所があの通り地図上から消えることになるぞ、という俺からのメッセージである。王城に襲撃をかけた以上はもうとことんやってしまうべきだ。気が向いたらレニエード王の寝室の枕元にナイフをプレゼントしていく作業もしようか。

「さーて……」

　今日は色々と派手に暴れられて俺は満足です。ただ、少し……いや、とてもお家うちに帰るのが怖いなって思ってるけど。ほら、なんかその、ね？　お仕事サボって色々押し付けた上に厄介なのを送りつけちゃったじゃないですか。姫と侍女セットで。

　ちょっとどうなってるか予想がつかないというか、どう考えても俺に良い感じの展開にはならなそうだよね。絶対正座折せつ檻かんコースか、とても口では言えない搾られコースかのどっちかですよ。もしくは未知の拷問の類かもしれない。

　思えば俺も冷静じゃなかった。カリュネーラ王女達をクローバーに転送するにしても、わざわざ会議中であろう会議室なんかじゃなくて目立たない場所に送っておけば……いや、それはそれで余計な騒動が起きる気がする。どっちにしても同じですね、はい。

　ああ、帰りたくない！　帰りたくないでござる！　今なら面倒な魔法刻印彫金作業とか二十四時間耐久オリハルコン鍛造コースとかホイホイできる自信がある。逃避エネルギーって絶対存在すると思うんだ。

　しかしこんな吹きっ晒さらしの遥はるか上空でグネグネしながら懊おう悩のうしていても解決しない、潔く帰ることにしよう。やってしまったものは仕方がない。悩んだりテンション下げている暇があれば他のことをするかさっさと怒られたほうが良い。そうだろう、そう考えろ俺。むしろ開き直ってしまえば良いんだよ。よし。

　一念発起して魔力を集中する。転移先は寝室だ。疲れたし開き直って少し横になろうそうしよう。視界が一瞬暗転し、自室の光景に切り替わる。

「あっ」

　目の前に、極上の笑みを浮かべた、ティナがいる。

「確保」

「ぬあぁっ!?」

　極上の笑みを浮かべたティナから底冷えのするような声で号令が下された。

　戦闘モードな心構えでいれば反応できないスピードではなかったが、いかんせん自室に帰るということで気が緩んでいた。複数の方向から飛びかかってきた影にタックルされ、自室の床に押さえつけられて拘束される。

「裏切ったな！　ソーン！」

「お前に恨みは……まぁ無いことはないが、今回は諦あきらめろ。ティナーヴァ様をブチ切れさせたお前が悪い」

　俺を押さえつけたのはモルモット部隊──もとい俺の私兵で、最新装備実験隊の隊員達であった。いてぇ！　日頃の恨みとばかりに骨とか痛いツボとかグリグリすんな!?　腕はそっちに曲がらないから！　それ以上いけない。

「タ　イ　シ　さ　ま　？」

「アッハイ」

「どこに、いってらしたんですか？」

「さ、散歩……かな？」

　床に引き倒された俺の前に膝ひざをつき、ティナがその美しい手でそっと俺の顔を上に向かせて問いかけてくる。極上の笑みを浮かべたままなのにすごく怖い。

「そーぉですかぁー、お散歩ですかぁー……タイシ様は、お散歩をすると偶然カレンディル王国の王女様を拾ってきてしまうんですねぇ？　しかも、ゲッペルス王国の王城で人質に取られていた王女様を」

「まぁその、そういうことも、ある、かな？」

　ニコッと笑い返すと、両頰を抓つねられた。

「専門家を招いての会合をサボって、どこに、行って、なにを、して、らしたん、ですか？」

「痛い痛い痛い痛い！」

　ティナが笑ったまま額に青筋を浮かべ、キリキリキリと抓った俺の両頰を絞ってくる。レベルが上がってもこういうのは何故普通に痛いんだろうか？　今の俺、一般人に鉄の剣で切りつけられてもかすり傷しかつかないんだぜ？

「えっと、その、ですね？」

「はい」

「ゲッペルス王国に殴り込み──痛い！　目め潰つぶしはＮＯ！」

　容赦なく目を突いてきた！　口が笑ってるのに眉まゆ根ねが寄って青筋立てて──は、般はん若にやや！　般若がおる！

「なにを、やらかしたんです？」

「王太子をフルボッコにして、ニシンの塩水漬けの樽たるに漬け込んだかなぁ」

「それだけですか？」

「王様の居場所を吐かせるために、ちょっと城の人を脅しながらニシンの塩水漬けの樽をスプラッシュした、かなぁ？」

「他には？」

「王様と少しだけお話してきたかなぁ……王様の在位中はゲッペルス王国は一切ちょっかいをかけてこないってことになった、よ？」

「なったよ？　じゃありません！　なにやってるんですかー!?」

　がおー！　と両手を振り上げてティナが怒る。しかもポカポカ叩たたいてくる。可愛いけど地味に痛いのでやめていただけないだろうか？

「連行してくださいっ！」

「やめろ……やめろォッ！　ＨＡ！　ＮＡ！　ＳＥ！」

　引っ立てられる俺。最も早はや連行される宇宙人状態である。勿もち論ろん本気で抵抗すれば振りほどくことなど造作もないが、そんなことをしたらティナに泣かれそうなので自重しておく。泣かれそうなので。大事なことなので二回言いました。決してあとが怖いからではありません。

　そうして引っ立てられてきたのは領主館の会議室である。お白しら州すである。

「タイシさん？」

「ハイ」

「正座」

「ハイ」

　全員ではないが、嫁が勢揃いである。

　ティナと同じく凄せい絶ぜつな笑みを浮かべているマールと、笑いながら青筋を浮かべているクスハ、ジト目のデボラになんかオロオロしているフラム、そして俺の背後で背中を抓っているティナだ。部屋の隅にクスハの糸で拘束されたメルキナが転がっているのは何なんだろうか。

　俺は会議室の中央に正座させられた。わざわざ置いてあった椅子が撤去されて正座である。なんという扱い。待遇の改善を要求する。

　ちなみに、カリュネーラ王女と侍女のステラも嫁達とは少し離れた所に座っていた。正座させられた俺を見て目を丸くしている。ふっ、笑えよ。

「さて、話してもらいたいことは色々ありますが……」

　あっ、これアカンやつや。マールさんの青筋ビキビキしてる。顔は笑ってるけどこれアカンやつや。逃げたい。切実に。

「とりあえず、アレについて説明してくれますか？」

　指差した先に居るのはカリュネーラ王女とその侍女ステラである。ですよねー、まずそこですよねー。知ってた。

「見捨てるのは忍びなかったと言いますか」

「ほう？」

「放置していけ好かない王太子にモグモグされるのは我慢ならなかったと言いますか」

「へぇ？」

「まぁその、そんな感じで……人としてね？　特に深くは考えずに助けた、かな？」

　ぶっちゃけて言うと本当に言った以上のことは考えていなかった。何かわけのわからない仕し来きたりについては言われたけどね。マール達と同じように愛せるかと言われると微妙なところではあるしね。

「そうですか。それで、どうするんですか？」

「どうする、とは？」

「お嫁さんにするんですか？」

「ん、んー……」

　マールの視線に耐えかねてチラリとカリュネーラ王女の方に視線を向けると、彼女は祈るように両手を胸の前で組み合わせ、懇願するような視線を向けてきていた。そんな目で見られても、ですね。

「タイシさんが、決めるんですよ」

「む……」

　軽々しく決めるべきことではない。それはわかる。だが、カリュネーラ王女が嫌がっているようには見えない。俺との顚てん末まつのせいで彼女は人生を狂わせられたようなものだし、責任を取るべきかとは思う。しかし彼女にも嫁ぎ先が決まったとかいう話ではなかったか？

　名前も顔も知らないとかいう。

「カリュネーラ王女は、俺で良いのか？」

「い、良い、ですわよ？」

「本当に？　無理してるとか、意地を張ってるとか、誰かに対抗意識を抱いてるとかでなく？」

「本当に、です」

　彼女は俺で良いのか、という問いには微妙な反応だったが、後の質問にははっきりと答えてくれた。ふむ。では後は俺次第か。

「決めた。カリュネーラ王女も娶めとる」

「……そうですか。どうしても、ですか？」

「どうしても、だ」

「理由を聞いても？」

　俺は少し考えてから口を開く。

「言葉にできるこれ、といった理由はないな。ただ、俺は彼女に縁みたいなものを感じた。そして彼女がそれを望んでくれるなら良いかなと思ったんだ。夫婦として必要なものは後から育んでいくのも良いいだろう。実際、そうして俺は幸せに過ごせているし」

　そう言って俺はクスハや、デボラや、部屋の隅に転がっているメルキナを見る。彼女達とはほぼ成り行きで一緒になったわけだが、今では良い関係を築けている。お互いに信頼し、愛し合えていると思う。

「それになんだ、あー……」

　なんと言えば良いのか考えるが、これといって気の利いた台詞せりふが浮かんでこなかった。こちらに来てから女性と接する機会も増えたが、所しよ詮せんは元干物系男子である。女性経験などトラウマになっている一件しかないのだ。

「月並な台詞だけど、何かあれば俺が守るよ。皆と同じように」

　暫しばしの沈黙。その後に眼前に並ぶ嫁達全員から溜ため息いきが漏れる。カリュネーラ王女だけは顔を真っ赤にしていたが。

「はぁ……もういいです、わかりました。とりあえずあの子のことはそういう感じでいいですね？」

　マールが皆に確認を取り、皆がそれを了承する。どうやらこの場は切り抜けられたらしい。やったぜ。

「では本題です」

「えっ」

「何をやらかしてきましたか？」

「えっ」

「法整備会議をサボって、どこで何をやらかしてきましたか？」

　良い笑顔でマールが俺の前に立つ。笑顔だが、凄すごい威圧感だ。カリュネーラ王女について尋問していた今までの比ではない。

　背中に汗がじっとりと滲にじむ。蛇に睨にらまれた蛙とはまさにこのことか。これは返答を間違えると酷ひどいことになりかねない。

「えーと、あー……まぁその。ゲッペルス王国の王城にちょっとお邪魔して、死人も出さず極めて平和的に話し合いをしてきました」

　噓は言っていない。

「それは凄いですね。それで、何をやらかしてきたんですか？」

　笑顔だが、目が笑っていない。

「レニエード王に謁見してな。とりあえず、レニエード王の在位中は彼の責任の下に王太子を抑えるという約束を交わしてきたよ。手出ししたら暴れちゃうぞ、とは言ったかな？」

　できるだけこちらも笑顔を作る。頼む、これで納得してくれ。

「何を、やらかして、きたのか、と聞いているんですが？」

　マールが笑顔のままどこからかぶっとい注射器を取り出した。シリンダーに入っているのはチェレンコフ光じみた青白い輝きを放つ謎の薬液である。何あれ怖い！

　自白剤？　自白剤なの？　いやなんかもっとマズいやつだよねあれ。打たれたらなんかよくわからないけど酷いことになるやつだよねあれ。

　にじり寄ってくるマールに向けて両手を上げて降参の意を示す。

「わかった！　話す！　全て話すからそのヤバそうな注射をしまおう！」

　そして俺はゲッペルス王国でやらかしたことを全て吐いた。それはもう徹底的に洗いざらいゲロった。

　だってだってしょうがないじゃない。あんなチェレンコフ光みたいに怪しい青い光を発するお注射をチラつかせられたら抵抗できるわけがないじゃない。命までは取られなくても俺の中の大切なものを失いそうだよ、あの注射。

「なんてことをしてくれたのでしょう」

　マールが頭を抱える。ティナも同様だが、クスハやフラム、デボラは違う意見を持っているようで、それぞれ違う表情だ。メルキナは相変わらず部屋の隅に転がされている。誰か助けてやれよ。今の俺には無理だ。

「ふむ、別に良いのではないか？　これでゲッペルス王国には主あるじ殿の力が正しく伝わったことであろう。周辺各国で主殿の力を未いまだに正確に把握しておらなんだ輩やからも、これだけ大体的にやらかせば信じるであろうよ」

「防ぼう諜ちように力を入れたほうが良さそうですね……」

「とりあえずほら、タイシは無事だったんだからさ。それで良いじゃないか」

　クスハはどこか満足げな様子でウンウンと頷うなずいており、フラムは今後の他国の干渉に対する策を考え始めているようだ。デボラに至っては俺の無事を喜んで場を収めようとしてくれている。クマさん天使すぎる。

「とりあえず、対外関係は私とティナでなんとかします。お母様とゾンタークさんにも協力を仰がないと……」

「タイシ様は法関係の整備をお願いしますね」

「まぁ、全体的な指針程度はな」

　微びに入り細さいに入り俺が口を出すつもりはない。というか、無理だ。大して知識もないのに。法律学者と各種族の長老や識者で煮詰めてもらったほうが良いに決まってる。

「それと並行して俺は精神魔法対策の魔導具を開発する。内政も進めなきゃならんのだが……」

　と、そこで俺の中に閃ひらめきが走った。

　俺の視線がカリュネーラ王女に向く。俺の視線を察してマールの視線もカリュネーラ王女に向く。俺とマールは同時に笑みを浮かべた。

「な、なんですの？　その粘着質な笑みは!?」

「いやいやいや、さすが俺っていうか。なぁ？」

「そうですねぇ、さすがはタイシさんです」

　いるじゃあないか。内政を任せるに足る教養を持っている人物が。

「ああ、でもタイシさんはこの後お仕置きですから。覚悟してくださいね」

「そんなー」

　救いはなかった。





─☆★☆─






　昨晩は酷い目に遭った。

　どう酷い目に遭ったって？　シェリーとカレンとシータンに泣かれました。いや、カレンは手に目薬を持ってたけど。畜生め。

　それだけでお仕置きとはいえない？　ええその通り。その後は教材にされました。何の教材かって？　言わせないでくれ、死にたくなる。とりあえず彼女達の好奇心と奉仕精神は執しつ拗ようだったと言っておこう。もうお婿に行けない。あ、彼女らの貞操だけは守り通しました。俺の誇りにかけて。

　さて、やらなければならないことは無数にある。正直言って色々と手が回っていない。

　ミスクロニア王国方面の街道の開通、食料の調達、領都──いや、独立国となるなら首都と呼んだほうが良いか──クローバーの整備、法律面の整備、軍備の増強、農地の開拓、大樹海の調査、精神魔法対策の魔導具開発、えとせとらえとせとら……枚挙に暇いとまがないというのはこのことか。

　その無数に抱えている懸案の中の一つを解決しようということで。俺は早速その法整備会議を抜け出して現地へと向かった。決して法整備会議に退屈したからではない。断じて。

　だって大筋を決めたら後は基本的に話し合いを聞いているだけなんだもんよ。俺がいつまでも張り付いている必要無いよね？

「この辺りとかいう話だったが……あれか」

　俺が目指していたのは大樹海南部、そこにそびえ立つ白亜の塔である。その白亜の塔を中心として、塔と同じような材質でできている建築物群が広がっているというのだ。その建築物群こそが守モリ人ビトの都。俺達が今まで接触を自重していた大樹海最後の知的種族の住すみ処かという話である。

「なーんか、アレだな。ＳＦちっくだな」

　上空に静止し、白亜の都を眺めながら呟つぶやく。白亜の都と言っても、広さはそんなでもない。精々小さめの村一つ分くらいといった大きさだろうか。だが、建築物の殆ほとんどが三階建て以上の大きさで、中心部の白亜の塔に至っては恐らく東京タワー並の高さがある。

　フォルムは全体的に流線形の物が多く、どこか一昔前に未来都市として描かれていたような──矛盾するような表現だが『レトロなデザインの未来都市』といった印象だ。この無闇に丸っこいデザインに一体どういった意味があるのか？　と疑問を抱きそうな情景である。

　とにかくこうして眺めていても仕方がないので、白亜の都に降り立つことにする。降り立ったのは白亜の塔の前だ。

　白亜の塔に近づいて触ってみると、手触りはまるで陶器のようにツルッとしており、かつかなり硬質な感じである。軽く叩たたいてみるが、どうにも金属とは思えない。セラミック系の素材なのだろうか？　単純な石材とは思えない。

　そうしていると、近くの建物からゴロンと白い玉が転がり出てきた。この白亜の塔と同じような材質でできているらしいツルッとした玉で、俺がなんとか両手で抱えられるくらいの大きさだろうか。

　ゴロンゴロンと転がった玉は俺から10ｍほど離れた場所で停止し、その場にふわりと浮かび上がった。魔力眼で見る限り、魔法で浮いているようである。

　そのまま注視していると、空中で回転してこちらに赤い目のようなものを向けてくる。ウィーンウィーンとなんか機械の作動音のようなものが聞こえるが、ピントでも合わせているんだろうか。いきなりビーム的なものを撃たれても困るので咄とつ嗟さに身構えるが、特に危険な感じはしない。どうしたものかとそのまま見ていると、スポーンとコミカルな音とともに球体のてっぺんから紙吹雪が舞った。

　え？　なにこれ？

『おめでとうゴザイマス！　貴方あなたは当施設の十万人目のご来場者様デス！』

「はぁ？　えぇっ？」

『ご来場十万人記念トシテ、最新式時空庫が進呈サレマス！　おめでとうゴザイマス！』

「あ、あぁ……ありがとう、ございます？」

『では受け取りのお手続きをお願いシマス。どうぞコチラヘ』

　いつの間にか周りに同じような球体が複数現れ、ファンファーレのようなものを鳴らしたり紙吹雪を発射したりしている。え？　なに？　なんなのこれ。

　とりあえずその場の空気に流されて案内されるままに白亜の塔の内部に入る。一見何もない壁に突如出入り口が開いたのには少し驚いた。というか、本当に事態が吞のみ込めない。

　あれか？　よくテーマパークとかでやってる来場者キャンペーン的なアレに偶然当たったってことか？　なにその豪運。俺ってそんなに運良かったっけ？

『ではどうぞそちらにオカケクダサイ』

「アッハイ」

　生返事をしながら勧められた椅子に座る。この椅子も足がなくて、腰をかける部分だけが空中に浮いている。なんだこの技術の無駄遣いは。でも座り心地いいなこれ。

『ではこちらにお名前とご住所の記載をお願いイタシマス』

「お、おう……住所ってわかんないんだけど」

　敢あえて言うなら首都クローバーの領主館というところだが、それを言ってもこの丸い球体のような何かに伝わるとは思えない。

『そうですカ。迷子ですカ？』

「いや、家の場所はわかるが住所ってのはまだ無いんだ。新築みたいなもんでね」

『ああ、新築だと住所が決まっていないこともアリマスネ。しかし丁度良かっタ。新築であれば、時空庫はお役にタチマスネ』

「お、おう。せやな」

　時空庫ってのがなんだかわからないけどな。字面から考えるとアイテムボックス的な何かなんだろうけど。

『ではお帰りの際にスタッフを同行サセテ、直接設置させてイタダキマス』

「わかった。ところで、ここはどういうところなんだ？」

『当施設はブレイクスルー社の最新技術を展示、販売している技術博物館デス。日用品、建築物、最新家電から軍事技術マデ。ブレイクスルー社の全てがここにアリマス』
















「なるほどねぇ」

　適当に応答しつつ、頭を最大限に働かせる。

　クスハ達には理解できなかったようだが、元の世界の知識がある俺には理解できる。この守人というのは間違いなく機械人形の類たぐいだ。ある程度の会話ができる知性は持っているようではあるが、彼ら自身が何かものを考えて自発的に行動できるとは俺には思えない。

「ここが稼働してからどれだけ経つんだ？」

『今が新暦一万三千五百二十一年デスカラ、一万一千八百五十六年デスネ』

「そっか……この施設を狙った暴徒が来たり、危険な生物が押し寄せてきたりはしないのか？」

『ブレイクスルー社の最新軍事技術ニヨッテ、当施設とお客様の安全は完かん璧ぺきにタモタレマス。ご安心クダサイ！』

「それは安心だな。ところで、この施設の管理責任者に会って話をすることはできるか？」

『申し訳ゴザイマセン。本社担当者とのコネクションは一万一千八百四十八年前よりロストしてオリマス。また、我々モリビトシリーズ以外の上級職員は出勤してイナイタメ、対応することは現在不可能デス。ご迷惑をオカケシテオリマス』

「そうか……大変だな」

　守人──いや、モリビトの答えを聞いて俺は物悲しい気分になる。

　ここは墓場だ。一万数千年前に滅びた、名も知らぬ文明の亡なき骸がらだ。

　モリビトシリーズと名乗る機械人形達は創造者と主を失ってなお、自らに課せられた使命に従ってここを守り続けているんだろう。誰に報いられるわけでもなく、ただ延々とその身が朽ち果てるまで。それがいつになるかはわからないが。

「なぁ、お前らはいつまでこの施設を維持していくんだ？　もう本社とも連絡を取れず、上級権限を持つ職員もいないんだろう？」

『当施設はブレイクスルー社の最新技術を結集してオリマス。自動化された整備、半永久的な動力、完全な循環システムにヨリ、施設の稼働は半永久的に行われマス』

「そうか……外部組織との協力や提携などは受け付けているのか？」

『本社や上級職員の決済なしにはデキカネマス』

「だよな」

　彼らに交渉の余地はない。その権限が設定されていないからだ。力ずくで何かを奪おうとすれば、最新の軍事技術とやらで反撃してくるんだろう。それがどの程度のものかはわからないが、火傷をしてまで欲しいものとは今のところ思えない。

　俺の目的は守人と交渉をしてその力を手に入れようか、といったところだったのだが、どうにもその目的は果たせそうにないな。貰もらえるものだけ貰ってそっとしておこう。

　しかしまぁ、聞けることはいくらか聞いておくべきか。

「ブレイクスルー社の軍事技術はどういった層に売れているんだ？」

『我が社の軍事技術はフォレスティン全域で広く利用されてオリマス。偽神連合に対する盾トシテ』

「偽神連合？」

　何やら不穏な言葉が出てきた。

『人の身に神の力を降ろシ、神を僭せん称しようする不届きな者共デス。我々は真なる神の徒トシテ決して偽神ドモニハ屈しマセン』

「人の身に神の力を、ねぇ……どうやって対抗するんだ？」

『我がブレイクスルー社は人々の盾トシテの技術を開発してオリマス。時空操作技術を用いた不朽建材、我々モリビトシリーズにヨル拠点防衛、時空震エンジンを用いた半永久的なエネルギーの供給ナドデス』

「矛は？」

『カグツチバイオテクノロジー社と我がブレイクスルー社の提携事業が担ってオリマス。異次元に設置した時空震エンジンをエネルギー源トシテ生体兵器を培養シ、偽神連合の根拠地に放って壊滅させる画期的なプロジェクトデス』

　えげつねぇなぁ。

　生体兵器って多分クスハみたいな奴らのことだろ？　理性を得る前は随分とやらかしたって話だし、被害は一般人も何も関係なかっただろう。この守人達の創造者と偽神連合とやらがどういう理由で争っていたかはわからないが、それこそ血で血を洗うような戦いだったんだろうな。

　しかし異次元から現れる生体兵器、ねぇ。どっかで聞いたような話だ。それに人の身に神の力を降ろし、か。

　神、神ね。うーん、わからん。神ってのは何だ？　たまにちょっかいかけてくる自称神は居るが、その姿を俺は目にしたわけじゃない。俺に大層な力を与えていることから尋常な存在じゃないってのはわかるが、さて？

　元の世界じゃそんなものは存在しないって風潮が強かった。誰も言葉にはしないが、神は実在しないと考える人が多かったと思う。寧むしろ、神の名のもとに起こされる争いを対岸の火事として見て、碌ろくなもんじゃないと思っていた人間が多かったんじゃないかな。少なくとも、俺の居た国では。

　俺は今でもその意識を引きずっている。他ならぬこの世界の神によってこの世界に招かれたって話の筈はずなのにな。この世界における神って存在がどんなものなのか、俺はちゃんと知る必要があるのかもしれん。

　何を目的として、何をしているのかを知らなければいけない。そんな気がする。





─☆★☆─






『デハ、コレデシツレイイタシマス』

「おう、達者でな」

　ゾロゾロと帰っていく作業用機械人形達を見送る。

　時空庫とやらの設置用資材を担いだ作業用機械人形達を引き連れてクローバーに帰ってきたのが一時間ほど前。夕暮れ時の活気の中を大名行列のごとく突き進んできた。

　領主館の一室に時空庫を設置し終えた作業用機械人形達は納品書にサインを書くとまたゾロゾロと帰っていった。ご苦労さんだ。

　作業用機械人形に時空庫を設置させたのはクローバーの物資集積場に建てられた倉庫群のうちの一つである。さらっと説明を聞く限りではここに設置するのが一番良さそうだった。

「ふむ」

　それは一見美しい彫刻品のようなものだった。仄ほのかに青い燐りん光こうを放つ水晶のような素材でできたオベリスクのようである。大きさは俺の胸くらいまでのものだろうか？　あれだ、小型のワシントン記念塔？

　オベリスクの根本を見ると、オベリスクの接地面から同じ材質で奥に二畳ほどのスペースが設けられている。ここが格納及び取り出しスペースである。

「見た目は結構綺き麗れい」

　俺の横から時空庫を覗のぞき見たカレンが静かに呟く。どこか目がキラキラしているように見えるが、まぁ女の子だしこういう光り物は嫌いじゃないんだろう。

　設置資材を持った作業用機械人形達を引き連れた俺を目め敏ざとく発見したカレンは設置の様子を俺と一緒に最初から最後まで眺めていた。時空庫の使い方の基本的なレクチャーも一緒に聞いていたわけだ。

　操作そのものは簡単だ。格納スペースに格納したい物品を置き、オベリスクに手を触れて格納しろと念じるだけである。既に俺がこの時空庫の管理者として登録されているため、このままでは使えるのは俺だけである。

　とりあえず試しにストレージから取り出した物品を時空庫に入れてみる。俺が作った武器や、大して価値のない魔物素材などだ。格納と取り出しを何度か試し、問題ないことを確認してからストレージ内の大量の物資を時空庫へと格納していく。

　その品目は実に多岐にわたる。大量の食糧、武器防具、薬草、医薬品、衣類、書物、魔物素材、装飾品に金銀財宝の類と金貨、資材等だ。俺の私物以外は全部ぶち込んでおく。

「おー……すごい」

「まぁあまり深く考えず色々と放り込んできたからなぁ」

　大量の物資はカレンディル王国やミスクロニア王国で商業ギルドやゾンターク、イルさんの伝つ手てを使って買い集めたものである。特に食糧に関しては古くなってダブついていたものを中心に買い集めた。俺のストレージならば劣化しないからだ。

　時空庫も同じような特性を持っているようなので、今回の入手に関しては本当に運が良かったと言えるだろう。

　金銀財宝の類や大量の金貨などは大だい氾はん濫らんの戦功としてカレンディル王国から贈られたものや、商業ギルドで様々なものを売り捌さばいた結果手に入れたものだ。これもまた数が多いが、とても俺個人で使い切れるようなものではない。クローバーにおいてもまだ使い途みちがないが、交易が始まればどうしても必要なものだ。

　カレンが格納されていく様々な品に瞳ひとみを輝かせる。やはり光り物には興味を惹ひかれるらしく、金貨や貴金属の延べ棒、宝石や宝飾品を手にとっては声を上げている。

「ここに来て眺める分にはいくらでも眺めていいから、勝手に持ち出したりはしないようにな」

「うん」

「どうしても欲しいものがあったら言いなさい」

「わかった」

　時空庫に手を触れて操作し、管理者の俺でなくても収納と格納ができるスペアキーを三つ生成する。スペアキーとは言っても鍵かぎの形ではなく、六角柱状のクリスタルのようなものだ。手の内に握り込める程度の大きさで、見た目に反して非常に軽い。

「なにそれ？」

「俺以外の人でも時空庫を使えるようにする鍵だな。ほれ、使ってみ。手にキーを持って、時空庫に触れさせるんだ」

「おー……」

　キーを触れさせたカレンの目の前に、収められている物品のリストがホログラムのようなもので投影される。カレンはその中からあるものを選び、その手に収めた。

「食べる？」

「絶対に断る」

　カレンの差し出した刺激臭を放つ小こ樽たるを即刻取り上げてストレージにしまい込む。なんでよりにもよってシュールストレミング先輩を取り出すんだこの子は。それ俺的には食い物枠じゃなく武器枠だからね？　その感性に完敗だよ俺は。

「この鍵は誰が持つの？」

「マールとクスハとデボラかな」

　この三人が無難なところだと思う。何か問題があれば適宜対応してくれるだろう。

「私も欲しい」

「ダメだ」

「……ダメ？」

「そんな顔してもダメだ」

　俺はカレンの涙目上目遣いには屈しない。決してだ。

「むぅ……やっぱりマール姉みたいにベッドの上で『くっぷく』させるしか」

「やめてください死んでしまいます」

　マールか、やはりマールの教育の影響なのか？　それとも夜魔族のキキの影響か？　元からか？　元からくさいんだよなぁ、この子は。どこから変な知識を得ているんだ……邪神がサブリミナル的な何かで刷り込んでるんじゃあるまいな。

　それにしても、まぁ実に都合の良いタイミングで都合の良いモノが手に入ったものだ。大量の資金や資材、食糧を俺一人で管理しているのは負担が大きかったし、不便だった。なんせ必要になったらいちいち俺が出向いて出し入れしなきゃならんからな。

　そしてまた危険でもあった。もし大量の物資を抱える俺がどこかで倒れれば、この国はたちまち干上がってしまう。無論、食料庫や資材倉庫にはそれなりの量の物資を蓄えてはあるが、その容量は極めて限定的だ。生モノは腐るから長期保存もできない。

　その点、この時空庫は容量とモノの劣化という弱点を克服してくれる魔導具だと言える。容量はほぼ無制限で、収容されている物品の劣化も起こらない。持ち運びできないという点を除けば俺のストレージと同等の性能を持っていると言える。

　この時空庫、今の俺のスキルなら時間をかけて解析すれば複製することもできるんじゃないかと組立作業をじっと見ていたのだが、どうにも理解できない技術が多すぎる。俺が持っている魔導具作製スキルのサポート外の技術のようだ。

「モリビトさんからのプレゼントなんだよね」

「うむ。まぁそのようなものかな」

　来場者キャンペーンでもらいましたって言ってもわからんよね。

「モリビトさんも協力してくれるってこと？」

「それはちょっと違うかなぁ。守モリ人ビトは……あれはそっとしておくべき奴らだったよ」

　見上げてくるカレンの頭を撫なでながら守人達のことを思い出すと、もの悲しい気分がこみ上げてくる。誰にも認められず、報われず、ただ己の責務を果たし続けるというのは……救いが無い。当の本人達が惨めだとも何とも思っていない以上、俺の同情や憐れん憫びんは筋違いで余計なお世話なんだろうけどな。

「どうしたの？　タイシ、寂しそう」

「守人達のことを思い出して少しな」

　俺の言葉にカレンは不思議そうに首を傾げる。

「守人達は……うーん、主人の墓場をずっと守ってる墓守みたいな奴らなんだよ。誰にも褒められないし、認められないけど、ずっとずっと守り続ける。そう決められてる存在だ。それを疑問にも思えないし、不幸とも思えない。そういう奴らなんだよ」

「どうして？」

「そういうふうに作られたからだな。守人は物もの凄すごく高度な技術で作られた魔法道具みたいなものなんだ」

「そうなんだ……なんだか可哀想」

　そんな話をしていると、木箱を抱えたエプロン姿のデボラが現れた。扉の外からこちらを覗き込み、首を傾げている。なに、その首傾げるの流は行やってるの？

「何してるんだい？　こんなとこで。ここ、空き倉庫だよね？」

「おお、いいとこに来たな。なんだそれ、芋？」

「ああ、晩御飯に使おうと思ってね。日持ちするし色々使うから多めに貰もらってきたんだよ」

「ほう、その芋をここに置いてくれるか」

「え？　まぁいいけど。何するのさ？」

　疑問を口にしながらもデボラは素直に芋の入った木箱を時空庫の格納スペースに置いてくれた。時空庫を操作し、芋の入った箱を格納する。

「消えちゃったんだけど？」

「うむ、これは時空庫といってな。モノを劣化させずにほぼ無尽蔵に保管できるものなのだ」

「なにその口調……でも生モノも腐らせずに沢山保管できるのはいいね」

「そうだろうそうだろう」

　デボラにも時空庫の使い方をレクチャーし、スペアキーを渡す。使うのは難しくないので、すぐにデボラも使い方をマスターできたようだ。先程の芋の箱や他の食品なども取り出して感心した様子だ。

「その鍵はデボラが持っていてくれ」

「え？　私がかい？　マールやティナやクスハ姐ねえさんの方が良いいんじゃないのかい？」

「ああ、三つ作ったからマールとクスハにも渡すよ。三つのうちの一つはデボラに持っていて欲しいんだ」

「な、なんで私なのさ？　三つならマールとティナとクスハ姐さんが妥当だろ？」

「デボラは何かと身軽に動いてくれるだろ。勿もち論ろんマール達にも渡すが、ある程度自由に動けて安心して任せられるのはデボラだけなんだ。頼む」

　メルキナでも大丈夫だろうが、駄エルフだからなぁ。それにあいつ、フリーダム過ぎてあんまりこうキチっとした仕事が好きじゃないんだよ。放流しとけば街の中を見回ったり、周辺の魔物を狩ってくれたりするんだけどな。まぁそういうのが性に合ってるんだろう。というか俺がクローバーに居る時はだいたいくっついてるね、最近は。

　デボラはティナやマール、クスハの補佐をしてくれたり、できる馬ことヤマトと一緒に内政の細こま々ごまとしたことをしてくれたりする。獣人三人娘の世話も焼いてくれるしな。本当によくやってくれていると思う。デボラはメルキナと違ってなんか周りに遠慮してるのかそれとも俺に遠慮してるのか、あまりイチャイチャしようとしないんだよなぁ。俺としてはもう少しくっついてきて欲しいくらいだ。

「あ、う……わ、わかったよ」

「うん、頼む。でもそのままじゃどこかに落としかねんな。ちょっと貸してくれ」

　デボラからスペアキーを受け取り、装飾品に使う銀線を材料に魔法で手早くペンダントとして加工する。銀は加工しやすくて実に良い。

「これでよし」

「ありがとう……大切にするわ」

「むー……」

「ごっほぉ!?」

　出来上がったスペアキーペンダントをデボラに渡すと、カレンが頭突きで突っ込んできた。さ、流石ヒツジ娘、なかなかいい頭突き持ってるな。

「私も欲しい！」

「えぇ……うーん。わかった、じゃあ晩御飯の時にな」

　スペアキーは渡せないが、他の物ならいいか。ストレージの中にデボラに渡したのと同じような水晶片がいくつかあるので、ほぼ同じデザインでペンダントをでっち上げよう。全員に作ったほうが良いよな。うーん……どうするのが一番角が立たないかね。





─☆★☆─






「はーい、食事の前に皆さんにプレゼントがありまーす」

「おー！」

「いぇー！」

　はい、やたらとノリがいいカレンさんとマールさんありがとう。

　我が家の決まりとして、極力晩御飯は皆で食べるというものがある。日中は各々色々な場所で働いているからなかなか揃っての食事は難しいが、クローバーの外にいるとかの事情がない限りは晩御飯くらいは一緒に食べようということにしているのだ。

　これは日に一回くらいは皆で顔を合わせて団だん欒らんしようという俺のわがままである。やっぱり皆の顔を見たいからな。

　皆にペンダントを配り、事情を説明する。

「今日、ちょっと守人のところに行ってきてな。色々あって時空庫っていう魔導具を貰い受けた。持ち歩きはできない代わりに、大量の物資を劣化無しで保存しておけるものだ」

「それはすごいですね。じゃあ守人と協力関係を築けたということですか？」

「いや、運が良かっただけだな。ちょっと気持ち悪いくらいなんだが……まぁそれはいいか。守人との交渉は不可能だ。何も害は無いと思うが、懐柔は不可能だな。あれは会話能力こそあるが、自分の意思とかは存在しない。人形みたいなもんだ。主あるじの命令以外は受け付けないし、その主はもう存在しない。主になる方法も多分無い」

「ふむ……ならば放置するのか？」

「ああ。あれは一万年以上前に滅びた文明の残ざん骸がいをただ維持しているだけの墓守みたいなもんだ。放置するのが一番だろうな」

　俺の説明に皆は一応納得してくれたようだ。

「それでご主人様、この水晶のペンダントは一体……？」

「ちょっと作りが雑ではありませんこと？」

「はっはっは、正直ちょっと急きゆう拵ごしらえ感は否めない。さっき言った時空庫なんだが、管理者登録している俺以外の人間でも物品の出し入れをできるようにするためのスペアキーを三つ作った。デボラが既に持っているのと、マールとクスハに二つ渡したうちの光ってるほうがそれだ」

「ふむ、何故二つなのかと思っておったが確かに片方は仄ほのかに光っておるな」

「三つですか……ちょっと多くありませんか？」

「そこらへんのバランスがどうしたものかと思ってな、それも一緒に考えて欲しい。とりあえずその、ペンダントはあれだ。デボラにスペアキーを渡したらカレンにねだられてな。それで皆にも同じものをプレゼントしようかと」

「そうですか……うん、手作り感があって私は好きです、こういうの」

　フラムがペンダントを魔法灯の光にかざしながら微笑む。作りが雑だとダメ出しをしてきたカリュネーラ王女もなんだかんだでニヨニヨしているのでまぁ作戦は失敗ではなかったと思う。

「あの……私も頂いてしまって良いのでしょうか？」

　一人なんとも言えない表情をしているのがカリュネーラ王女の侍女であるステラだ。彼女の立場はかなり宙ぶらりんである。カリュネーラ王女は俺の嫁の一人ということになったが、彼女はお付きの侍女である。別に俺の嫁というわけではない。

「一人だけ除のけ者とか寂しいじゃないか。俺なら泣くね」

「え、えぇ……その、過分なお気遣いありがとうございます」

　なし崩し的にではあるが、こうして一緒に食卓を囲んでいるのだから彼女も家族だ。どう扱っていくかについてはゆっくり考えればいいだろう。

「食後に皆で時空庫を実際に見に行こう。扱い方もレクチャーしておいたほうが良いしな。たまに皆で夜の散歩も良いだろ」

「そうですね。ではそうしましょう」

「うん、じゃあ食べようか」

　皆でいただきますをしてから食事に取り掛かる。

　今日のメニューは野菜スープとベーコン入りマッシュポテト、あとは何かの肉のステーキだった。最近の我が家の恒例行事はこのステーキ肉の種類当てである。俺は鑑定眼で見れば一発なのだが、そんな無粋なことはしない。肉の食感や風味で当てるのが楽しいのだ。

「なんだこれ……食ったこと無いな」

「不思議な食感ね。私、結構好きかも」

　ステーキを一口食って首を傾げる。俺の隣に座っているメルキナも初めて食う肉であるらしい。他の嫁達の反応を見ると、調理したデボラとシータンの他にわかってそうなのは……ん？　クスハの顔色が。

「この食感と味は……いやまさか。しかし」

　何やらブツブツと呟つぶやいている。確かに不思議な肉だ。どこかこう、筋張っているんだが似たような食感を俺は知っている気がする。決して不味くはないし固くも無いんだが、クニュクニュしていて嚙かみ切れない。うーん？

「何の肉だって良いじゃないか」

「歯応えがあって、美味しいですよ？」

　デボラは澄ました顔でもりもりと食事を進めているが、シータンは困ったような微妙な笑顔だ。尻しつ尾ぽもこころなしか垂れ下がっていて元気がない。俺知ってる。デボラとシータンがこういう態度の時はゲテモノなんだ。

「うーん、何でしょうね？　私は全く心当たりがありません」

「姉様と同じですね。でも、私は結構好きかもしれません」

「ううん、同じような食感の肉を食べたことがあるような……」

「こりこりクニュクニュ」

「うーん。動物の内臓に似ているような」

『それだ』

　シェリーの発言に俺を含めた複数人の声が重なる。びっくりしたのかシェリーの耳がピンと立ってビクリと震えた。

　そうだ、ホルモンに似てるんだ。このクセになるクニュクニュ感。しかしホルモンのような嚙みごたえのステーキってなんだこの摩ま訶か不ふ思し議ぎな肉は。何の肉なのか全く想像がつかないぞ。いや待て、シータンのあの反応から考えるとあまり追及しないほうが良い気がする。嫌な予感が。

「待て、追及するのはやめ──」

「グランドワームの肉じゃな」

「なんで言っちゃうかなもォ!?」

　ナイフとフォークを持ったまま思わず天井を仰ぐ。グランドワーム、グランドワームか。見たこと無いけどきっと美味しそうな色と形をしているに違いない。きっと馬鹿でかいミミズめいた何かではないはずだ。きっとそうだ、そうに違いない。

「グランドワーム……全長数十ｍに及ぶ蛇のような魔物で、目がなく鋭い牙きばの生えた大きな口でなんでも飲み込む悪食。口を閉じていると見た目が卑ひ猥わい」

「何故解説した？　というか卑猥とかやめーや」

　全く気にすることもなくマイペースに食事を続けながらカレンが解説する。カレンの解説に食欲を削そがれた犠牲者が数名出ている。俺もだ。

「残しちゃダメだよ。どんな理由にしろ狩った獲物はちゃんと食べること。命をくれた獲物と、命懸けで獲物を狩った狩人かりゆうどへの感謝の気持ちを忘れないように」

「……はい」

　デボラの料理は美味しいが、材料がゲテモノだからだという理由で残すのだけは許してくれない。まぁ確かに元がどんなのでも捌さばいて料理にしちゃえばただの食い物だもんな。うん。

「うねうねー、キシャー」

「おいやめろ」

　カレンの卑劣な精神攻撃に晒さらされながらもグランドワームステーキを平らげた。しかしその精神攻撃は俺だけでなく友軍も攻撃していたのでカレンはお姉さま達にお風ふ呂ろという名の説教部屋にドナドナされていくのであった。合掌。








第四話　～神との邂かい逅こうを果たしました～









　俺によるゲッペルス王国襲撃の報は一週間程で大陸中を駆け巡った。ミスクロニア王国で報告したらイルさんに笑顔でアイアンクローされ、マールとティナの親父さんであるエルヴィン王には珍しくよくやったと背中を叩たたかれた。王太子をシュールストレミング先輩に漬け込んでやった話をしたら義兄のアルバート王太子に握手すら求められた。どんだけあんたらあの王太子のこと嫌ってるんだよ。

　反対にカレンディル王国のゾンタークに話したら一気に顔が真っ青になって倒れた。どうやらカリュネーラ王女のことを心配するあまりだったようだが、俺が救出したことを伝えるといきなり飛び上がって歓喜の声を上げやがった。

　カレンディル王には直接は会わなかったが、ゾンタークのオッサンと似たような反応だったらしい。

「よォ、悪逆非道の悪臭魔王」

「その俺が悪臭の発生源みたいな言い方やめよう？」

「事実だろ。なんでもまだ臭いが取れてないらしいぞ、あの城」

「人道的だろ？　爆裂光弾じゃなくて食べ物をプレゼントするなんて」

「あれは食い物じゃねぇ。馬車で運ぶと衝撃で中身漏れて商品を根こそぎダメにしちまうんだぞ」

　カレンディル王国東部の辺境の街クロスロード。俺にとってはじまりの地であるこの街で、俺は商業ギルドの俺担当ことヒューイとお茶をしていた。今日は嫁達をミスクロニア王国とカレンディル王国にそれぞれ分散して送ってからは自由時間なのだ。結婚式の準備にね。

　俺？　俺はね、皆を現地に送り迎えしたりお金を出すのが仕事なのさ。式のことについては嫁達に任せてます。式の主役は女性陣だからね。俺は皆と結婚できるだけでいいのさ。

「で、商業ギルドの方はどうなん？」

「俺がここにいるってことから察しろ。もうとっくにヒトとモノが集まりつつある。そっちこそどうなんだ？」

「道はもう通った。今は荷を積んだ馬車を使って試験走行してんのと、休憩地点の開拓中だ。何回か走らせてみたんだが、荷物満載の馬車で四日、軽めで急げば三日ってとこだな」

「王都から国境まで馬車で一週間、ゲッペルス王国を横断するのに二週間。それが約一週間でそっちの首都まで行けると行程が三分の一か」

　いけるな、とヒューイが悪い顔をする。距離が短いということは輸送費が安くなる。つまり安く仕入れられる。同じ値段で売っても今までよりもずっと儲もうけられるってわけだ。まぁ、それもうちがどれだけ税をかけるかって話ではあるんだが。

「うちからミスクロニア王国までどれだけかかるかまだわからんがな」

「うん？　どういうことだ？」

「ミスクロニア王国側の街道がでかい湿地に当たってな。とりあえず湿地帯は埋め立てて道を作った。その先にまだ道を延ばしてる途中なんだ。多分一ヶ月もあれば開通するんじゃないかな」

「お前と話してると頭がおかしくなりそうだ。普通湿地の埋め立てとか何十年ってかかる大事業だろう」

　普通にやればそうだろうけど、俺には馬鹿高い魔力を使った力技があるからな。土壁の魔法でズビャーっと直線に道作って硬化させて出来上がりだ。何箇所か穴開けて水を通るようにしておけば大丈夫だろ。不具合があれば調整するし。

「ちょっと、天下の魔王様がお茶一杯で粘らないでよね」

　俺とヒューイが互いに黙って思索に耽ふけっていると、横から明るい声で文句を叩きつけられた。灼しやく熱ねつの金かな床とこ亭のメインシェフ兼女将おかみのピニャさんだ。酒場のマスター兼大将である旦だん那なさんはいつもと変わらぬニコニコ笑顔でグラスを拭ふいている。

「えー……だってここデザートとかないじゃないか」

「ありますぅー。私が自ら剝むいた果物とか」

「それはデザートじゃないだろ。デザートってのはもっとこう、砂糖とかミルクとか卵を使ったスウィーツな物体だろ」

「美人シェフが剝けばただの果物も高級デザートになるんだよ」

「美人シェフ（笑）」

「何笑ってんだ殺すぞ」
















「すいませんでした高級デザートください」

　包丁を持った女性に逆らってはいけない。古事記にもそう書いてある。

　そして無駄に綺き麗れいに皮を剝かれたいたって普通の果物一皿で銅貨四枚も取られた。酷ひどいよ。こんなのって無いよ。

「魔物対策はどうなってるんだ？　大樹海の魔物は凶悪だって言うが」

「方法は企業秘密だが、対策済みだ」

　通行証代わりにするミスリルプレートにそこそこ強力な魔物除よけの結界を付与する予定なのと、宿場には更に強力なクローバーと同等の魔物除けの結界が張られる予定だ。大樹海の入り口に関所を設けて、そこで通行証を発行する。関所を通らず街道を使えば魔物にお掃除されるという寸法だ。

「数日でこっちにうちの渉外担当が来る予定だから、詳細はそっちと詰めてくれ」

「ヤマトっていう馬獣人だったよな」

「ああ、できる馬だぞ」

　昨日、樹海産の魔物素材や樹海各地の集落で作られた特産品をケンタウロスの牽ひく馬車に積んだヤマトがクロスロードに向けて発たっている。多分明後日か明々後日しあさつてにはこちらに着くはずだ。

　ところでケンタウロスが牽く馬車は馬車と言って良いのだろうか？　馬扱いすると怒るんだよな、あいつら。ケンタウロス車？　人馬車？　ケンタ便でいいか。ケンタ便は馬車より速いのだ。魔力を使って身体強化しているのか、同じ重さの荷を牽いても普通の馬車の二倍近いスピードで走る。しかも万一魔物に襲われても自衛までできる。

　そんな人材が沢山居るので、大樹海内外でケンタ便を運用するのもありかもしれない。とりあえずは大樹海外縁部とクローバーを繫つなぐ高速便かな。

「とりあえず初動はクローバーからモノを持ってきて売るって形になるだろう。クロスロードからクローバーへの便はまだ少し先だろうな。関所や宿場の造成が済み次第だ」

「そうだな。ま、どんなものが来るか楽しみだ」

「多分腰抜かすと思うぞ？」

　大樹海の素材を用いた武器防具やアルケニアの糸を使った織物や弓、鬼人族の作った陶器に酒、アンティール族が採掘した宝石類や、川の民や妖よう精せい族が集めた大樹海の果物や薬草などの珍品だ。クローバーで雑貨店を営むベンジャーノの話ではどれも見たことのない品ばかりだそうで、結構強気な値段をつけていた。

　俺的に一押しなのはアルケニアの糸を使った製品類だな。アルケニアの糸は強きよう靭じんで魔力との親和性も抜群だ。弓は軽く強力で、織物は美しく頑丈。なんせ服に魔力を流して強化するだけで下手な金属鎧よろいよりも防御力高くなるからな。その上肌触りも良い。

　鬼人族の作ったウォッカもオススメだな。鬼人族の里で栽培しているイモ類を原料として作られた蒸留酒で、彼らの大好物だ。ただ、鬼人族の里では穀物類を栽培していないので、穀物や里で得られない果物で作った酒と交換できれば万々歳という話だ。

　鬼人族のウォッカは度数が高いのに柔らかい口当たりで非常に飲みやすい。クローバーでも大人気の逸品である。

　ヒューイとある程度情報交換してから別れた。数日中にヤマトがクロスロードに着くということで、色々と根回しやらなにやらがあるらしい。

「時間はまだあるな……さて」

　灼熱の金床亭を出てブラブラと適当に歩きだす。今の時刻は昼過ぎ。そろそろおやつを食べる時間くらいだ。

　マールとメルキナと三人娘はミスクロニア王国に、フラムとティナとカリュネーラとステラはカレンディル王国に、クスハとデボラはクローバーにいる。それぞれ結婚式の準備や細こま々ごまとした連絡、業務などをこなしているのだ。

　俺は俺で俺にしかやれないことをするべきだ。

　一つ、大樹海の探索。

　大樹海には人跡未踏の地がまだまだ沢山ある。大樹海に暮らしていたアルケニアや鬼人族達も足を踏み入れていない秘境が沢山あるのだ。未探索の遺跡も多いと考えられている。未探索の遺跡には今の技術では再現できない古代の物品や、手付かずの財宝などが眠っていることも多いので、これらの探索をするのも俺にしかこなせない仕事の一つだ。

　二つ、首都クローバー周辺や街道沿いの大規模な開発、資材調達。

　短時間で広範囲の開拓を行なえるのは俺を措おいて他にはいない。資材に関しても木材はともかく、石材を大規模に用意するには俺の地魔法が必要だ。何故なら大樹海には大量の石材を手に入れられるような場所がないからだ。俺にしかできないという意味では大樹海の探索よりも優先度は高いかもしれない。

　三つ、魔導具の開発。

　精神耐性魔導具の開発は急務だ。精神を操る類たぐいの魔法を防ぐための装備は勿もち論ろんのこと、既にかかってしまっている精神魔法の類を解除する道具の開発も必要だろう。宿場町に設置する魔物除けの魔導具や、通行証に組み込む魔物除けの魔導具も要る。これらは俺にしか作れない。

　四つ、神と勇者、大だい氾はん濫らんに関する調査。

　これは嫁の誰にも話していないことだが、どうにもこの世界の『神』って存在が胡う散さん臭くさい。この前モリビトシリーズが言っていた偽神連合と、対抗手段ってのが気にかかって仕方がない。

　あの異次元空間で育てた生体兵器を相手の中枢に送り込んで被害を与えるとかいう対抗手段ってのは、大氾濫で俺が暴れた時に出てきた黒い空間のことじゃないだろうか？

　俺が大いに暴れて死者が極端に少なかった戦場にのみ、あの黒い空間は現れていた。そしてあの黒い空間から出てきた黒い獣は俺のことを『予定された調和を乱すもの』と言っていた。誰が予定していたものかは知らんが、つまり予定された調和というのは一定以上の人が死ぬということを指していたんだろうと思っている。

『予定通り』に訪れた大氾濫で予定通りに人が死なず、それを正すためにあの黒い空間は現れた。こう考えると何があの大氾濫を起こしたのか、という予想は簡単につく。

　大氾濫を起こしたのは神なのではないだろうか？

　大氾濫は定期的に起こる災害などではなく、魔物を利用した神による人間の間引きなのでは？

　よくよく思い出してみれば、あの自称神様も怪しげな言動を何度かしていたように思う。首都クローバーの建設地に居たＳＡＮ値ピンチなキモい魔物のことを『予備プラン』とか言っていた気がする。あんな生き物を殺すことに特化したような存在が予備プランとか嫌な予感しかしない。

　ではあの自称神が俺の敵なのか、というとそれは違う気がする。

　もし俺の力が強くなりすぎていてあいつの計画の邪魔になっているのならば、俺の力を奪うなり何なりどうとでもできるはずだし、何かしら言ってくることだろう。だがあいつの態度は一貫して俺を見て楽しんでいるような感じだった。

　もし大氾濫が神によって起こされているものだとするならば、あいつと大氾濫を起こしている神は別の思惑を持っていると考えて良いと思う。多分だが、あいつは俺の味方だろう。少なくとも、俺があいつを楽しませている限りは。

　考えながら歩いていると、クロスロードの街の端の方まで歩いてきてしまったようだ。

　どうやらこの辺りは神殿関係の施設が多いようだ。神様のことを考えながら歩いてきたからこんなところに来てしまったのだろうか？　考えてることは割と不ふ遜そんな感じだった筈はずなんだけどな。

　しかし場違い感が凄すごい。

　周りを歩いている人は神殿関係者らしい白や灰などシックな色合いの僧衣の人が多い。

　対して俺の服装はクスハの糸で織ってもらった黒いスラックスに黒いシャツ、その上にヒドラレザージャケットという黒と銀な出いで立ちな上に、腰にはドラゴンレザーの無骨な剣帯、それに神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんを差している。

　見るからにザ・物騒な人物だ。心なしか周りの視線が痛い気がする。

「──♪」

「ん？」

　街の中心部に戻ろうかと踵きびすを返したところで歌が聞こえてきた。聞いたことのない歌なのだが、何故か懐かしい感じがする。何となく気になった俺は足をその歌が聞こえる方に向けた。

　歌が聞こえてくるのは大きな礼拝堂のようだった。扉は開かれており、誰でも入れるようであるので、歌に誘われるまま足を向ける。

「おぉ……」

　礼拝堂の入り口から中の様子を見た俺は思わず声を上げる。

　礼拝堂で歌っているのは少年少女達だった。

　皆揃いの白い僧衣のようなものを身に纏まとい、声高らかに歌っている。途中からなので歌全体の意味は理解しかねるが、どうやら賛美歌の類であるようだった。

　礼拝堂には長椅子が多数設置されていたので、俺は一番後ろの席に陣取って少年少女達の歌に耳を傾けることにした。前方の席は結構人が座っているが、入り口近くの席はガラガラだったのだ。俺は信心深いわけでもないし、入り口近くのこのあたりの席がお似合いだろう。剣帯から神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんを鞘さやごと引き抜き、席に着いてから立てかける。

　この賛美歌は地母神ガイナを讃たたえる歌であるようだ。

　秩序と裁きの神ヴォールトの妻で、ヴォールトと共に様々な神を生み出した地母神。全ての生きとし生けるものを生み出した母。彼女はつまりこのエリアルドの大地そのものであり、日々生きるための糧を与えてくださる慈愛の女神である。

　一方彼女の怒りに触れると疫病や飢き饉きんを引き起こすという。何事も表裏一体ということか。

　少年少女達が歌うのは彼女を賛美する言葉。カレンディル王国は肥ひ沃よくな地に恵まれ、その長い歴史の中で飢饉に苦しんだ年は数えるほどだという。地母神の祝福が在る地、それがカレンディル王国だと、少年少女達が歌い終えた後に老齢の僧そう侶りよはそう言った。

「ふーむ……」

　礼拝が終わったのかゾロゾロと礼拝堂から退出していく人々を横目に俺は考える。

　神々が人々を間引きしているとして、その目的は一体なんなのだろうか？

　人間の個体数が増えすぎると不都合があるか、あるいは人間を殺すことそのものが目的かのどちらかだろうか。

　人間の個体数が増えて困るとするとその内容は？　うーん……俺に思いつくのは人間同士での争いが起こる、とかかね。人が増えればその生存圏は拡大する。そうすれば人同士が争う可能性は高くなる。人間の歴史とはつまり闘争の歴史だ。それは前の世界の歴史から考えれば明らかだ。

　定期的に魔物を使って人間を間引きし、人間の共通の敵としての魔物を常に意識させ続ける。うん、侵略戦争による人間同士の争いを抑止する効果はあるんじゃないだろうか？　まったくの荒こう唐とう無む稽けいな説でもないと思う。

　もう一つは殺害そのものが目的の場合だ。

　これは例えば人間を殺すことによってその魂を集め、その力を得るというような話になるのだろう。実際、多くの人間の魂を食らったあの気色悪い化物からは魂こん魄ぱく結晶という尋常ではない力を持つ物体が手に入った。あれと同じようなものを神も定期的に得ようとしているとか？　これもまたあり得ない話ではないだろう。もしかしたらそれが神の力の根源なのかもしれない。

「こんにちは。礼拝ですか？」

「ん？」

　席に着いたまま深く考え込んでいると声をかけられた。

　美人さんである。金髪碧へき眼がんに修道女の服よりも少し豪華な感じの服、整った顔立ち、着瘦せしてそうなボディ。ううむ、うちの嫁達で美人さんは見慣れている筈なんだが、居るところには居るものだな。

「いや、考え事をしながら歩いていたら綺麗な歌声が聞こえてきて。興味を惹ひかれて聞き入っていたんです。その後は考え事の続きをしてました。すいません、勝手に入ってきちゃって。お邪魔でしたかね」

「いいえ、大丈夫ですよ。随分と真剣に考え込んでいらっしゃったようですが、何か悩みごとですか？　私でよろしければ、お聞きいたしますよ。どんな悩みも、人に話すだけで少しは楽になるかもしれません」

　そう言って彼女がふわりと微笑む。うん、この母性というか包容力はうちの嫁の中にはいないタイプだな。いや、たまにデボラとシータンがこんな雰囲気を出すことがあるか。

　さて、相談してみるべきだろうか？　相手は神の使徒だ。下手なことを言うと怒られそうなんだがな。うーん、でも神様のことを聞くならその道のプロに聞くのはアリだよな。

「ではお言葉に甘えて……一応前置きとして聞いて欲しいんですが、俺はなんというかこう、言ってはなんですけど信心深い人間じゃないんです。怒られてしまいそうですが。あと、生まれてから割と最近まで人里離れた場所に引きこもっていたもんで、神様に関する知識ってのが殆ほとんど無いんです」

「なるほど。冒険者にはそういう方も多いですから、大丈夫ですよ」

「ありがとうございます。俺が考えていたことというのは、大氾濫についてです」

　俺が大氾濫のことについて考えていると聞いて驚いたのか、彼女の目が一瞬大きく見開かれた。何か意外だったのだろうか？

　ああ、意外か。日々の生活とかの悩みかと思いきや、大氾濫だもんな。人付き合いか職場の悩みかと思って聞いてみたら『人類の平和について考えてました』とか『戦争が何故起こるのか考えてました』とかって答えられたのと同じような感じだ。面食らうのも無理はないか。

「すみません、なんというか……こんなこと真剣に考えてるなんてまるで子供みたいですかね？」

「いいえ、そんなことはありませんよ。今回の大氾濫は勇者様によって退けられましたが、不安に思うのも無理はありません。貴方あなたも戦ったのですね？」

「ええまぁ。最前線で、ですね」

「厳しい体験をされたのですね」

「まぁそうですね、それなりには」

　馬鹿でかいドラゴンと正面衝突したり、よくわからん黒い獣に大怪我負わされたりはしたな。特にあの黒い獣は強敵だった。あれはこっちの世界に来て最大のピンチだったんじゃないだろうか。

「それで俺の考えていたことなんですが、何故神は大氾濫を起こしているのかということですね」

「……神が大氾濫を？」

「ええ、神は大氾濫が起こる前に神託をくれるじゃないですか。事前に察知できて且つそれを止めないということは大氾濫自体が神の起こしていることじゃないか、と……流石にこれは不敬ですかね、すみません」

　目を瞑つぶって黙り込んでしまった美人さんを前に頭を搔かく。流石に神を祀まつる礼拝堂で聖職者相手にこの発言はまずかったか。

「いえ、お気になさらず。神殿の教えに大氾濫について言及する内容は殆どありませんが、貴方の仰おつしやるように神の御み業わざではないと言い切ることもできませんね。或あるいは、神は我々に試練を与えているのかも」

「試練？」

「ええ。人々をより強くするための試練だと、そう考える人もいます」

「試練、試練ね……なるほど、淘とう汰たを促していると」

　神意による淘汰という観点か。これは俺には無かった発想だな。

　鉄を鍛えて鋼にするように、大氾濫という試練を与えて人間という存在をより強い種として精錬しているという考え方は確かにアリかもしれない。魔物と人間を殺し合わせる大規模な蠱こ毒どくというわけだ。

「私のように矮わい小しような人の身では神意を窺うかがい知ることなどできはしませんが、神々が人々を愛していることだけは間違いありません。もし、神々が私達を見放しておいでであるのであれば地に作物は実らず、大氾濫がいつ起こるかという託宣も賜れない筈ですから」

「ふーむ、なるほど……」

　つまりこの人はこう言っているわけだ。

　確かに大氾濫は起こり、神はそれを止めない。しかし事前にそれを教え、人に戦いに備えるための時間を与え、糧を与えている。故にそれがもし神が与えた苦痛だとしても、それは人の成長を願う故の試練である、と。

「流石は神官さんだ。俺はどうにも邪推してしまいますがね」

「ふふ、人それぞれの考えがあって当たり前ですよ」

　クスクスと神官さんが笑う。

　まぁ、どの考え方も互いに共存できる考え方だ。人の数そのものを減らし、ついでに人の魂を集め、同時に淘汰を進めて人という存在の強度を上げているのかもしれない。

「あと考えられるのは神ではない何者かによる作為だった場合くらいか……うーん、いずれにせよ大氾濫そのものを無くすには一度神と直接コンタクトを取る必要が……」

「神と直接……？」

「ああいえ、こっちの話です。他愛もない話を真面目に聞いてくれてありがとうございました。失礼します」

　訝いぶかしげな表情をする美人神官さんにお礼を言って椅子に立てかけていた神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんを手に立ち上がる。

「お待ちなさい」

　礼拝堂から出るというところで美人神官さんに呼び止められ、振り返る。

　背筋がゾクリ、と震えた。

「貴方にとって、神とはどういう存在ですか？」

　感情の窺えない神官の碧眼が俺を射い貫ぬく。彼女から伝わってくる圧力のようなものに思わず後あと退ずさりしそうになる。神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんの鞘を握る手に力がこもる。

　先程まで俺の話をにこやかに聞いていた彼女ではない。目の前に居るのは何者だ？　混乱する頭を必死に働かせて答えを探す。出てくる答えなど一つしか無かった。

「油断ならない相手、だな」

「その認識は正しい。貴方は油断すべきではない」

　彼女はにこりともせずにそう言い、目を瞑る。威圧感のようなものが一気に和らいだ。冷や汗がどっと出てくる。一体何が起こっているんだ、これは。

「備えなさい、試練の時はすぐそこです。できる限りは引き延ばすようですが、猶予は無い」

　碧眼が再び俺を捉とらえる。また圧力が俺を襲う。いや違う、この感覚はなんらかの魔法効果に俺のＰＯＷが抗あらがっている感覚だ。じりじりと余裕が無くなっている気がする。これ以上はマズい。

　胸が切なくなり、涙が溢あふれそうになってくる。帰りたい。帰りたい。

「ああ、母……さん」

　母さんが目を閉じる。

　母さん？　目の前の女神官が？　そんな馬鹿な！

「貴方は甘えん坊なのですね」

　目を閉じた女神官がクスリと笑う。やめろよ！　そういうこと言うのマジでやめろよ！

　彼女の服が一瞬で切り替わった。彼女の豊満な身体をギリギリで隠しているような薄布だ。薄すぎてその下の肌が透けて見えるほどの。

　そして彼女が目を開ける。また先程と同じ感覚。俺のＰＯＷが何かに抗っている。気を強く持て、負けるな。負けるな！　マールの顔を、皆の顔を思い出せ！

「そんなに頑かたくなにならずとも良いのに」

「お、お断りだ。マザコンを拗こじらせる気はない！」

「それは残念です。では、確かに伝えましたよ？　あの方の伝言を、ね」

　辺りが光に包まれ、彼女の姿が消える。思わず膝ひざから崩れ落ち、荒い息を吐く。今のはやばかった。マジでやばかった。神様ハンパねぇ。今の多分地母神ガイナだよな？　わからないけどきっとそうだと思う。

「精神耐性魔導具の開発は急務だ……」

　俺はＰＯＷが高いから大丈夫、なんて甘えは許されない。それにガイナは気になることも言っていた。試練の時はすぐそこ、備えろと。わざわざ神自らが警告するくらいだ、生半可な準備では乗り越えられまい。

　メニューを開き、殆ど触れたことのないボタンを押す。応答はない。

　俺は自重はしないという決意を胸に抱き、クローバーに戻ることにした。





─☆★☆─






「タイシさーん。タイシさーん？」

「無駄じゃ。帰ってきてからずっとあの調子でな」

　今、俺は最大限の集中力で各種装備を作っている。既に精神耐性魔導具と魔物除よけの結界を生成する魔導具は必要数を作り終えている。今は通行証に組み込む携帯型の魔物除けを量産中だ。

　とりあえずこれを作り終えないことには俺自身用の装備作製に入ることができない。

「鬼気迫る、といった様子ですね」

「お身体に障らなければ良いのですけど……」

　ルーチンワークには慣れている。

　というか戦争に使う武器と違って数千単位で必要なわけじゃないからまだ気が楽だ。精々数百くらいのものだし、そんなに大きなものでもないので一個あたりの時間も大したことはない。

「手の動きがやばい」

「目が回りそうですー」

　俺の彫金はレボリューションだ！　うん、テンションがおかしくなってきた。工業用ロボットかよって勢いで彫金しているからな。

　今日ばかりは晩飯を断って作業を続ける。

　集中力が切れてきたら外に出てミスクロニア王国側の街道開拓をザクザクと進める。飛んで魔法をぶっ放すだけなので良いストレス解消法だ。魔砲マジツクカノンで直線状に大樹海を薙なぎ払はらい、薙ぎ払った箇所を土壁の魔法で道にしていく。そしてメニューのマップ機能でカレンディル王国側の宿場建設予定地間の距離を測り、だいたい同じくらいの間隔を置いて宿場造成用の資材となる石材を地魔法で作って積み上げる。

　多少ズレてても許せ。運んでくれ。

　本当は道も国民達に作らせて仕事を与えようと思っていたが、そんな暇は無さそうなのだ。いつなのかはわからないが、神自身に試練はすぐそことか言われたら悠長なことをしている場合ではない。

　俺が居るうちに済ませられることは済ませるべきだ。

　魔法を好きなだけ使って気分転換が終わったら転移で工房に戻って作業を再開する。急げ、急げ。折角ここまで積み上げたあれこれを神の試練とやらで失うのは御免だ。

　何よりマールを、皆を失うなんて絶対に耐えられない。神の試練とやらがどんなものかは知らないが、叩たたき潰つぶす。完膚無きまでに完全に、一分の隙も無く叩き潰してやる。

　と言いつつも万一やられてしまった場合の準備を優先してしまうのは弱気の証あかしだろうか？　まぁ性分だな。仕方ないね。

「ふぅ……」

　携帯型の魔物除けの量産が終わったところで一息吐く。流石に疲れた。肩が凝ってる感じがする。作業台から立ってストレッチをしていると工房の扉が開いた。入り口からこちらを覗のぞき込んでいるのはカリュネーラ王女だ。普段彼女が工房を覗きに来ることは殆ど無いんだが、はて？

「随分と根こんを詰めているようですわね」

「んー……まぁちょっとな」

「理由は話してくださらないの？　私も含めて、皆心配していますのよ？」

「クロスロードの礼拝堂でな。多分だが、地母神ガイナに会った」

「え？」

　うん、そういう反応になるよね。

「金髪碧へき眼がんぼんっきゅっぼーんのすごい美人でな。なんというか見つめられるだけでヤバい存在だった。俺が今正気を保っていられるのも嫁達のおかげだね」

「……それと、根を詰めているのとは何の関係がありますの？」

「試練が近い、備えろとさ。そう言って光に包まれて忽こつ然ぜんと消えていったよ」

「それは……」

　言葉を失うカリュネーラ王女を見ながらストレッチを終わらせる。よし、頑張るか。

「カリュネーラ王女、悪いがマール達にも今の話を伝えてくれるか？　俺は色々と準備するから──」

「嫌ですわ」

「なんですと？」

　まさかの答えにびっくりしてカリュネーラ王女に向き直ると、彼女は拗すねたような表情をしながら腰に手を当てていた。私、怒ってますのよと全身で主張している。

「ネーラって呼んでくれないと言うこと聞いてあげませんわ」

　うわぁ、なんだこいつ。可愛いな。本当になんだこの可愛い生き物。

「頼むよ、ネーラ」

「もう、仕方ありませんわね。この私を小間使いにするなんて貴方あなたくらいですわよ？」

「文句を言いながらもちゃんとしてくれるネーラは可愛いな」

　そう言うとネーラは顔をボンッと赤くして走り去っていってしまった。うん、可愛いな。あの子も幸せにしてやらなきゃならん。神の試練なんぞに負けてやるわけにはいかない。

「とは言え、どうしたものか」

　神の試練と言っても内容がわからないので、これといった対策を立てることは難しい。

　ではどうするべきか。やはり物理で殴るのが一番だろうか？　物理無効とか魔法無効とかそういうズルをしてくる可能性もある。ううむ。

　とりあえず、今の俺の手持ちの武器を整理しよう。

　まず神しん銀ぎんの刃にクリスタルを組み込んだ接合剣、大だい氾はん濫らんを共に駆けた武器だ。魔力を増幅して衝撃波として放ち、広範囲に攻撃可能。剣としても使えるけど強力な武器と打ち合うと破損する恐れあり。どちらかと言うと剣というよりも魔法の威力を高めて消費魔力を抑える消費を抑える杖つえみたいなポジションだ。

　次に神しん銀ぎん棍こん。総神しん銀ぎん製のクォータースタッフだ。あまり使っていないが、魔法を使うなら接合剣よりもこちらのほうが安定度が増す。武器としての耐久性もこちらのほうが上だ。

　後は最近作った神しん銀ぎん自じ在ざい剣けん。大きさを三段階に変えられる剣で、最大の巨剣モードならドラゴンだって叩き切れるだろう。武器としての性能は随一で、耐久性も高い。当初はロマン武器として作ったのだが、使ってみると想定以上に使い勝手が良い。俺のお気に入りだ。

　他には……半ば趣味武器として作った巨大なハンマーであるパニッシャーか。武器としての性能は高いけど、取り回しは今ひとつ。衝撃波を放つ機能がついていたりする試作品だな。ブン殴った時のインパクトは決して侮れるものじゃないけど。

　黒鋼製の投とう擲てき杭くいもなかなか使い勝手が良い。黒鋼自体が持つ強力な対魔力性によって魔法的な防御をいともたやすく貫通する。単純に金属としても頑丈なので、使い勝手は非常に良い。

　手持ちの武器はこんなところだ。これに魔法も加えての戦闘が俺のスタイルなので、遠近共に割と隙の少ないスタイルだとは思う。

「神しん銀ぎん製の投擲杭を作るか……加速と耐熱の魔法刻印を組み込んで」

　対魔法特性は見込めないが、単純に速度が向上するので威力と物理貫通力は上がるはずだ。作るのも簡単なのでサクサクとある程度の数を作る。黒鋼は魔力親和性が低すぎて刻印を入れても意味が無いんだよな。本当に脳筋のためだけにあるような金属だ。

「うーん……」

　いざ強力な武器を作ろうと考えるとなかなか案が浮かばない。オリハルコン製の武器を作るくらいだろうか。オリハルコンと神しん銀ぎんとを比べると、加工のしやすさ以外の性能は全てにおいてオリハルコンの方が上だ。金属としての特性も、魔力親和性も。

　ただ、どうもオリハルコン製の武器というのは俺の肌に合わない。確かに性能は良いんだが、加工がしにくいので魔法刻印を組み込んだりするのも面倒なのだ。しかも他の素材と組み合わせようとすると性能が微妙になる。そういった意味では神しん銀ぎんの方が余程素直で汎はん用よう性が高い。

「接合剣をアップグレードするか……？」

　接合剣は俺が魔法刻印を使うようになる前に作った一振りだ。言うなれば第一世代の武器である。魔法刻印によって強化を加えたマール達のミスリルの短剣が第二世代、強化だけでなく複雑な機能を付け加えた神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんやパニッシャーは第三世代の武器と言えよう。

「ふむ」

　接合剣の弱点を克服しつつ、更に進化させる。うむ、やる価値はあるのではないかな？

　方向性としては神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんの逆を行くべきだ。神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんのコンセプトは徹底的な物理戦闘への特化なので、接合剣の後継は魔力撃と魔法を使った魔法戦闘に特化した武器とするのが良いいだろう。

　そうなるとやはりクリスタルの使用は外せない。どう見ても金属には見えないが、叩けば叩くほど蒼あおさが増して魔力の増幅能力が高まる不思議鉱石だからな。これを芯しんにした上で不朽の魔法文字を刻んでまず弱点を克服しよう。神しん銀ぎん製の刃には集束の魔法刻印を組み込んでみるか。第一世代の接合剣は増幅した魔力が拡散して一振りごとに衝撃波が爆裂してたからな。

　あれはあれで対多数への攻撃方法としては良かったが、今回は威力を集束させて高める方向で行きたいと思う。よし、燃えてきた。





─☆★☆─






　作業そのものは難航を極め──ることもなかった。第一世代の接合剣を分解して、極限まで精錬したクリスタルはそのまま打ち直して流用したからだ。

　打ち直したクリスタルの芯に魔法刻印を施し、神しん銀ぎん製の刃を被かぶせて接合する。その上で更に魔法刻印を組み込んで接合剣を生まれ変わらせる。

　過去に思う存分試行錯誤した工程なので、今更苦戦することもない。夜が明ける頃に新しい接合剣が打ち上がった。

　デザインは接合剣とそんなに大きくは変わっていない。片手剣としては少々長めの片手半剣になっているのも同様である。両手でも扱える分技量は要求されるが、剣術のレベルが最大なので何の問題もない。

　名付けるなら晶しよう芯しん刃じん銀ぎん剣けんといったところだろうか。魔力を通してみた感じだと、接合剣に比べて魔力の保持性能も上がっているためか、魔力撃を維持したままにするのがかなり楽だ。暴発して衝撃波を放つこともなく、実に安定した使い心地である。うむ、これは良い。

　クリスタル製の芯しん材ざいに神しん銀ぎん製の刀身、それぞれに魔法刻印を施すことによって二つの魔法刻印効果を発揮できているのも良い感じだ。第四世代の武器と称しても良いのではないかな。

　試し振りをするために外に出て晶芯刃銀剣を振るう。刀身のバランスも俺の意図した通りで、問題は無さそうだ。魔力を篭こめて振るうが、やはり衝撃波が暴発することは無い。意図した通り、魔力は刀身にちゃんと集束して留まっているようである。

　出来に満足したので上空に向けて篭めた魔力を解放する。




　──ッ！




　解放された高圧の魔力が光の刃やいばとなって雲を真っ二つにして消し去った。あるぇ？　なんか思った以上にデンジャーな現象が発生しましたよ？　結局じゃじゃ馬なのは変わらないのね、こいつは。取り扱いには気をつけよう。

　後は防具だが、こればかりはどうにもこうにも。ペロンさんにドラゴンレザーと神しん銀ぎんで作って貰もらった鎧よろいがあるから、それを着るくらいしかないな。ワンタッチで魔法防壁を展開する魔導具も作ったことはあるのだが、俺自身が張るレベルの障壁を展開しようとすると魔力的なコストが高くなりすぎて割に合わないのだ。

　流石に疲れたのでストレージに剣をしまって全身に浄化をかけながら寝室に向かう。腹も減ってるが、それ以上に眠い。
















「あら、今から寝るの？」

「んー、おやすみ」

「はいはい」

　エプロンをつけているデボラと欠伸あくびをしながら擦れ違い、寝室に入る。俺のベッドではマールが寝ていた。そうか、昨日はマールの番だったか。悪いことをしたなぁ。だが今は眠い、すまんマール。

　ストレージに着ている服をしまって一瞬で下着姿になりながらマールが寝ているベッドに潜り込んで彼女に抱きつく。ああ、温かくていい匂いがするなぁ。

　そして少し寝て、目が覚めたら天国だった。

　いや、比ひ喩ゆ表現だけど。目が覚めて目の前に男のロマンがあったら男にとってそれ以上の天国などあるだろうか？　いやない。どうやらマールのお胸に顔を埋うずめたまま寝ていたらしい。

　顔をあげるとなんだか優しい笑みを浮かべているマールと目が合った。

「おはようございます」

「おはようございます」

　そのままじっと見つめ合い、どちらからともなく口付けを交わす。

　この後滅茶苦茶イチャイチャした。










「あー、なんかこの自堕落というか退廃的な感じ。久しぶりな気がするわ」

「ふふ、大氾濫が来る前はこんな日が結構ありましたよね」

「あったなぁ。そんなに前でもないのになんか懐かしいわ」

　疲れ果てるまで何かを作って、疲れたら寝室で寝ているマールやフラムの横に潜り込んで寝る。起きたら気が済むまでイチャイチャして、そこら辺の屋台で買っておいた食べ物を食べてダラダラと過ごす。

　大氾濫に備えて色々と準備をしていた頃はそんな生活を送っていた時期もあった。大氾濫が終わって、獣人の村を見つけてからは色々とやることが増えてこんな風に過ごすことも無くなっちゃったんだよな。ああ、ずっとこういう生活をしていきたい。好きなことだけやって生きていきたい。

「なんだか今日のタイシさんは甘えん坊ですね？」

「そういう気分なんだ」

「そういう気分なら仕方ないですね！」

「ああ、仕方ない」

　そうやってイチャイチャしているとティナが殴り込んできた。ずるいずるいと騒ぐティナをいなして三人で笑う。そうしているうちにフラムを先頭にしてクスハやデボラ、メルキナ、カレンにシェリーにシータンが、ネーラも遠慮がちに入ってくる。ステラは部屋の外から微笑ましげにこちらを見ていた。

　この光景を失くしてはならないと心に強く刻み込む。俺達の戦いはこれからだ！




「さて、では結婚式の計画を進めていきましょうか」

「はい」

　幸せな家庭を築いたらそこで終わりではない。寧むしろここからが人生という舞台の始まりである。俺は外敵から、神の試練から、あらゆるものから彼女達を守っていかなくてはならないのだ。その区切りとなる結婚式もまた一つの戦場である。

　とは言っても、正直ここは嫁達に丸投げなのであるが。俺はハイハイと従って彼女達の望むままに振る舞うまでである。結婚式において男の役割など独身男のやっかみを受けながら酒と飯を振る舞うくらいのものなのだから。俺の出いで立ちや立ち居振る舞いに注目するもの好きなど居るはずもない。

「とりあえずタイシさん、これがミスクロニア王国での結婚式のスケジュールです。暗記しておいてくださいね」

「こちらがカレンディル王国のものになりますわ」

「うっそだろお前ら」

　突如突きつけられる式典のスケジュールと儀礼の内容。新郎って新婦さんの前に行って何か適当に宣誓して指輪交換してキスしたら後は座ってるだけの簡単なお仕事じゃないんですか!?　やだー！　え？　スピーチもするの？　やだー！

「俺に任せたら爆弾発言を乱発するぞ。夜のマールの赤裸々な話とか」

「千切りますよ？」

「やだこわい！　でも実際のところね、俺に気の利いたスピーチとか期待されても困る。俺は貴族としての教育も何も受けてないんですよ？」

「それは勿もち論ろん存じ上げておりますわ。なので、ちゃんと原稿も用意してありますのよ。覚えてくださいませ」

「やだー！」

「タイシが駄々っ子みたいになってる」

「ちょっと可愛いかも」

「いやお主ら、それでいいのか」

　床に寝転んでじたばたする俺を呆あきれた表情で見下ろす王族組とクスハ。対してフラムとメルキナ、獣人組は同情する視線やら何故か興奮した視線やらを向けてくる。待て、駄エルフは何故そんな顔で俺を見ているんだ。身の危険を感じるぞ。

「タイシさんはこれであれですからね、内弁慶というか引きこもり気質というか人見知りですからね。そういうのを今まで私やティナに任せてきたんですから、今回は諦あきらめてください」

「食事をする暇無し。笑顔で耐久挨あい拶さつレースですよ」

「私達はそれに加えて何度もお色直しをしなきゃいけませんのよ」

　マールとティナとネーラが恐ろしいことを言ってくる。なにそれこわい。結婚式こわい！　戦せん慄りつしていると肩をポムと叩たたかれた。肩を叩いたのは俺と同じように情けない表情をしているフラムだ。

「諦めましょう」

　フラムも士爵の娘とは言え、三女の上に女性でありながら騎士になり、後ろ暗い部隊に配属されていたような身の上だ。社交界とかの華々しい世界とは無縁だったという。

「私は諦めました」

「諦めんなよ！　諦めんなよ、お前！　どうしてそこでやめるんだ！」

「そんな暑苦しく言ってもダメですからね。観念してください」

「人間は相変わらずめんどくさいわねぇ。ズボッとヤッて赤ちゃんができればそれでいいじゃない」

「いやぁ、流石にそれは私もどうかと思うよ。動物じゃないんだからさ」

　マールの無慈悲な言葉にメルキナがどこかズレた意見を出し、デボラがそれに突っ込む。いつもの流れですね、わかります。

「綺き麗れいなドレスを着てお嫁さんになりたいです……」

「ん、女のロマン」

「うむ、女の一世一代の舞台じゃな」

「みんながおめでとうって言ってくれれば、それでいいと思います」

　クスハは意外と三人娘と仲が良い。今回、人間以外のメンバーはミスクロニア王国とカレンディル王国の結婚式には参加しないのだそうだ。何それ羨うらやましい。

「私達は全員両方の結婚式に参加ですけどね」

「これが絶望、か……」

「これの手綱を握るマールは大変ですわね」

「ネーラ姉様も握ってくださいね。飴あめと鞭むちが重要です」

「そこ！　なんかこわい新人教育やめて!?」

　ティナがネーラに何か危険なことを吹き込んでいる気がする。是非止めていただきたい。ネーラはいつまでもいじられキャラで居るべきだと思うんだ、俺。

　ふとした拍子にメニューを開き、ボタンを押す。応答はない。








第五話　～ついに運命の時を迎えました～









　クローバーの運営業務を結婚式に参加しないメンバーと住人達の中から選出した役人達に任せ、俺達は結婚式の準備に奔走した。俺はそれに加えて神の試練とやらの対策のために余りに余っているスキルポイントを使うことを決断した。

　やはり俺自身の強化となるとスキルの取得が手っ取り早い。経験上、スキルはただ取るだけではその性能を十全に活いかしきれない。特に魔法スキルはその傾向が顕著だ。威力と範囲を舐なめて極大爆破を使った挙句マールともども死にそうな目に遭ったのは中々忘れられない苦い思い出である。





【スキルポイント】１７４ポイント（スキルリセット可能）

【名前】タイシ＝ミツバ　　【レベル】73

【ＨＰ】９３２　【ＭＰ】４９６７

【ＳＴＲ】１８８０　【ＶＩＴ】１９１５　【ＡＧＩ】１７７８

【ＤＥＸ】５１９　　【ＰＯＷ】１０３４




【技能】剣術５　格闘５　長柄武器５　投とう擲てき５　射撃１　魔闘術３




火魔法５　水魔法５　風魔法５　地魔法５　光魔法５　純粋魔法５　回復魔法５

始原魔法２　結界魔法５　空間魔法５　生活魔法　身体強化５　魔力強化５

魔力回復５　交渉２　調理１　騎乗５　鍛か冶じ５　彫金５　魔導具作製５

気配察知５　危険察知５　隠おん形ぎよう５　鑑定眼　魔力眼　毒耐性３






　ここのところレベルは全然上がっていない。まぁ、大して戦闘もしていないので当たり前と言えば当たり前なのだが、道を作るために大樹海を薙なぎ払はらった程度じゃ全然だめだな。

　さて、何を取るか。

　魔眼系のスキルとパッシブ系のスキルは特に慣熟せずとも簡単に使えるイメージがある。

　ステータス上昇系のスキルは全部取ってる状態なので、この上となると……耐性系のスキルを取ろうかな。ひとつ18ポイントで耐性を最大まで上げられる。

　火属性、水属性、風属性、地属性、光属性、闇属性の耐性スキルを最大にするか？　俺のＰＯＷを貫いてくるような魔法攻撃もこれでかなり耐えられるようになるだろう。

　それとも状態異常耐性を優先すべきだろうか？

　既に取得している毒以外だと、石化耐性、精神耐性か。え？　これだけ？　麻ま痺ひとか沈黙とか無いの？　あ、もしかして毒扱いなのかな。魔法によるものだと精神耐性でカバーとか？　とりあえず全部取るか！　耐性はいくらあっても困らないよな。

　久々に大量にスキル取得。

　おぉ？　取得可能スキルに物理耐性が増えてる。複数のスキルを取ることによってアンロックされる場合もあるのか！　とりあえずこれも最大に……ってこれ重いな!?　レベル１取得に５？　ということはレベルが上がるごとに10、15となると。

　すげぇ、ピッタリ使い切るんじゃないか、これ。

　うん、防御面に不安があったから耐性を取ったのはアリじゃないかな？　慣熟も不要で単純に戦力の底上げになったと思う。

　そして物理耐性を取ったら魔力耐性なんてのが出てきた。ええ……スキルポイント無いんですけど。スキルリセットしても死んでるスキルなんて騎乗５くらいだぞ。交渉、調理、射撃は最初から持ってたスキルだから多分リセットされないし。でも騎乗をリセットすれば恐らく２までは取れるな。他にリセットするとすれば隠形くらいか？

　でもあれもなかなか使えるスキルなんだよなぁ。うーん……とりあえず騎乗をリセットして２だけでも取っておくか。





【スキルポイント】０ポイント（スキルリセット使用済み）

【名前】タイシ＝ミツバ　　【レベル】73

【ＨＰ】９３２　【ＭＰ】４９６７

【ＳＴＲ】１８８０　【ＶＩＴ】１９１５　【ＡＧＩ】１７７８

【ＤＥＸ】５１９　　【ＰＯＷ】１０３４




【技能】剣術５　格闘５　長柄武器５　投擲５　射撃１　魔闘術３




火魔法５　水魔法５　風魔法５　地魔法５　光魔法５　純粋魔法５　回復魔法５

始原魔法２　結界魔法５　空間魔法５　生活魔法　身体強化５　魔力強化５

魔力回復５　交渉２　調理１　鍛冶５　彫金５　魔導具作製５　気配察知５

危険察知５　隠形５　鑑定眼　魔力眼　火耐性３　水耐性３　風耐性３

地耐性３　石化耐性３　精神耐性３　毒耐性３　物理耐性３　魔力耐性２






　よし、これで良い。

　この耐性スキル取得でどれだけ効果が出るかは未知数だが、きっと有利に事を運べるようになるはずだ。




「タイシさん。タイシさん？　現実逃避してないで戻ってきてください！」

「わぁ、まーるきれい。ぼくのおよめさんきれいでうれしいなぁ」

「完全に現実逃避してますわね」

　今日はミスクロニア王国での結婚式当日である。

　そう、当日である。俺は招待客が集まっているホールを思い出して全力で現実逃避をしているところだ。だってお前、黒山の人だかりというか、カラフルな人だかりだぜ？　何百人居るんだよ、これ。ミスクロニア王国中の貴族が集まっているんじゃないか。

　スピーチの内容？　そんなもん忘れたわ。もう終わったからな！　まぁ当たり障りの無い内容だったけどね。勇魔連邦の主として二人を娶めとり、大樹海にミスクロニア王国とカレンディル王国の架け橋となる国家を樹立する。我々は子々孫々良い関係を築いていけるだろう、うんぬんかんぬん。みたいな。

　マール達のドレス姿はそれはもう美しいものだ。最初は清せい楚そな純白のウェディングドレスで、今はお色直ししてそれぞれ淡い色のついたドレスに着替えている。

「ほら、どうですかタイシさん」

「うん、綺麗だ」

　マールのドレスはスカートがふんわりとボリューミーで、可愛らしい印象を与えるデザインだ。淡い緑色がマールの春風のような快活さをよく表していると思う。

「私も見て欲しい、です」

「ああ、ティナも可愛らしい」

　ティナのドレスはデザインそのものはマールのドレスと似ている。しかしその色合いは大きく異なり、淡い水色のドレスはティナの楚そ々そとした印象を強く引き出している。

「フラムは艶つややかだな」

「その……はい。ありがとうございます」

　俺の言葉にフラムは少し顔を伏せてはにかんだ。フラムのドレスは膝ひざまでがスレンダーなラインで、膝しつ下かから尾ひれのようにスカートが広がっている。可愛いというよりもエレガントな印象が感じられるな。淡い紫色の生地が彼女の艶やかな黒髪をより引き立てているように思う。

「私のドレスはどうですの？」

「エレガントだな。その一言に尽きる。ネーラも綺麗だよ」

　ネーラのドレスはレースをふんだんに使った淡いピンク色だ。レースの袖そでに透けて見える肌がどこか艶なまめかしく見える。なんというか、清楚でありながら色っぽい感じだ。

「皆綺麗だよ。俺は幸せものだな」

「カレンディル王国でも同じことをやるんですけどね」

「やっぱり不幸だ」

　席に戻ると料理を食う暇もなく次々と挨あい拶さつする貴族達がやってくる。それに笑顔で対応する嫁達。俺は一応一国の王という立場でもあるので、直接声をかけられることはさほど無い。殆ほとんど鷹おう揚ように頷うなずきマシーンである。

　というか招待客多すぎやねん。これ全部に挨拶したらそりゃ飯食う暇も無いよね。それに座りっぱなしでケツが痛くなりそうだよ。ただでさえピシっとしてて肩が凝る衣装なのに。そんなことを考えていると周囲にザワッとどよめきが走る。

　うん？　目の前に誰か立って──。

「まいどー、いつまで経っても呼んでくれんからこっちから来たよ」

　清楚な白いドレスに身を包んだアッシュブロンドの美女が目の前に立っていた。スタイルもフラムに負けず劣らずの美女である。

「相変わらずだな。そのクソ度胸には感服するぞ」

「褒めてもうちの身体しかあげられんよ？」

「この場でその台詞せりふを吐くお前がチャンピオンだ」

　この女の名はレピア＝ドゥ＝デュメリ。以前イルさんに馬車馬のように働かされた際に色々とあって俺に身も心も捧ささげると宣言した女だ。俺の認識としてはクソ度胸のある面倒くさいやつ、だな。政略結婚の駒として一生を終えるのではなく、自分で商会を立ち上げたいという夢を持っているらしい。

「タ　イ　シ　サ　ン？」

　嫁なるモノから名状し難い恐怖の声が聞こえてくる。ああ！　後ろに！　俺の後ろに！

「この無礼者はなんですか？」

　比較的温厚なティナさんまで青筋を浮かべてらっしゃる。フラムはオロオロとしているばかりで、ネーラはレピアに品定めするかのような視線を向けている。周りもザワザワしてるな。これは収拾を付けないとヤバい。

「はい、ボッシュートっ！」

　てれってれってー、びよよょ～ん。

　レピアの足元に転移門を発生させ、首都クローバーに連行しておく。移送先はパルミアーノ雑貨店なので、きっとどうにか上手くやってくれることだろう。あのクソ度胸女の身よりも自分の身が可愛いんです！　はい！　許してください！

　そんなトラブルを起こしながらもなんとかミスクロニア王国での結婚式が終わった。無事とは言えないが、なんとか乗り切った。

　結婚式を終えたその夜は？　そう、初夜である。

「初夜も何も……会ったその日に喰くわれてるんですがそれは」

「がおー」

　マールが両手を上げて野獣の雄お叫たけびを上げる。

　今日はマールの日で、明日はティナの日。次の日にカレンディル王国で結婚式を行い、その晩はネーラ、その次の晩はフラムとなるのだそうだ。勿もち論ろん嫁達の協議の末に決まったことである。

「夫婦にとって初夜はとても大事なんですよ。過去のことは忘れて、さぁ！」

「さぁ！　ってお前ね、もう少しこう、雰囲気ってもんがあるだろう」

「いや、だってその……今更、恥ずかしいじゃないですか」

　マールが目をそらしてぼそりと呟つぶやく。そして俺は獣になった。





─☆★☆─






「ウオアアァァァァァァッ！」

　正に閃せん光こうのような鋭い剣けん閃せんを魔力を篭こめた晶しよう芯しん刃じん銀ぎん剣けんで弾はじき、受け流す。

　一撃一撃に篭められた想いは明らかな殺意と憎悪。人の命をただ刈り取るためだけに振るわれた凶刃が俺に襲い掛かってくる。

「ちょっ、おまっ、このっ、手加減しろっ!?」

「やはりあの時亡き者にしておくべきだったああァァァァーーーッ!!」

「タイシさん、がんばれー！」

「タイシ様、負けないでください！」

　正に戦鬼といった形相で俺に凶刃を叩たたきつけているのはエルヴィン＝ブラン＝ミスクロニアその人だ。マールとティナの実父であり、俺の義父である。結婚式翌日に早速義父に殺されかけている俺に何か一言。

「キィエアァァーーーーー！」

　大振りの一撃を躱かわすと、その剣の軌跡の直線状に地面が裂けた。本当に殺す気満々じゃねぇかこのおっさん。

　朝起きて食堂に向かうと、ちょっと面を貸せと言われて訓練場のような場所に連れてこられた。そして特に説明の言葉も無くいきなり斬りかかってきやがった。

「貴様に娘二人を同時に嫁にやる父親の気持ちがわかるか!?　ヌアアァァァァァッ！」

　そしてこの有様である。

「わかる気がしないでもないが、マールとティナは俺が貰もらい受ける！」

「上等だクソガキがぁぁぁぁっ！」

　おっさんの剣けん戟げきを魔力を篭めた拳こぶしで弾き、渾こん身しんの斬撃を浴びせる。俺の攻撃がまともに入るかと思いきやおっさんは弾かれた方とは逆の手でダガーを抜き、俺の斬撃を受け流した。

　そして今度は右手に長剣、左手にダガーというスタイルで攻めてくる。

　技術は向こうの方が格段に上だが、パワーとスピードと耐久力は俺が遥はるかに上だ。というか、このスペック差を詰めてくるこのおっさんの技量が化物過ぎる。

「ざっけんなおらあぁぁぁっ！」

「すっぞおらあぁぁぁぁっ！」

「似た者同士なのではなくて？」

「近親憎悪というやつかもしれませんね」

　おっさんが長剣とダガーで攻めてくるなら、こっちは剣と格闘と圧倒的な肉体的スペックの差でぶっ飛ばしてやる。

「剣を素手で受け止めるなっ！　非常識な奴め！」

「真剣で娘の伴はん侶りよに斬りかかるやつが常識を語るなボケェ！」

　外野はのほほんとした会話をしているが、俺は必死である。どう考えても加減をする気が感じられない刃やいばが迫ってきているのだ。篭められた魔力も、剣に乗った殺気も本物である。

「ふはははははっ！　見える、見えるぞ！　おっさんの剣閃が俺にも見える！」

「おう止めてみろやぁ！」

　次第に俺の目がおっさんの剣の速度に慣れてきた。

　パワーとスピードは俺が圧倒的に有利。ならば取る手はこれだ。

「グッ!?　おォッ！」

　向かってくる剣をひたすら、全力で迎撃する。お互いに魔力撃を使うことによって剣を保護してはいるが、魔力の出力も剣の性能もパワーも俺の方が遥かに上だ。まともに打ち合いさえすれば先に音ねを上げるのはあちらの剣か、肉体である。

「卑ひ怯きようとは言わないよな？」

「クッ……！」

　おっさんの剣速が更に一段回上がるが、もはや決着が付くのは時間の問題だ。それを悟ったのか、おっさんは俺と距離を開けた。

「貴様は大した男だ。娘を預けるに値するんだろう」

「おお、パパがついにタイシさんを認めましたよ」

「父様……」

　マールが両手をぐっと握り、ティナは祈るように胸の前で両手を組み合わせる。

「だがっ！　俺も剣の勇者と呼ばれた男！　易々と負けを認めるわけにはいかんっ！　この俺の秘奥義をその身に刻め！　それでもなお立っていられるならば認めようではないか！」

　おっさんはダガーを腰の鞘さやに納め、長剣を両手で構えた。今までに見たことのない構えだ。大きく右足を引き、柄つかを頭の上まで持ち上げて剣先をこちらに向ける。

　俺とおっさんとの距離は10ｍ以上は離れているんだが……？

「あの構えは……！　タイシさん、逃げて！」

「タイシ様！」

　おっさんの構えを見たマールとティナが慌て始める。魔力眼では特に変わった兆候は見られないが。ここは警告に従って逃げた方が良いいか？
















「──ッ!?」

　危険察知が今までで最大級の警告を発してきた。いかん、転移が間に合いそうにない。

　上下前後左右あらゆる方向からの脅威を感じ、身構える。

「──斬るっ！」

　おっさんがその場で長剣を振るった。

　その瞬間、

「ぐはっ!?　痛っ!?」

　突如無数の斬撃が俺を斬り刻んだ。全身から血が噴き出し、周囲の地面を赤く染める。発生が速い上に攻撃範囲が広すぎて回避の余地もない。なんだこれは。

「え、えぇー……？」

「痛っ、って……それで済むんですか？」

　うん。確かに全身斬り刻まれたけど、重傷ではない。物理耐性が利いたんだろうけど、血がちょっと派手に出る程度の傷が全身にできただけだ。めっちゃ痛いけど。なんなのこれ。

「……お前本当に人間か？　ドラゴンもバラバラになる一撃なんだが」

「そんなもん人に向けんなアホかっ！」

　物理耐性じゃなくてギャグ補正で助かったとかじゃないよね？

　しれっと爆弾発言をするおっさんに爆裂光弾を放つ。目標はおっさんより手前の地面だ。光弾そのものをおっさんに飛ばすと斬って無効化するから、おっさんに対しては爆発の範囲ダメージを当てるのが正しい。

「ぬわーッ！」

　おっさんが爆風に煽あおられてゴロゴロと転がる。そして転がった先には。

「おはようございます。あなた」

「イ、イルオーネ!?」

「うふふ……昨夜は随分と情熱的に愛してくれたと思ったら、こんなことをするためだったのね？」

　イルさんの肌がツヤツヤしている。ほう。

「こればかりは父としてやらねばならんことだったのだ……許してくれ、イルオーネ」

「そうね……心配よね。わかったわ、私は許しましょう」

「イ、イルオーネ……！」

「でもあの子達が許すかしら？」

　イルさんの視線の先にはマールとティナがいた。

『……』

　マールは笑顔で親指を地に向け、ティナは無言でゆっくりと首を振った。おっさんが笑顔のまま青あお褪ざめる。

「タイシちゃん、ごめんね？　この人のことは私がよーく躾しつけておくから許してくれないかしら」

「よく調教しておいてください」

「わかったわ。ちゃんとお注射しておくわね」

「や、やめろぉ！　やめてくれ！　おちゅうしゃはいやだぁー！」

　おっさんが笑顔のイルさんにずるずると引きずられていく。お注射ってなんだろう……よくわからないけどこわい。近づかんとこ。

「大丈夫ですか？　血が……」

「結構痛い」

　回復魔法で傷を塞ふさぎ、浄化で血を清める。ああ、クスハに織ってもらった服がボロボロに……おっさんめ、イルさんに滅茶苦茶調教されちまえ。

「先程のエルヴィン王の一撃、あれは恐らく噂に名高い百びやく閃せんですわ」

「びゃくせん？」

「一振りで百の斬撃を放つという絶技です。剣の勇者として名高いエルヴィン王の必殺の一撃と言われています」

　必殺の一撃か。

　確かに、ドラゴンを細切れにするってのが本当なら必殺の名に恥じない一撃だろう。普通の人間が耐えられるはずがない。俺を殺せなかったから必殺技（笑）に成り下がったけどな。ざまぁみろ。

「フラム姉様、ネーラ姉様、あとは私にお任せください。タイシ様は私が」

　俺の側にティナが寄り添い、フラムとネーラにそう告げる。ああ、今日はティナの日だもんな。ティナに導かれるままに訓練場を後にする。

「この城って結構造りが複雑だよなぁ」

「王族の居住区画はそうでもないんですけど、こっちの区画はそういう造りになっていますね。なんでも攻め入られた時に足止めをするためだとか」

「なるほどねぇ。うちもそういうの意識したほうがいいのかな」

「うーん、クローバーはちょっと特殊な街ですからね」

　そんなことを話し合いながら城内を進む。どこに向かっているんだろうか？

「その、タイシ様は私のことを……本当は疎ましく思っていたりはしませんか？」

「いきなり何を言い出すんだ、ティナは。そう思っていたら結婚なんてしないよ」

「責任を感じて、とかでは……」

「うーん。まぁびっくりはしたし、最初から欠片かけらほどもそういうことを思っていなかったと言えば噓になる。でも、ティナと一緒に過ごして色々なティナを知るうちに本当にティナのことが好きになったよ。頑張り屋なところとか、実は結構気の強いところとかね」

　気が強いというか、思い切りが良いんだよな。

　マールはあれで慎重なところがある。一か八かの勝負に出るよりは確実に取れる所を取って勝利につなげていくような感じだ。対してティナはここぞという時に勝負に出る根性がある。多分、おっさんの気質を色濃く受け継いでいるんだろうな。

「そう、ですか。嬉うれしいです」

　横を歩くティナが微笑む。

「今日は私の後悔を晴らして欲しいんです」

　そう言ってティナがとある部屋の前で足を止め、扉を開く。どこか見覚えのある内装の客室だった。

「……あの日と同じ部屋です」

　振り向くと、ティナが顔を真っ赤にして俯うつむいていた。耳まで真っ赤だ。

「……あの日の、やり直しをさせてください」

　そう言って顔を上げ、真っ赤な顔のまま俺を見つめてくる。

　そんな可愛いことを言われたら答えは一つしか無いよな。俺もあの日のことは負い目に感じていたんだから。

「喜んで」

　そして俺とティナはあの夜をやり直すことにした。じっくりと、たっぷりと。今度はしっかりと記憶に留められるように。
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「つらい」

「情けないことを言ってないで頑張りなさい」

「もう少しですから」

　翌日、地獄の結婚式が再び開催された。堅苦しい衣装を着ての地獄の頷うなずきタイムである。首が疲れたよう。

　折角のウェディングドレス姿をじっくり見る暇もない。マール達はミスクロニア王国で結婚式をした時とはまた違ったドレスを着ているのだ。

　最初は純白のドレスを着用するというのは変わらないが、お色直しした後のドレスはミスクロニア王国では淡い色のドレスを着用したのに対し、カレンディル王国では原色に近い豪ごう奢しやなドレスを着用している。

　淡い色のドレスも可愛かったが、こっちの豪奢なドレスも良い。特にフラムとネーラはスタイルが良いのもあってか物もの凄すごくゴージャスでエレガントな印象だ。

　フラムはミステリアスな蒼あおいドレス、ネーラは情熱的な紅あかいドレスを着ており、どちらも大輪の薔ば薇らのような美しさだ。

　カレンディル王国の王様も愛まな娘むすめの晴れ姿に咽むせび泣いている。

「よくぞカリュネーラを救い出してくれた。よくぞ娶めとってくれた、タイシ殿」

「いえその、光栄です」

「あれは良い娘なのだ。言動がキツいせいで誤解されやすいが、身近な者のために悪評すら厭いとわず、自分を犠牲にしてでも行動できる子なのだ。何かした時はよくあの子のことを見てやってくれ、頼む」

「……ええ、わかりました。必ず」

　王様はゲッペルス王国に送ったカリュネーラ王女を随分と心配していたそうだ。しかし俺の実力を身に沁しみて理解している上、国民感情も考慮すればゲッペルス王国の要請に従うことなどできるはずもない。

　血の涙を流す思いでゲッペルス王国の要請を突っぱね、胃の痛くなるような日々を送っていたところ、ひょっこりとネーラ本人とその侍女ステラが戻ってきた。飛び上がって喜び、涙を流したという。しかも俺が救い出したというおまけつきだ。

「実のところ、お前とカリュネーラ王女の結婚は内々に決まってたんだがな」

「そうか」

「なんだ、驚かないんだな」

　動じない俺にゾンタークのおっさんが驚いたような顔をする。いや、もう義ち父ち上うえと呼んだほうがいいのかな？　鳥肌が立ちそうだ。

「ゲッペルス王国でネーラから色々と話を聞いた時にな、なんとなく察した。それにあれだけ嫌がってたマールがいざ嫁にするって話をした時にあっさり認めたからな」

　水面下でどういう話があったのかはわからないけどな。あまり気にしないことにしている。マールが俺に話さないということは聞く必要のない情報だと判断しているからだろうと思うし。俺に知ってほしいならあいつはちゃんと言うしな。

　先日のミスクロニア王国での式よりも多い招待客に辟へき易えきしながらもなんとか式を終えた。

　式を終えたら？　そう、お楽しみの時間である。ご褒美タイムである。

「何故ステラがいる」

「その、一人は怖くて……」

　うん、目を逸そらして両手の指先をツンツンするのはあざとかわいいけどね。

「私のことはお気になさらず。犬猫か置物か何かとお思いください」

「いやいやいや……流石に嫁ならともかく、そうじゃない人に見られながらは俺もちょっと」

　そっちが指先ツンツンでくるならこっちは両手でバッテンである。いくら俺でも当事者でもない第三者に見られて喜ぶような趣味は持ち合わせていない。

「そこをなんとか……なりませんの？」

「なりませんの。というか、お前は平気なのか」

「今更ステラに見られて恥ずかしいところなんてありませんの」

　ドヤ顔で何を言うんだこのお馬鹿は。やっぱりこの子変な子だよ！

「お前は大丈夫でも俺は大丈夫じゃないから」

「わかりました。では私も当事者になれば問題ないということですね。私も一緒にお召し上がりください」

「えー……」

　なんか面倒くさくなってきた。だがここは譲れない。俺としては初夜は二人だけの思い出にしたい。

「いいや、だめだ。俺はネーラと二人だけの思い出にしたい。俺はこれで結構ロマンチストなんだ。諦あきらめてくれ」

「ネーラ様……」

　ステラが流石にこれは俺が折れそうにないと思ったのか、ネーラに視線を向ける。

「わ、わかりましたわ……あ、あの、優しくしてくださいませ、ね？」

「うん、善処する」

　初めてだからね、優しく致しますとも。










　翌日の朝、目を覚ました俺は隣に温かな体温を感じる。

「んー……」

　すやすやと穏やかな表情でネーラが眠っていた。

　昨夜は……うん、素敵な思い出になったと思う。

　ネーラは怖がりで痛がりで最初は少し大変だったが、回復魔法と始原魔法と培ったテクニックとを駆使してなんとか上手くできたと思う。特に回復魔法は偉大だな。痛みを最小限にしてあげられたと思う。

　ネーラの寝顔を眺める。うーん、まつげまで金色なんだな。ネーラの長くて綺き麗れいな髪の毛を一房取って鼻先をくすぐってやると、むずかるようにネーラが顔をそらす。可愛い。寝てる間に俺達の身体とベッドの浄化をしておこう。

「ううん……」

　ネーラが目を覚ます。ぱちくりと瞬きを何度か。

「──ッ！」

　ネーラの顔がみるみるうちに真っ赤になる。

「おはよう」

「お、おはよう」

　子犬のようにプルプル震えるネーラを抱きしめる。こんなに可愛いとどうにかなってしまいそうだ。ネーラは身体全体を強こわ張ばらせていたが、そのままじっとしているうちに身体から力が抜けて向こうからも弱々しく抱き返してきた。

「大切にするよ」

「……はい」

　そしてベッドの中で昼までイチャイチャした。





─☆★☆─






　ネーラといちゃついた俺は夕方頃にカレンディル王国の王都、アルフェンにある屋敷へと戻ってきた。フラムがお城じゃなくてこっちの屋敷の方が落ち着くと言ったのだ。確かに俺もこっちの方が落ち着くんだよね。

「なんだか後回しみたいな感じになって申し訳ないな」

「いえ……仕方ないかと」

　ホールで出迎えてくれたフラムはそう言って少し寂しそうな笑みを浮かべた。

「俺のお嫁さんになったら身分とかもう関係ないから。もう少しフラムには我わが儘ままを言ってもらいたいかな」

「我儘、ですか」

「そう、我儘だ。フラムは自己主張をあまりしないよな。俺にしてほしいことがあったら遠慮なく言って欲しい」

　なんだかんだで皆は俺に甘えてくれるし、たまに我儘も言ってくれる。フラムとデボラはそういう意味でちょっと押しが弱いんだよな。そういう性分なのかもしれないけど。

「私は今のままで十分幸せです。さぁ、夕飯にしましょう？　今日は私が全部作ったんですよ」

　フラムに手を引かれて食堂まで移動する。促されるままに席について少し待つと、フラムが料理を運んできた。別に豪華な料理ではない。普通の料理だ。

　少しスパイスの利いた野菜のスープに、茹ゆでたウィンナーや焼いたベーコン。何の変哲もないサラダに、カリカリに焼いてチーズを載せたパン。どれも普通の料理なのに、なんだかとても美味しく感じる。

「スープのお代わりは要りますか？」

「うん、頼む」

　城で出るような豪華なディナーとは違う、素朴な味が身体に沁み渡る気がする。なんだか凄すごく落ち着くな。

「私は、幸せですよ」

　お代わりのスープを俺の前に置き、フラムは自分の席に腰掛けてからそう言って微笑んだ。

「あなたがいて、私がいて、皆がいる。お腹いっぱいご飯が食べられて、寒さに震えることもなく、たまにあなたと睦むつみ合うことができて、そして皆で笑って明日を迎えられる。それだけで私は幸せです。勿もち論ろん、毎日あなたと一緒にずっと過ごせればそれはそれで幸せでしょうけど、私は今の生活がとても幸せです」

「そっか」

「はい」

　それからは特にこれといった会話も無く食事を進めた。会話はないが、たまに目が合って互いに微笑み合ったりして、なんだか凄く心地好よい時間だ。

　食後は膝ひざ枕まくらをしてもらいながら耳かきをしてもらったり、一緒にお風ふ呂ろに入ってイチャイチャしたり、寝室でイチャイチャしたりして過ごした。甘えさせるつもりが、甘えさせられてしまった。

　フラムが寝静まった後に、メニューを開く。今日も応答はない。





─☆★☆─






「かんぱーい！」

『かんぱーい！』

　ミスクロニア王国とカレンディル王国での苦行を終え、ついにホームに帰ってきた。そしてホームに帰ってきたらまた結婚式である。

「いやぁ、メシが美味い」

　しかし我がホームでの結婚式はお祭りみたいなもんである。面倒なスピーチはなし。お嫁さんを披露して、結婚します宣言して、かんぱーいで終わりである。そうしたら後はただの宴会だ。ご馳ち走そうと酒を俺持ちで沢山振る舞い、皆で食って飲んで騒ぐ。

「しかしあれじゃの。これじゃただの馬鹿騒ぎじゃの」

「それでいいだろ。人間の結婚式はあれはあれで格調高くて良いものなのかもしれんが、かたっ苦しくていかんと思うよ」

「こんなご馳走を前にして我慢しなきゃならない結婚式なんてやーよ。はい、タイシあーんして」

　俺の横に陣取っているクスハと、べったりとくっついてくるメルキナがそれぞれの意見を言いながら俺に酒を注ぎ、口元に料理を運んでくる。

「いや、しかし二人共本当に綺麗だ。やっぱり着物は良いいな」

「当然じゃ。妾わらわ達が丹精込めて織り上げたのだからの」

「着付けがちょっと大変だけどね」

　クスハとメルキナが着ているのは見事な白しろ無む垢くだ。特にクスハの白無垢は見事な大きさで、すっぽりと巨大な蜘く蛛もの下半身を覆い隠してしまう。こうして座っていると人間と何ら変わらない。

「ほれ、主あるじ殿はデボラやお子様達のところにも行ってやるが良い。妾達はここで待っているからの」

「はいよ。また後でな」

　俺にくっついてこようとするメルキナをクスハに任せて俺は席を立って移動することにした。

　移動している間に獣人達には肉料理を振る舞われ、アルケニア達からは祝福の言葉をかけられ、鬼人族には酒を振る舞われ、川の民達からは魚料理を、妖よう精せい族達には果物を振る舞われと皆に何かしら声をかけられたり振る舞われたりしながらデボラ達を捜す。

「みつけた」

「タイシ様ぁー」

　そうしていると華やかな民族衣装のようなものを着た三人娘に襲撃された。

「おおう」

　どすどすどすと突撃してきたカレン、シェリー、シータンを受け止めて纏まとめて抱きしめる。腰に抱きついてこちらの顔を見上げてくるカレンとシェリーは薄く化粧もしているようだ。三人共素朴な作りの装飾品も一緒に身に着けており、非常に可愛らしい。

「みて」

　カレンがその場でくるりと回って花嫁衣装姿を見せつけてくる。シェリーとシータンも同じようにその場でくるりと回る。可愛い。

「三人とも可愛いよ。立派なお嫁さんだな」

「じゃあ今夜は初夜を」

「わふぅ……」

「はぅ……」

「いや……どうだろう」

　流石にそれはどうかな？　他の嫁達の話では確かにみんな子供が作れる身体にはなっているらしいし、獣人は身体が丈夫だ。回復魔法や魔法薬の類たぐいも充実しているし滅多なことは無いと思うが。

「獣人としては私達はもう立派な大人。結婚もしたし、子供も作れる」

「お嫁さん……」

「ダメ、ですか？」

　六つの瞳ひとみが俺をじっと見つめてくる。

「わかった。でも今日明日明後日は無理だ。その後だ」

「ん、わかった」

　カレンは納得してくれたようだ。シェリーとシータンも頷うなずいてくれた。これはいよいよ覚悟を決めなければならないだろう。大丈夫、合法。この世界では合法。

　三人娘と別れてデボラを捜す。しかしこれが中々見つからない。どこに隠れているんだ……？

「おう、大将」

「ソーンか。デボラを見ていないか？」

「ああ……あいつなら」

　そう言ってソーンが指差す先には大量の料理を作り続ける調理場があった。隠おん形ぎようを発動しながらその場に忍び寄ると、花嫁衣装から普通の衣装に着替えてせっせと調理に励んでいるデボラの姿があった。

　俺は姿を隠したままデボラの背後に近寄り、火や刃物を扱っていないタイミングで後ろから羽交い締めにした。

「ひゃあっ!?」

　デボラが可愛い声を上げて身を竦すくませる。気を抜くとこういう可愛らしい声を出すんだよな、デボラは。

「主役の花嫁が裏方に回ってるとか許されざる」

「ちょちょちょ、どこ揉もんで……あんっ！」

　おいおいそういうのは寝室でやっておくれよ！　と周りの女衆から声が上がり、辺りに笑いが広がる。デボラが暴れるが、いくら体格が俺よりよくても身体能力で俺を圧倒することなど不可能だ。

「はっはっは、こいつは貰もらっていくぜぇ」

「ちょっ、タイシッ！　放しなさい！　自分で！　自分で歩くからぁ！」

　暴れるデボラを無視していわゆるお姫様抱っこの形で抱き上げ、宴うたげの中を練り歩いてやる。周りから祝福と口笛と軽口を浴びせられているうちにデボラは自分の顔を隠して俺の腕の中で固まってしまった。

「もぅ……おろしてぇ」

「だがことわる」

　歩いて行く先はクスハとメルキナが待っている席である。そのまま向かっていくと、元の席で大人しく待っていたクスハとメルキナがデボラを抱えたままの俺を出迎えた。

「なにやってんのそれずるい」

「それが聞いてくれよ。こいつ花嫁衣装すら脱いで裏で料理作ってたんだぜ」

「えぇ……いくらなんでもそれはないでしょう、デボラ」

「そうじゃぞ、晴れの舞台くらいしっかりと務めんか」

　もう衣装だけはどうしようもないので、俺の隣に座らせる。メルキナに対するデボラシールドだ。いくらなんでもああまでくっつかれたら色々とな。

「わ、わたしなんてこんな……む、むりだよ」

「相変わらず自己評価が低いわねぇ、アンタは。あんたは強くて美しいわよ？　料理も得意で気が利くし、私なんかよりも良い嫁になるわよ」

「お主は料理がからきしだからのう……」

「うっさいわね。食べられればいいじゃない」

　メルキナがぶーたれながら香辛料たっぷりの肉料理にかぶりつく。メルキナの料理はあれだからね。血抜きした獲物に塩振って焼くだけの男料理より雑な何かだからね。

　嫁を料理が得意な順に並べると、一番がデボラ、次いで意外なことにネーラ。フラム、クスハ、シータンが同じくらい。ここまでが料理上手なレベル。まだ修業中なマール、ティナ、シェリーが俺と同レベルくらい。まぁ普通に食えるレベル。メルキナは今言ったような感じ。

　カレン？　カレンのあれは名状し難き料理のような何かだよ。暗黒料理とかそういう類だ、あれは。味覚音痴ってわけじゃないんだが、料理のような何かを作り出すんだよな。同じ材料で同じ手順で同じものを作るはずなのに暗黒物質めいた何かが出来上がるんだ。

　何故か俺の毒耐性すら貫いてくるマールのヤバいクスリと同じ属性の何かだよあれ。

「ところで聞いてくれ」

「なんじゃ？」

「三人娘に初夜の履行を迫られた。たすけて」

「諦あきらめろ」

「諦めなさい」

「結婚したらもう大人だから」

「救いはなかった！　これで俺も正式にロリコンのレッテルを貼られるのか……」

　口々にとどめを刺されてテーブルに突っ伏す。どうやら覚悟を決めなければならないらしい。ＯＫＯＫ、俺も男だ。嫁にするって言った以上それが修羅の道だとしても覚悟を決めようじゃないか。

「で、順番は……？」

「妾は最後が良いじゃろうな。その、色々とやってしまうであろうし」

　バツが悪そうにクスハが苦笑いをする。うん、クスハはね。嚙かんだり巻いたり引ひっ搔かいたりちょっと情熱的だからね。生傷が絶えない寝室になっちゃうからね。

「アンタはもう少し大人しく抱かれなさいよね……私は最初じゃなくても良いわよ？　じゃあ今日はデボラね」

「ごふっ!?　げほっ！　わ、わたし？」

　丁度蜂はち蜜みつ酒を口に含んだところだったデボラが咽むせる。蜂蜜酒ブシャーはせずに済んだようだ。デボラは蜂蜜酒を好んでよく飲む。クマさんだからだろうか？

「そうなるな」

「いやいやいやいや！　私が最初なんてそんな!?」

「じゃあデボラ、私、カレン、シェリー、シータン、クスハの順番ね」

「聞いて!?」

　デボラの慌てようを見てメルキナがニヤニヤと笑う。俺の口元もニヤついているに違いない。いつもはどこか姉御肌で頼れる雰囲気のデボラだが、こういう話になると途端に乙女なところが出てくる。これがまたかわいいんだよな。

　それが二人きりになって済ませることを済ませると途端に母性が出てくる。根っこは母性が強くて優しい性格なんだけど、普段は姉御肌を演じているせいでそれを崩されるのを極端に恥ずかしがるんだよな。

「じゃあそういうことで」

「励めよ」

「頑張りなさい」

「ちょぉっ!?　待って待って自分で歩くから降ろしてぇ！」

　話が決まったので俺はデボラを再び抱き上げて領主館へと向かった。勿論口笛や祝福の声に囃はやし立てられた。俺は気にしない。

「もうおそとあるけない……」

　デボラはそれから一週間、領主館から一歩も外に足を踏み出さなかった。








第六話　～神の試練に立ち向かいました～









「流石に疲れた……頑張ったな、俺」

　バラバラになったベッドの上にクスハが自分の糸で作った寝台。その上からそっと抜け出し、一つ伸びをする。体力を使い果たして規則正しい寝息を立てているクスハが起きる気配はない。こうなるように昨晩はそれはもう念入りにサービスしたからな。

　クスハの頰を撫なで、枕元に手紙を置いてそっと寝室を抜け出す。

「いてて……」

　比ひ喩ゆ表現ではなくボロボロになった身体を労いたわりながら廊下を歩いて領主館を抜け出す。隠形も発動しているから誰にも感づかれることはない。

　しかしやはりクスハとの夜は激戦だったな。生傷的な意味で。

　最近はかなり慣れたつもりだったのだが、昨晩はまた一段と激しかった。首筋に嚙みつかれた時は流石に焦ったね。

　結婚式の晩、デボラと一夜を過ごした翌日にはメルキナと甘々な感じでイチャつき、三人娘とは一人ずつ慎重に事を進めた。

　三人娘のことは詳しく語るのはやめよう。うん、危険だ。とりあえず、カレンは底無しでシェリーは敏感でシータンは回復が早かった。あの中で一番危険なのは間違いなくカレンだ。あれはアカン。今はまだ大丈夫だが、いずれマール以上の野獣になる気がする。シータンもかなり危険だ。シェリーはフラムと一緒で癒やし枠だな。

　ここ十日ほど続いた俺の長い戦いもようやく一段落である。いや、本当ならこれから先もずっとエンドレスなんだけどね。なんせ十人だからな。十人とか一日に二人は相手にしないとローテーションが組めないんじゃないだろうか。震えてきやがった……怖いです。

　外に出た俺は回復魔法で身体中の傷を癒やし、いつもの服の上にペロンさんの作ってくれた鎧よろいを装備した。ドラゴンレザーをベースに神しん銀ぎん製の装甲を取り付けた鎧だ。同じくドラゴンレザーで作った剣帯を装備し、神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんと晶しよう芯しん刃じん銀ぎん剣けんを差す。サークレット型の精神耐性魔導具を身に着け、鎧の杭くいホルダーに神しん銀ぎん製の加速投とう擲てき杭くいと黒鋼製の投擲杭を挿し込む。

　メニューを開き、神コールボタンを押す。

『もう、大丈夫かい？』

　ああ。

　俺は頭の中に聞こえてきた声にそう返す。この世界に来て、初めて聞いた声。言葉にすると身の毛がよだちそうだが、俺にとっては運命の声と言っても良いい声だ。

『ははは、酷ひどいなぁ……悪いね。なんとかこっちで対処しようとは思ってたんだけど、そろそろ限界なんだ』

　まぁ、よくやったんじゃないかと思う。相手が何者なのかは想像がつくし、きっとそれも一人や二人──いや、一柱や二柱ではないのだろう。実際ここまで持たせてくれたなら十分だ。最低限、やっておきたいことはできたと思う。最大限とは全く言えないが。

『一応ね、こっちとしても責任があるじゃないか。頑張ったよ』

　そうだな、感謝してるよ。ところで決戦場はどこが良いと思う？

『白亜の都。あそこの機械人形達が少しは役に立つんじゃないかな』

　奴の声に従って魔力を集中し、白亜の塔がそびえ立つ都の上空へと転移する。

　見下ろした白亜の都の様子は先日と変わりないようだ。しんと静まり返っている辺り、恐らく来訪者がなければ施設全体が休眠状態にでもなるのだろう。

　さて、勝算はあると思うか？

『どうかな。君に与えた権能は初めてのものだからね。前例がないから推測は難しい。案外あっけなくやられるかもしれないけど、私の予想だと結構良い勝負はできるはずだよ』

　なら励むとしよう。お前は大丈夫なのか？

『死にはしないよ。そういうモノだからね。ただ、薄い本みたいな展開にはなるかも……助けてくれてもいいのよ？』

　気が向いたらな。

『いけずだねぇ』

　笑うような気配が頭の中でする。相変わらず面めん妖ような感覚だ。

　そうしていると静寂を保っていた足元の白亜の都がけたたましいサイレンを鳴らし始めた。空に黒い染みが広がり、青い空を覆い隠し始める。まだ朝方なのに、まるでここにだけ夜の帳とばりが下りてきたような光景だ。夜の帳、夜空──いや、星一つ無いこれが夜空のはずがない。

　闇が降りてくる。

「先手必勝！」

　腰に差した晶芯刃銀剣の柄つかを握り、鞘さやに納めたまま魔力を通して極大爆破を発動する。作製した光弾の数は六発。それを黒く染まった空に立て続けに発射した。

　激しく明滅する光弾が夜に染まった空に突き刺さり、その奥で炸さく裂れつする。聞くだけで身の毛がよだつような怨えん嗟さの声が夜空の奥から響いてきた。

「フンッ！」

　晶芯刃銀剣を鞘から引き抜きつつ魔力を解放し、夜を斬り裂く。ざっくりと夜空が断ち割られ、裂け目から青空が顔を覗のぞかせる。苦痛に喘あえぐような絶叫が響き渡り、裂けた夜からバラバラと何かが落ちてきた。それは臓物のような、あるいは触手のような何かだ。玉虫色に輝くそれはどう見てもまともなものではない。

　晶芯刃銀剣での魔力解放斬撃が有効なようなので、再び魔力を篭こめる。そうしていると地上から発射された何本もの赤い光線が不安定に変動する夜へと突き刺さった。何かが焦げるような音と、小さい頃にプールで嗅かいだような強烈な異臭がする。白亜の都から飛んできているようだ。高出力のレーザーか何からしい。

「よっ！　たぁっ！」

　晶芯刃銀剣を通して増幅した魔力を光の刃やいばとして放ち、空を覆おうとする黒い夜のような空間を引き裂く。何度か繰り返しているうちにそれは薄くなって霧散していった。再び青く清々しい朝方の空が戻ってくる。

　こんなものか？　と安あん堵どしかけたその時、再び空に穴が空いた。

　一瞬で大きく広がった穴からかなりの速度で大きな影が飛び出してくる。

　その姿は一言で言えば、悪魔のような化物だった。緑色の肌に、巨大な人型の体たい軀く。下半身だけは茶色の剛毛に覆われており、足は二本だが人間というよりも雄牛か何かのようだ。ムキムキの上半身に異様に太い見るからにパワフルな腕。胸には何か冒ぼう瀆とく的な感じのする文様が入れ墨のように浮かび上がっている。背中には蝙こう蝠もりのような大きな羽。何より気味が悪いのはその頭部だ。

　不気味に輝く黄色い目玉、顔の中央辺りから生えた無数のピンク色の触手、大きく後ろに張り出した奇っ怪な頭部。おおよそ嫌悪感しか抱きようがない外観だと言える。

「なんだこりゃあ」

　俺の知る限り、こんな外観のメジャーな怪物はいない。とりあえずデーモンロードとでも名付けるか。そいつは背中の羽を大きく動かしてこちらへと突撃してきた。巨大な拳こぶしを振りかぶり、図体に見合わない速度の右ストレートを放ってくる。

「せいっ！」

　自分自身を風魔法で斜め上に吹き飛ばし、すれ違いざまに魔力を篭めた晶芯刃銀剣でデーモンロードの腕を斬り裂く。そして右手に持った晶芯刃銀剣を腰の鞘に納めながら左手で神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんを抜き放ち、柄を捻ひねってその大きさを最大サイズの巨剣へと変更する。
















「ウラァ！」

　回転しながら巨剣サイズの神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんを振り抜き、デーモンロードの顔面を真横に断ち切ろうとする。しかしその一撃はデーモンロードが首を咄とつ嗟さに後ろに反らしたせいで入りが浅かった。顎あごの辺りがぱっくりと横に裂け、青黒い血が噴き出す程度のダメージしか与えられなかった。

『ＧＨＯＡＡＡＡ！』

　デーモンロードが怒りの声を上げながら腕を振り回し、こちらをはたき落とそうとする。流石にあれに叩たたかれるのは御免被りたいので、風魔法を使って距離を開ける。しかしその判断が間違いだった。

『ＧＲＲＲＲＲＲ！』

　デーモンロードの胸の文様が赤黒い、いかにも邪悪そうな光を放った。次の瞬間、奴を中心に空中を覆い尽くすほどの無数の光弾が出現する。

「魔法か」

　どれほどの威力かはわからないが、黙って受けてやることもない。神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんを左手で保持し、腕の杭ホルダーから抜いた黒鋼製の投擲杭を全力で奴に投げつける。

　ドガァン！　と空気を割る音を立てて黒鋼製の投擲杭が飛び、展開された光弾を突き破ってデーモンロードに命中した。狙い通りムキムキの胸のど真ん中に命中したらしく、奴が絶叫しながら怯ひるむ。同時に無数の光弾も消え去った。

　巨剣を大きく振りかぶり、自身の身体と神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんに魔力を集中──短距離転移でデーモンロードの顔のすぐ前に転移する。

「くたばれぇ！」

　呆ほうけた表情のデーモンロードの頭に巨剣を振り下ろし、やつの顔と上半身の中ほどまでを唐竹割りにしてやる。普通の生物なら間違いなく即死だろうが、こんな化物相手だとそれもなんとも言えない。

「アァァァァッ!!」

　巨剣を我が武む者しや羅らに振るい、デーモンロードの全身をバラバラに引き裂く。流石にあそこまでバラバラにすれば大丈夫だろう。地面にはモリビトシリーズもいるようなので、きっと未来兵器じみたサムシングで適切に処理してくれるはず。

　神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんを巨剣モードから片手剣モードに戻しつつ、血塗まみれになった全身と剣に浄化をかける。これで気分爽そう快かいだ。

『ふむ……生体兵器では相手にならんか』

　圧倒的な威圧感を持つ声が天から響く。

　俺の現在位置よりも相当高い場所に光が集まりつつあった。それは実に奇妙な光景だ。朝方の太陽の光が捻ねじ曲がり、一点に集まっているように見えるのだ。

　光と空間を歪ゆがめながら今の声を発した何者かが顕現しようとしている。

　俺が取った行動は迅速だった。腕のホルダーから次々に投擲杭を引き抜き、連続で二本投とう擲てきする。一本目は加速術式を刻んだ神しん銀ぎん製の杭、二本目は何の変哲もない黒鋼製の杭だ。

　一本目の神しん銀ぎん製の杭は歪んだ空間に歪わい曲きよくされ、軌道が捻じ曲がって明後日の方向に飛び去っていった。そして二本目の黒鋼の杭は空間の歪曲も物ともせず集中する光に到達したものの、高熱のためかジュッという音を立てて蒸発した。

「チッ！」

　空間を歪めるような防壁と超高熱の防壁の二段重ねか。ならどうする？　俺は再び晶芯刃銀剣を抜き、神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんを鞘に納める。晶芯刃銀剣に魔力を篭め、剣を振りながら空間魔法の攻撃魔法の一つ、空間切断を発動した。

　耳を劈つんざくこの世のものとは思えない音が鳴り響き、凝縮しつつあった眩まばゆい光が弾はじけ飛んだ。返す刀で魔力を解放し、光の凝縮していた場所を魔力解放斬撃で斬る。

『小こ癪しやくな』

　明らかに苛いらついた声が響き、魔力解放斬撃が爆発とともに搔かき消えた。もうもうとたった煙が強風によって吹き払われ、純白の布を身体に巻いた偉丈夫が現れる。

　真一文字に結ばれた唇と、顰ひそめられた眉まゆ。顔つきは整っているというよりは厳しさを感じさせる造りで、ボリュームのある癖っ毛の明るい茶髪が風に揺れている。何より強烈な印象を抱かせるのはその燃えるような意思を宿した瞳ひとみだ。

　その目に宿すのは憤りか、それとも使命感か。俺より高みにいるその人物──いや、神は俺を確かにその瞳に捉とらえ、見下ろしていた。

『哀れなる咎とが人びとよ。神妙にせよ』

「やなこった。こちとらやっとこさ式を済ませて幸せの絶頂なんだ。そう簡単にくたばってたまるかっての」

『では、仕方あるまい』

　得体の知れない威圧感が俺を苛さいなむ。だが、俺だって簡単に始末されるつもりは毛頭ない。未いまだ嘗かつて無い本気の殺し合いが今から始まることになるだろう。そんな予感が俺に怯おびえを齎もたらそうとする。

　だが、ここで諦あきらめれば。ここで負ければこちらの世界に来てから積み上げてきたものが全て失われる。俺の人生で初めて見つけたものが、手に入れたものが失われる。そんなことは絶対に許容できない。

　マールを、皆を失うなんて絶対に嫌だ。俺は絶対に帰る。皆のもとに帰るんだ。

「どうしても俺を殺すというなら。俺から何もかもを奪おうというんなら、容赦はしない」

『過ぎた力に溺おぼれさせられ、見るべきでない夢を見せられ……哀れな奴よ』

「黙れ！」

　晶芯刃銀剣に魔力を篭め、空中を駆けて斬りかかる。神は俺の斬撃を眩い光の剣で受け止めた。バチバチと音を立てて俺の魔力と奴の剣が反発する。全力を篭めて押し込む。大丈夫だ、力負けはしていない。

『あの方も趣味が悪い。分不相応な凡人に自らの力を与え、何人もの美び姫きを操り傅かしずかせる。大だい氾はん濫らんを操作し、御しきれないほどの魂を喰くらわせ、征服欲と支配欲を肥大化させ……当人は何も知らず、裸の王を演じ続ける』

「黙れぇっ！」

　至近距離で魔力解放斬撃を放ち、神を吹き飛ばす。吹き飛んだ神は涼しい顔だ。

『お前だって気付いているのだろう？　自分のような凡愚には過ぎた力であることは。余りにも都合の良いことばかり起こっているということは。まるで何かに操られ、導かれているかのように事が進んでいるということは』

　晶しよう芯しん刃じん銀ぎん剣けんに魔力を篭め、剣を引き、身体を弓のようにしならせる。風魔法も併用して限界まで加速。狙いはただ一点、余裕ぶって口を動かしているいけ好かない奴の胸だ。

「黙れええぇぇぇっ!!」

　限界まで魔力を増幅し、眩い光を放つ晶芯刃銀剣を神の胸元に突き立てる。その長大な刃の中ほどまでが神の胸を貫き、神はその身体を震わせた。そのまま刀身に篭めた魔力を爆発させ、神の身体を内部から吹き飛ばす。




　かみはばらばらになった。




　ここで、やったか!?　なんてフラグ満載のセリフを吐くつもりはない。仮にも神を名乗るというなら、これくらいで死んだりはしないだろうと思う。

　ただ、これは収穫だ。限界まで魔力を増幅した晶芯刃銀剣の一撃は、神の肉体を貫けるし、その状態での魔力爆轟フオースデトネーシヨンは神の身体を粉々に吹き飛ばすことができる。

『無駄なこと。その程度で神格を傷つけることなどできはしない』

　ばらばらになった神の肉体が光となって砕け、少し離れた場所に再集合して結像した。そこには傷一つ無い神の姿がある。ははぁ、なんともまぁ。神とは不定形のスライムじみた存在であったか。

『お前の力は所しよ詮せん与えられただけの偽りの力。そんなもので我が身を滅ぼすことは……』

　俺は戯ざれ言ごとを聞き流しながら無言で再度剣に魔力を限界まで篭め、無防備に身体を晒さらす神に斬りかかった。次の狙いはその肩口。全力で剣を振るい、右腕を斬り落とす。

『無駄なこと』

　斬れる。これも収穫だ。斬り落とした腕が落下していくのを視界の端に捉えながら、返す刀で上半身と下半身を泣き別れにしてやる。そこで神は俺へ手を翳かざし、強烈な衝撃波のようなもので俺を吹き飛ばした。

　内臓を滅茶苦茶にシェイクされたかのような不快感が俺を襲うが、なんとか空中で体勢を立て直して神を視界の中心に捉える。斬り落としたはずの神の右腕と下半身が光とともに再生するのが見えた。

　斬り落としたり破壊したりした肉体がもとに戻るまでには数秒のタイムラグがある。なるほど。

『ふむ、なかなか頑丈だ。しかし抵抗は無駄だ。お前の攻撃で私を滅することはできない。人間の力で神を滅することなど、できはしない。それがこの世界の理ことわりだ』

「諦めたらそこで終了だろうが。それに、俺にはあいつがついてるんだろ？　ならやってやれないことはない。あいつもそう言っていたしな」

『いくらあの方の力であろうと、矮わい小しような人間が振るうのであれば宝の持ち腐れというものだ。諦めろ、お前に成せることなど何もない』

「うっせぇ、さっきから借り物だのなんだのとピーチクパーチクと。元は借りた力でもなぁ、死ぬ思いして育てたんだからこの力は紛れもなく俺のもんだ！　この剣だって俺が素材を作り出して、俺のアイディアで作り出した俺の力だ！　俺とマールの出会いには確かにあいつの作為があっただろう、だがマールと一緒になることを選択したのは俺だ！　そしてマール自身だ！　少なくとも、俺はこの世界で俺自身の意思で歩んできた！　それを否定する権利なんざ俺以外の誰にもねえ！　神だかなんだか知らねぇがうっせぇんだよボケナス！」

　左手で中指をおっ立てながら啖たん呵かを切る。俺の力が与えられたものだということは否定しないが、どのスキルを取るか選択し、育ててきたのは俺だ。マールと一緒になることを選んだのだって俺自身だ。別に逃げようと思えばいつだって逃げられたさ。

　フラムとの酷ひどい出会いも、大氾濫を収めるという選択も、獣人達を救うという決断も、クスハとの出会いも、ティナとの過ちも、デボラやメルキナや三人娘を嫁にするっていう選択も、勇魔連邦を作るという決意も、ネーラとステラを救うという決断も、全て、何もかも俺自身の意思で行なったことだ。

　今、俺がここに存在し、神と対たい峙じしているのは全て俺の選択と、決断と、意思の結果だ。

　空中で大きく右足を引き、両手で持った剣の柄つかを頭の上まで持ち上げる。

「あいつに操られていた？　力に溺れさせられていた？　お前がそう思うならそうなんだろう、お前にとってはな！　だが、俺にとっての真実は一つだけだ！　愚かと思うならそう思えばいい。だが、俺は現状に満足しているんだ。それを奪うと言うなら愚者は愚者なりに必死に抵抗させてもらう」

　俺は晶芯刃銀剣の切っ先を名も知らぬ神に向けて言い放つ。

「愚者の一念、その身に刻め！」

　そして剣の魔力を解放しながら剣を振る。俺とヤツとの距離は優に数十ｍは離れていたが、斬れるという確信が俺の中にあった。

『クッ!?　貴様！』

　解放した魔力が無数の刃やいばとなって神を切り刻む。その一撃は神の肉体を断つというまでの威力はなかったが、確かに『神を傷つける』一撃だった。人の力では神を傷つけることはできない、というこの世の『摂理を斬る』一撃だ。

『人の身で神を斬るか！』

「身内にそういう冗談みたいなおっさんがいるんでね。見よう見まねだよ」

　癒えない傷に怯む神に急接近し、斬りつける。今の一撃に脅威を感じたのか、神は今までとは見違えるような機敏な動きで俺の斬撃を回避した。折角のチャンスを逃す道理は無い。体勢を崩す神に畳み掛けるように連続で斬りつけ、胴体を庇かばうように突き出された左ひだり肘ひじより先を斬り飛ばす。

「もらった」

　飛んだ左腕に手を伸ばし、ストレージに収納する。そしてすかさずメニューを操作して「ヴォールトの左手」を解体してやった。

『ッ!?　貴様っ、何をした!?』

「さぁなぁ？」

『人の力で神を滅することなどできる筈はずが……!?』

　人の身で滅することができないなら、神の力で滅すればいい。

　俺の力があいつに与えられたモノだというのなら、メニューの力とは即すなわちあいつの力に相違ない。人間の力で滅することができないならあいつの力で滅するまでだ。

　奴の顔に初めて憤ふん怒ぬの感情が走り、膨大な魔力のような何かが奴の身体から溢あふれ出した。溢れ出した魔力が衝撃波へと転じ、至近距離にいた俺を弾き飛ばす。

　斬り飛ばして滅したはずの左手と身体中の傷を癒やしながら奴──ヴォールトは呟つぶやいた。

『認めよう、人間。貴様は愚かで哀れな被害者などではなく。この世の脅威であると』

「ヤダナー、ぼくはなにもわからないおろかなひがいしゃです、よっ！」

　加速術式を仕込んである神しん銀ぎん製の杭くいを投げ放ち、間合いを詰める。爆裂光弾でも連射しようかと思ったが、視界を塞ふさぐのは不味い。ここは四属性最強魔法の中でも随一のエグさを誇る風ふう葬そう螺ら旋せんを選択する。

　突き出した俺の右手から目に見えない無数の風の刃の螺旋がその身を嚙かみ砕くだき、削り、血煙に変えんとヴォールトへと突き進んだ。

『甘い』

　しかし、ヴォールトの全身から激しい雷が走り神しん銀ぎんの杭も無慈悲な風の顎あぎとも消し飛ばしてしまった。発せられた雷が奴の右手に集い、槍やりを形作る。

『神の怒りをその身に受けよ！』

　それはまさしく雷らい槌ついだった。

　避ける間もない刹せつ那なの間に俺の身体へと到達し、全身に激しい衝撃と痛みが走る。身体が震え、力が抜けそうになった。

「ウッギギギィ！」

　だが、意識を失うほどではない。泣きそうになるほど辛いが、力尽きるほどのものではない。身体中に魔力を循環させ、回復魔法を使って癒やす。気づけば地面がすぐそこだ。なんとか飛行魔法を再行使して浮かび上がった。

『グッ!?　小癪な機械人形共が！』

　奴がいるはずの空に視線を移すと、数多あまたの火線が地上からヴォールトに向けて放たれていた。レーザーが、実体弾が、ミサイルのようなものが、地上から空に向けて降る豪雨の如く放たれている。それは紛れもなく白亜の都から放たれる神に対する反逆の意思であった。

　空のヴォールトからも地上に向けて無数の雷が放たれ、地に雷が落ちるたびに一本、また一本とヴォールトに向けられる火線が減っていく。

　俺は隠おん形ぎようを発動して一気に高度を取った。しかしヴォールトは俺の位置を正確に把握しているのか、上昇する俺に向かって何条もの雷が放たれる。しかし今度は光の盾が俺の前に出現し、それを防いだ。あまり活躍することのなかった光魔法の光こう盾じゆんの魔法である。展開しながら移動できるので使い勝手がなかなか良い。

「ウラァ！」

『はぁっ！』

　俺の振るった剣と、ヴォールトの雷の槍が激しくぶつかり合う。先程俺を打ち据えた雷槌ほどの威力ならともかく、剣越しに伝わってくる程度の電撃では今の俺はびくともしない。ＰＯＷでの抵抗に加え、レベル２の魔法抵抗もそれなりに仕事をしているようだ。

「というかな、俺はお前に狙われる理由がわからないんだが。放っておけよ」

『貴様は調和を乱す存在だ。現に、貴様が現れてから少しずつこの地に乱れが発生している』

「大氾濫を跳ね返したのがそんなに悪いことか。俺は自分の居場所を守れた、ついでに多くの人の命も守れた。いいことだらけだろうが」

『結果、人は増え過ぎる。人間が増え過ぎればいずれ人間同士で争うようになる。貴様もそれを識しっているだろう』

「だからって俺一人を狙い撃ちにするこたねーだろうが！　間引くなら勝手にやれ！」

　激しくお互いの武器を打ち合わせ、時に拳こぶしや蹴けりも繰り出し合う。お互いの武器に篭こめられた魔力が一合ごとに激しい光と衝撃波を撒まき散ちらすが、俺達はそれをものともせずに踊る。

『貴様の腕は長すぎるのだ。カレンディル王国のどこに予備プランを投入しても転移や高速移動を駆使されて一日も経たずに対処されるのでは意味もない。投入できる戦力にも限りがある。まず貴様を排除しなければ事は進められん』

　確かにそう言われればそうだ。

　もしさっきのデーモンロードのような化物が出現したという一報があれば、俺は恐らく現場へと急行して暴れまわるだろうな。あんな強大な化物が相手となれば現地を治める領主やカレンディル王国への貸しを作るのに最適だろうし、化物から得られる素材があるかもしれないと考える。

「つまり交渉の余地はないってことだなっ！」

　ヴォールトの胸ぐらを摑つかみ、ぐるぐると回転して勢いを付けてから地面へと投げつける。ヴォールトは為なす術すべもなく白亜の都へと墜おちていった。してやった、と思った瞬間俺の身体を雷槌が突き抜ける。

「あガッ!?」

　光盾を展開していたため先程よりはマシだが、一瞬動きが止まった。あの野郎、墜ちながら槍を投げつけたのか。魔力を篭めて雷を散らし、奴が墜ちた白亜の都へと突撃する。

　地面ではモリビトシリーズ達とヴォールトが激しく争っていた。いや、正確にはヴォールトがモリビトシリーズを蹂じゆう躙りんしていた。ヴォールトが纏まとう雷のフィールドはモリビトシリーズを寄せ付けず、ヴォールトの振るう雷の槍は一方的にモリビトシリーズを薙なぎ払はらっていたのだ。

「弱い者いじめは感心しないぞ」

『不良品を廃棄処分するのも管理者の務めだ』

「全知でも全能でもないのに神を名乗るお前だって不良品だろうが」

『そんなことは貴様に言われるまでもない。だが、必要なのだ』

「俺としてはいい迷惑だ」

『だが、誰かがやらなければ最終的に取り返しのつかないことになる。我々はそれを学んだ。だから繰り返さないようにするために存在しているのだ。それが私の信念だ！』

「エゴでもなんでも、多数のために犠牲にされる少数になる気は、俺にはない！」

　地に足をつけて武器と拳と信念をぶつけ合う。白亜の地面に、建物に、斬撃痕こんと打撃痕が深々と刻まれ、穿うがたれる。

　先程左手を分解されたのがよほど嫌だったのか、ヴォールトはなかなか隙を見せてくれない。しかし、ここまで互角以上に戦える相手などこの世界に来てから初めてだな。そろそろ奥の手を出すべきか。

　晶しよう芯しん刃じん銀ぎん剣けんに篭めた魔力を解放し、敢あえて衝撃波として拡散させて間合いを取る。再び晶芯刃銀剣に魔力を篭めながら集中し、発動。

「聖光波動……ハァッ！」

　俺の身体に強烈な光を放つ魔力が付与される。光魔法の最上位魔法である聖光波動は、身体に光の魔力を纏わせて身体能力を向上させる魔法だ。更に身体中に魔力を循環させ、魔闘術による身体強化も発動させる。

「シャァッ！」

　俺の踏み込みで白亜の材質で舗装された道が砕け散る。

『むっ!?』

　地上戦だからこそこの強化は意味がある。空中では魔法での移動がメインになる上に踏ん張りも利かないので身体能力を強化しても意味がなかった。しかし、地上ならば話は別だ。大地を蹴り、今までよりも遥はるかに速い速度でヴォールトへと踏み込む。

「くたばれぇ！」

　加速度と全体重を乗せた晶芯刃銀剣の一いつ閃せんが雷の槍ごとヴォールトの身体を袈け裟さ懸けに切り裂いた。

「うおああぁぁぁァァッ！」

　更に横よこ薙なぎにヴォールトの身体を斬る。ずしゃり、と上半身と下半身が分かれた。すかさず下半身をストレージに取り込んで解体する。

『グゥッ……見事』

　ヴォールトは上半身のまま浮かび上がり、光と共に失った下半身と袈裟斬りに裂けた傷口を再生する。そしてそのまま力なく墜落し、片かた膝ひざを突いたまま蹲うずくまった。顔だけを上げ、苦しげな表情を見せる。

『貴様の力は認めよう、だが……』

　ズンッ、と凄すさまじい重圧がかかり、思わずよろける。それは、それらは上空から現れた。

　白銀の甲かつ冑ちゆうに身を包み、立派な剣と盾を携えた偉丈夫、恰かつ幅ぷくの良い身体に浅黒い肌、人の良さそうな恵え比び須す顔がお、手に持つのは酒瓶、肌が透けて見える透明な羽衣を纏まとった妖よう艶えんな美女、飄ひよう々ひようとした雰囲気を持つ金髪の美少年、シニカルな笑みを浮かべるローブの男、大おお槌つちを肩に担ぎ、その他にも多数の槌やつるはしを携えている屈強な老人、その他にも数人の男女と、無数の天使達。ある者は剣を、ある者は槍を、斧おのを、弓を携えた仮面の天使達。

　そして、四肢を光る縄に拘束された小柄な人物と、その隣に浮かぶ金髪碧へき眼がんの美女。

『おやおやヴォールト、随分とやられたもんだね』

『少々遅かったのではないか』

『いやいや、これでも上出来さ。エンジェルズの損耗は九割、ヴィーゾリアとペルメリア、シュブネルは一回休みさ。僕達だって一人も無事じゃないよ』

　ヴォールトに話しかけられた金髪の美少年がケラケラと笑う。彼の言う通り、この場にいる天使以外の男女は皆どこかしらに傷を負っていたり、衣装がボロボロだったり、装備品が破損したりしているようだ。

『しかしヴォールトよ、たかが人相手にその有様は酷ひどいのではないか？』

『たかが人と侮るな。この者の剣は摂理を斬り、我にも見通せぬ方法で神の力を消し去るぞ』

『えっへっへ、確かに油断はしないほうがええやろなぁ。わてらを見ても心が折れとらんで、あいつ』

『相手にとって不足なし』

　恵比須顔が笑いながら酒を呷あおり、鎧よろい騎士が剣を抜く。

『いくら腕が立とうともこの数の神の前には無力。神妙にするが良い』

「従うわけねぇだろバァーカ！」

『そうだそうだー、やっちゃえ。そして私を助けてプリーズ！　助けてくれたらなんでもするよ！　ほら！　この瑞みず々みずしい身体を隅から隅まで！』

「うっせぇ黙れ駄神！　やられた上に大量にトレインしてくるんじゃねーよ使えねぇ！」

『できるだけ時間稼ぎして雑魚を九割倒してしかも大物も三人返り討ちにしたのにこの扱い！　ゾクゾクする！』

　光る縄に縛られた小柄な人物がクネクネしながら恍こう惚こつとした声を上げる。

　見た目は美少女である。見る角度によって七色に見える不思議な銀髪をショートカットにした少女で、シンプルな白いワンピースを身に着けている。だが俺は信じない。

「どうせお前あれだろ。脱がしたらついてるんだろ。わかってるぞ俺は。お前はそういうやつだ」

『大丈夫、ついてるけど前の穴も後ろの穴もあるよ。トロトロキツキツの名状し難い名器だよ！』

「その下品さは間違いなくあの駄神だな！」

『そんなに恥ずかしがらなくても良いいのに。君、そういうのもイケるクチでしょ？　向こうの世界じゃそういうのでも』

「うるせえ！　黒鋼の杭ぶつけんぞ！」

　咄とつ嗟さに全力で投げた黒鋼の杭が駄神の頭に当たり、大きなたんこぶができる。あいつ絶対余裕あるだろ。ギャグ漫画かよ。赤熱化するほどの速度で投げた金属の塊が頭に当たってなんでたんこぶで済むんだ。

『ガイナちゃーん、タイシが虐いじめるぅ』

『はいはい、黙ってましょうねー』

『えっ？　それ私のパンむぐーっ！』

　ガイナがにこやかな笑顔で容赦なく白い布切れを駄神の口に突っ込む。割と容赦ないな、あの女神様。

『茶番は終わったか？　抵抗するなら抵抗するが良い。結果は変わらんがの』

　大槌の老人が肩に担いでいた得物を構え、ローブの男も杖つえを構える。薄布の妖艶な美女の周りに水球が浮かび、ゆっくりと回転を始めた。そして仮面の天使達も武器を構える。

「かかってこいやぁ！」

　晶芯刃銀剣に魔力を篭め、俺は全力で地を蹴った。
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『オォッ！』

「だらぁ！」

　鎧騎士の剣を半ばで折れた左手の神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんで受け止め、右手の晶芯刃銀剣で打ちかかってきた仮面の天使を貫き、爆散させる。真上からの危険察知に従って魔力爆轟フオースデトネーシヨンを発動。

　真上から迫ってきていた金髪の美少年を鎧騎士ごと弾はじき飛ばす。普通の魔物なら粉々に消し飛ぶ魔力爆轟もこいつら相手では多少の距離を弾き飛ばす程度の効果しかない。ふぁっきん。

『フンッ！』

『そこや！』

　左右から迫ってきた影に舌打ちをして短距離転移を発動させるが、魔力が霧散して発動しない。舌打ちをしながら左手から迫ってきている大槌の老人に向かって半ばから折れた神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんを投げつけ、右手から迫ってきている恵比寿顔に斬りかかる。しかし巧みな動きで恵比須顔は俺の斬撃を回避し、そのまま俺の腕を摑んで関節を極きめにきた。

　背後から恐らく神しん銀ぎん自じ在ざい剣けんが砕け散ったのであろう粉砕音が聞こえてくる。

「ちぇあぁっ！」

『おほぅっ!?』

　空中で身を捻ひねって極まりかけた腕を振り払い、逆に恵比須顔を背後に向かって投げつけた。ガキーンッ！　と良い音が鳴って恵比須顔が吹っ飛んでいく。

『ちょぉっ！　バルガンドはん勘弁してぇや！』

『悪いな、事故だ』

　背後で言い合う声が聞こえるが、構っている暇はない。離れた場所からこちらを見下ろしているローブ男に向かって全力で飛ひ翔しようする。

『クローネ、来たぞ』

『うるさいわねぇ。私に頼らないで自分でなんとかしなさいよ』

『俺は奴の魔法を妨害するので忙しい』

　ローブ男に向かう俺の前に水の衣を纏った妖艶な美女が割って入ってきた。分厚い水の壁が展開され、俺の行く手を阻まんとする。

「邪魔だぁ！」

　晶芯刃銀剣の魔力を解放しながら渾こん身しんの力で水の壁に突きを入れる。

　しかし、俺の刺突は水の壁を突破できずに途中で切っ先が止まってしまった。剣を水の壁に搦からめ捕とられる前にストレージに収納し、すぐさま魔力を篭こめた貫ぬき手てを水の壁に突っ込む。

『んなっ!?』

「吹き飛べ！」

　水の壁を貫いた俺の手の先から極光を放つ光弾が発生し、大爆発を起こした。水の壁の向こう側が白く塗り潰つぶされ、右手に激痛が走る。しかし効果はあったようで、水の壁は力を失ってただの水になって地表へと降り注いでいった。

「がぁぁぁっ！」

　何処かへ吹き飛んだ美女の後ろにいるローブ男に向かって左手で黒鋼の杭くいを投げつけ、更に間合いを詰める。

『ぐぁっ!?　き、きさっ』

「死にさらせやあぁぁぁぁぁぁっ！」

　咄嗟にローブ男が張った防御障壁は黒鋼の杭に破壊され、ついに俺の左手がローブ男の胸ぐらを捕まえた。ローブ男を左手に摑つかんだまま振り回し、襲い掛かってくる天使達をぶち飛ばす。

『んがっ!?　ぐえっ!?　ぎゃあぁ!?』

　ローブ男で周りの天使を蹴け散ちらしつつ、右手を回復魔法で癒やして今度はしっかりとローブ男の足首を摑む。これで振り回しやすくなった。

「おらぁぁぁぁっ！　遠くからちまちまと魔法を妨害しやがってこのネクラホモ野郎！」

『よしいいぞもっとやれ！　大回転！　大回転！』

　駄神が俺に野次のようなエールを送ってくるが、無視してローブ男を振り回し続ける。普通の方法で神を傷つけられないなら神の力（物理）を借りるのも良い手だとは思わないか？

　しかしローブ男を振り回していると、先程吹き飛ばした鎧騎士が復帰して迫ってきた。あいつ相手にこんなもやし野郎を振り回すとぶった切られそうなので、回転で加速したローブ男を鎧騎士に向かってブン投げる。盾で受け止められたローブ男が『ぐぎゅうっ!?』ってすごい声を出していたが、無視してストレージから晶芯刃銀剣を取り出す。

『よくもまぁ神相手にここまで暴れるものだ。俺は貴様が気に入ったぞ』

「そりゃどうも！　死ねっ！」

　魔力を充じゆう塡てんして鎧騎士と斬り結ぶ。

　こいつは何の神なんだか知らないが、とにかく剣と盾の扱いが上手い。パワーも俺と同等以上で、油断がならない。本当は遠距離戦に徹したいんだが、いつの間にか剣の間合いに入ってくるので気が抜けない。

『貴様をここで始末せねばならんのが実に惜しい』

「やれるっ、もんならっ、やって、くぅっ！」

　全力で鎧騎士と斬り結ぶがこちらの攻撃は巧みに受け流され、あちらの攻撃が着実に俺の肉体を傷つけていく。やはりこいつと真正面から斬り結ぶのは駄目だ、負ける。

『バルガンド』

『うむ』

　いつの間にか大おお槌つちの老人が俺に迫ってきていた。まずい、転移は間に合わない。槌の直撃を受けないためには晶しよう芯しん刃じん銀ぎん剣けんで受け止めるしか手がない。くそっ、こいつの大槌は！

　──パキィン、と音を立てて晶芯刃銀剣が砕け散る。

　こいつの大槌は装備品を破壊するのだ。

「ぐっ、まだ！」

『詰みだ』

　鎧騎士の剣が俺の胸を切り裂き、老人の大槌が俺を地面に向かって叩たたき落とす。

　凄まじい衝撃と痛みに襲われ、気がついた時には高空からヒビだらけの白亜の都に叩きつけられていた。あまりの衝撃にペロンさんに作ってもらった鎧が砕け、千切れる。物理耐性のお陰で即死には至らなかったが、あまりの激痛に身動きが取れない。

「く……そが」

　身動きの取れない俺のもとに仮面の天使達が降り立ち、俺の身体を押さえつけるようにそれぞれの武器を地面へと突き立てた。
















『やっとですね』

　そして倒れた俺の直ぐ側に金髪碧眼の地母神が降り立つ。その後ろには拘束された駄神が宙に浮いていた。ガイナは俺の直ぐ側に座り、俺の頭を持ち上げて唇に吸い付いてくる。

「んんーっ!?　ふむっ！　むぅーっ！」

　俺の中の魔力が強制的に吸い上げられる。恐らく始原魔法なのだろうが、必死に抵抗してもどんどん俺の魔力が一方的に吸い取られる。そして堪こらえようの無い快感が俺の全身を突き抜けた。身体から力が抜け、思考がまともに回らなくなる。

『あーあ、不倫は良くないと思うよ？　ガイナ』

『必要な処置なのでこれは不倫ではありません。出したり入れたりしてないでしょう？』

『その魔力、私にも少しだけ分けてくれないかなー？　私の使徒のモノなんだから、一口くらい味見する権利があるよね？』

『駄目です。また暴れるつもりでしょう？』

『ぐぬぬ』

　頭がぼーっとする、視点が定まらない。ガイナと駄神が何か言い争っている。

『稀まれに見る武士だった。母上の寵ちよう愛あいを受けていたとしても、戦闘センスは本人のものに相違ない。事情が事情でなければ俺の使徒にしたいくらいだ』

『ウム……まだまだ荒削りだが、なかなか面白い発想の武器ではあった。惜しいな』

『おぇっ……さっさと始末するぞ。この手の英雄相手に油断は禁物だ……うぇっ』

『あー、すとっぷすとっぷ。殺すなら私が与えた権能を私が回収してからじゃないと君達が困ることになるよ？　魂にくっついてるから、この世界のどこかに同じ能力と記憶をもったまま転生しちゃうぞー？』

　駄神の言葉に神々が騒然とする。

　確かにそれでは意味がない、取り去ってもらうべきだ、いやいや噓に決まってる、母上のことだから何か企たくらんでる、今すぐ殺すべきだ、しかしそれで本当に記憶と能力をもったまま赤子に転生したらどうする、今度は同じことにならぬよう潜伏するに違いないぞ、そうなったらあまりにも面倒だ、生まれてくる赤子を全て検査するというのか、人に生まれるとは限らないしそんなの無理、やはり母上に任せるしかあるまい。

　ことばがおどる。まわりがうるさい。きられたきずがいたい。

『それじゃこれ、解ほどいてよ。ほらほらハリーハリー、タイシくん死んじゃうよー？』

　ひかりがきえて、だれかがちかよってくる。おれをおさえつけていたものがなくなった。

『さーて、まずは傷を治してっと……ごめんね、頑張ったけど守れなくてさ。せめてあの子達の近くに送ってあげ──』

　ちからがぬける。からだがおもい。ぽっかりとこころにあながあいたようなきがする。

『へぇ、これはこれは。いやぁ、本当に面白いねぇ、君は』

　痛みが消え、意識がはっきりする。

　目の前には駄神の顔。何故か俺の唇は塞ふさがれている。ぬるりと舌と舌が絡み合い、甘い香りが俺の鼻び腔こうを満たす。

　奴は満足げな表情で俺の目をじっと見つめた。

『ッ!?　取り押さえろ！』

　神の中の誰かがそう叫んだが、凄すさまじい稲光と轟ごう音おんがその声を搔かき消した。駄神の身体にパチパチと紫電が絡みつき、その玉虫色を帯びた銀髪がふわりと広がる。

『いやぁ、ヴォールトの力が結構取り込まれてたね。まさか取り込んで神力に分解してあるとは。これで首の皮一枚繫つながったね』

　神々の攻撃が怒ど涛とうのように迫るが、その全ては雷の防護壁に阻まれて俺達に届かない。

『こうなったら一いち蓮れん托たく生しようだね☆　さぁ愛の逃避行だよ！』

「え？　お前と？　やだよ」

　ドン引きだよ。ドン引き。こいつと愛の逃避行？　ナメクジと愛の逃避行したほうがマシだよ。ないない。

『そこは頷うなずこうよ!?　乗ろうよ、このビッグウェーブに！　というかナメクジ以下はさすがにないよね!?』

「いやぁ、美少女でも名状し難い駄神はちょっと」

『ええい問答無用！　イクよ！』

「発音がなんかいやらしい感じじゃないですかやだー！」

　いまだ倒れている俺に覆い被かぶさるように駄神が抱きついてくる。そして程なく天が裂け、極太の雷が何発も落ちてきた。視界が真っ白に染まり、俺と駄神の身体が溶けて混ざり合う。意識が、途絶える。








第七話　～最悪の存在に取とり憑つかれました～









　気がつくと、森の中だった。駄神の姿は無い。

　辺りを見回すが、周りは完全に森だ。人家どころか獣道すら見当たらない──が、すぐ傍にある大きな木が真っ二つに裂けて焦げ付いている。雷でも落ちたのだろうか？　うん？　雷？　そう言えばあの駄神と溶け合うようなおぞましい感覚があったような？

　自分の身体を確認する。ちゃんとついてる、よし。おっぱいも膨らんでない、よし。体格に変化は無し、よし。髪の毛を何本か抜いて確認する、黒い、よし。俺正常！

『タイシくんの中あったかいナリィ……』

「[image: ][image: ]ーーーーーっ！　悪霊退散！　悪霊退散！」

　全く正常じゃなかった！

　脳内から聞こえた名状し難い声を聞いた俺はＳＡＮ値チェックに失敗、一時的狂気に陥り半狂乱状態で謎の踊りを踊る！

『悪霊じゃないよ！　らぶりーちゃーみーあなたの後ろに這はい寄よる』

「それ以上はいけない。ノリ過ぎた俺が悪かったからやめろ」

『しょうがないにゃぁ……いいよ』

　脳内で囁ささやく駄神がウザくて生きるのが辛い。

　とりあえずわけがわからないながらも駄神の行方はわかったのでその場に座り込む。ここがどこだかわからないが、今後の方針を決めなければならない。

「ここ、どこだ」

『わかんないネ♪　大陸を飛び出すほどの力は残ってなかったから、ピート大陸の外には出てないはずだよ』

「まぁ、飛べばわかるか。つか転移で戻ればいいや」

　メニューを開く。

　あれ？　開かない。

『ああ、君に与えてた権能は一回取り払ってるから使えないよ。スキルシステムも取り払ったからサポートは受けられないし、ストレージも使えないね』

「は？　いやいやなんとかしてくれよ」

『無・理☆　そもそも私の神力は根こそぎ奪われちゃってたし、タイシくんがストレージの中に溜ため込んでたヴォールトの神力はあの場を凌しのぐのと、ここまでの転移で使い切っちゃってるからネ。今の私はほとんど意識だけの搾りカス状態さ！』

「使えない上に人の頭に寄生とかほんとお前役立たずだな」

『あと、神力を回復するためにタイシくんからほんの少し力を貰もらってるから。末永く養ってね☆』

「いますぐ出てけ。ハリーアップ！」

『そうしたらまたヴォールト達に見つかっちゃうと思うけど大丈夫？　今、私が君をあの子達の探知から欺いてるんだけど』

「よし、お前居てもいいぞ。家賃は一日金貨十枚な」

『とてもじゃないけど払えないから力を取り戻して実体化したら身体で払うね☆』

「ああ畜生こいつうぜえぇーー！」

　頭を抱えて叫ぶ。傍はたから見ると超危ない人だな、俺。とりあえず飛ぶか。魔力を集中──どうも感覚が鈍いな。よし、クローバーに転移。

「あれ？」

『いや、スキルシステムのサポートも入らないって言ったでしょ。多分タイシくんが普段よく使い込んで自前でスキルを取れるくらい習熟してないと魔法の類たぐいは使えないよ。パッシブ系のスキルもそうなってるはずだから気をつけてね』

「マジか……」

　これじゃそう簡単にクローバーに戻れそうにない……というか、生き残るのすら危ういんじゃないかこれ。いつ魔物が出るかもわからない森の中で装備どころか水と食料すらない。いや、水は魔法さえ使えればなんとかなるか……？

「おい、俺の魔力の残量くらいは把握できるか？」

『んー、大体は。数値としてはわからないけど、半分くらい、七割くらい、とかそういうのはわかるよ。今は全快だね』

「よし、良いいぞ。お前が役に立つ点を一つ見つけた」

　どんな魔法が使えてどれくらいの魔力があるのかを把握できれば魔力の運用に計画性を持たせられる。ステータスが確認できなくなったのは痛いが、魔力だけでも把握できるようになれば十分助かる。

　こんな最悪の状況だ。いいとこ探しでもしないとやっていられない。

『ご主人様にご奉仕するにゃん☆』

「その減らず口を叩たたくのを今すぐヤメロ」

　とりあえず生活魔法を試してみたが、これは問題なく使えた。特に浄化をよく使っていたが、着火や冷却、照明の作製に止血と役に立ちそうな魔法が揃っているのでこれは助かる。

　検証の結果、地魔法だけレベル２相当、風魔法と水魔法と火魔法と回復魔法はレベル１相当、純粋魔法はレベル２相当、空間魔法はレベル１相当で行使できることがわかった。光魔法と結界魔法はどうあがいても使えなかった。畜生め。

「最低限、って感じだな」

『何度も言うけど、強化系のパッシブスキルが多分働いてないから気をつけてね。今までの感覚で魔物に殴り掛かると死ぬよ』

「ん、そうだな……強化系のパッシブスキルはレベル１ごとに50％の能力補正がかかってたはずだ。腕力、速度、耐久力、魔力量、魔力回復速度はガクンと落ちてるはずだよな。でも確か器用度と精神力には元々補正がかかってなかったはずだから、魔法耐性はそんなに下がってないはず。器用度が５００くらい、精神力が１０００くらいだったはずだ。多分精神力以外は器用度と同じくらいの値のはず……レベルは下がってないよな？」

『うん、君が喰くらった魂の量が減ったわけじゃないから基本能力は減少していないはずだよ。私の権能でも成長率はいじってないから』

　大幅に弱体化はしたが、レベルが下がったわけでもないので戦闘力が皆無になったわけではない。つまり今の俺はこの世界でがんばった分くらいは強くなっている状態だ。詰んではいないな。

　現状の確認はある程度できたので、行動を開始することにする。

　とりあえずの目標はこの森からの脱出だ。長期的な目標はクローバーへの帰還なのだが、今の状態でクローバーに帰ると神々に襲撃されそうである。そちらへの対処も考えなければならないだろう。

「隠いん蔽ぺいってのはどの程度の効果があるんだ」

『どこかの神殿にでも入らない限り大丈夫だよ。でもまぁ、熱心な信者にはあまり近づかないほうが良いかもね』

「クローバーに戻るのは？」

『今戻るのはアウトだね、絶対監視してると思う。私の力が十全に戻っていれば何かしらの対処はできると思うけど、今は無理。君だって今の状態で神と戦うなんて無理でしょ？』

「無理無理超無理。元の力が戻れば一対一でなら勝てると思うけど」

『それも大概なんだけどねー。正直ヴォールトをあそこまで追い詰めているとは思わなかったよ』

　とりあえず武器の一つでも無いとマズい。雷で真っ二つになった木を地魔法で地道に土を掘って倒し、手頃な大きさの枝を蹴けり折って杖つえにする。更に同じような大きさの枝を何本か蹴り折ってトレジャーボックスに収納しておく。後々加工に適した道具を手に入れるかどうにかした時に使おうと思ったからだ。

　残りは燃やして証拠隠滅しておく。駄神曰いわく、この木は転移の雷を受けたせいで神力とやらを帯びてしまっているらしいのだ。このまま放置すると神々に察知されかねない。

　いや、しかし空間魔法が１でも使えるのは助かった。絶対に使うことは無いと思っていた魔法だったが、こんな形で役に立つとは。

　それにしてもこの木はデカいな。真っ二つに裂けて大半が燃え尽きていたからなんとかなったが、周りの木の大きさから察するに高さ１００ｍくらいあるんじゃないか？

『タイシはひのきのぼうを装備した』

「ひのきのぼうよりは強いんじゃないか。なんか魔力の通り妙に良いし」

『ひのきのぼうのようなものを装備した』

「そのバールのようなものみたいな言い方やめーや」

　服はところどころほつれていたり、胸元がばっさり斬られていたりするがなんとか服としての機能を保ってくれている。クスハに感謝だ。

　その他の身につけていたものは軒並み全損というか、跡形もない。とりあえず裸じゃなかったのは良かったけど。しかし裸足はだしは辛い。なんとかならないものか。

「なんか食い物でも探すか」

　無い物ねだりをしても仕方がないので、行動を開始することにする。

『ごっはんー、ごっはんー』

　頭の中でやかましい声を響かせるのは止めて欲しいが、とりあえず俺は歩き出した。いずれにせよこの森から生きて出ないことには何も始まらない。

　赤っぽい地面を蹴って走る。確かに速度は落ちてるな！　それでもまぁかなりのスピードが出ている。足に魔力を篭こめて爆発的に加速する魔闘術は普通に使えた。魔闘術はそもそもスキルシステムのサポートを受けられないスキルだったはずなので、そこは変わってないようだ。とりあえず足を微妙に魔力でコーティングしておけば怪我はしなそうである。

　身体の調子を見ながら走っていると、前方になにか動くものを見つけた。四足歩行の獣のようだ。

『第一村人発見！』

「ダーツの旅とかじゃないからね。遭難に近しい状態だからね、今」

　向こうもこっちの存在に気付いたようで、警戒を強めている。いきなり襲い掛かってきたりはしないようだ。ひのきのぼうのようなものを構え、じりじりと間合いを測る。

「ただの動物か……？　肉食っぽいよなぁ、こいつ」

『おっと、肉食獣だからってマズいとは限らないよ。筋張って固くてマズいことが多いけどね』

　目の前の生物は一見して何とは言い難い。豹ひようのような熊のような何とも言えないフォルムである。ただ顔つきは可愛らしさより獰どう猛もうさを感じさせる造りで、実際目の前の動物は牙きばを剝むき、身を低くして威嚇してきている感じだ。

「殺やるべきか殺らざるべきか、それが問題だ」

『晩御飯用に狩っておいたら？　肉だし食べられないことは無いと思うよ』

「せやな。名も知らぬ獣よ、俺のために肉になぁれ！」

　先手必勝、飛びかかって威嚇している動物の頭をひのきのぼうのようなもので殴りつける。一撃で頭がパーンしちゃうと血抜きができないのでそうならないように魔力撃は控えた。動物は機敏な動作で俺の攻撃を避けようとしたが、俺が武器を振るう速度のほうが速い。敢え無く謎の動物は一撃でノックアウトされて地面に転がる。

　さぁ解体しようと思ったところで刃物がないことに気がつく。しかしそこはそれ、指先に魔力を集中して刃を作ることに成功した。地魔法で傾斜を作り、獣の首元を切り裂いて血を抜く。

　十分血を抜いたら腹を開いて臓物を慎重に取り出して心臓以外は土に埋めておく。心臓は筋肉の塊だから毒はないと思うが、よく知らん動物の内臓を食うのは怖い。頭も落としてトレジャーボックスにぽい。トレジャーボックスはストレージと違って内部で時間が流れ続けるようなので、腐る前に捨てよう。

　そして身体の方も生活魔法で肉を冷やしたらとりあえずトレジャーボックスに放り込む。皮を剝はいだり部位ごとに切り分けたりするのにはロープか、同じように使える蔓つるでも手に入れないと面倒だ。今日のご飯は心臓の丸焼きだな。とりあえず冷やしておいて、しっかりと火を通そう。

『手慣れてるね』

「そりゃこっちで獣人の皆さんと狩りに行ったりすることもそこそこあったからなぁ」

　狩ったら食う。獣人の皆さんのポリシーである。

　どうしても食う部位がない場合は仕方ないとして、とりあえず食う。チャレンジャーである。流石にアンデッドは食わなかったけど。虫肉も色々食ってみたけどマズいのばっかだったからもういやだ。

　とりあえず今日の晩御飯を手に入れたので再び移動を開始する。暗くなる前に今日の野営場所を決めなければならない。とは言っても地魔法でちょっとした寝床は作れそうだし、水も魔法でどうにかなる。

「よっしゃ、行くぞ」

『んー、頑張ってー。私は限界だから寝るねー』

　奴がそう言って黙ると、それきり声は聞こえなくなった。俺が汗水垂らして森の中を走り回るというのに良いご身分である。

「さて、奴も寝たしどうしたものか……」

　とりあえずメシの確保はできたが、走る方向の当てはない。進むべき道もない。そうなると俺の取るべき行動は一つしか無い。おもむろにひのきのぼうのようなものを地面に立て、手を離す。当然地面に突き刺したわけでもないひのきのぼうのようなものは重力に従ってパタリと倒れる。それはある一方向を指していた。

「うむ、この手に限る」

　とりあえず最初に俺が倒れていた方向を指したわけではないので、そちらに進むことにした。

　あれだね、木の棒を持って裸足で森の中を走るとか野性を刺激されるね。蔦つたにでも摑つかまってアーアアーとか叫ぶべきだろうか。周りに馬鹿でかい木しか無いけど。





─☆★☆─






　どれくらい走っただろうか？　恐らく一時間以上、二時間未満といったところだと思う。相変わらず周囲の景色に変化はない。赤茶けた土に見上げるような高さの巨木、落ち葉はあまりなく、巨木の根が這はい回っている地面は起伏が激しい。変化といえば小さな葉が沢山生えた低木をチラホラと見かけるようになったのと、そこそこ濃い霧がかかってきたくらいか。

　そして生き物をよく見るようになってきた。

　鹿のようなヤツ、クマのようなヤツ、狼のようなヤツ。鹿は俺を見た瞬間に走って逃げていき、クマはこちらを警戒してはいたものの我関せずといった感じだった。問題は狼である。

「ちっ、こんにゃろっ！」

「ガウゥ！」

　最初は尾行してくるだけだったのだが、いつの間にか数を揃えて奴らは襲い掛かってきた。今は絶賛襲われ中である。

　俺に近づいて吠ほえ立ててきた狼に向かってひのきのぼうのようなものを振り回すが、俺の一撃はすんでのところで躱かわされて奴らを一時的に追い払う程度の効果しか発揮しない。そしてそうしているうちにいつの間にか周りは狼のような奴らに十と重え二は十た重えに囲まれており、逃げ出す隙間も無くなってしまった。

「狼への対処法は……」

　元の世界で見た書籍や漫画の内容を思い出す。眉まゆ唾つばものだが、リーダーを倒すと逃げていくとかあった気がする。冷静に周りを観察してみるが、それらしい奴は発見できない。素人が見て発見できるようなものではないのだろう。

「まぁ単純に行くか」

　所しよ詮せん相手は動物だ。フハハハハ、人間様の恐ろしさを思い知らせてやろう。

　ひのきのぼうのようなものを構えて魔力を集中し、火魔法レベル１で使える火矢を狼のような奴らにばら撒まく。火矢の速度はなかなかのもので、いくらかは外れたものの数本が命中して狼のような奴らの何匹かを炎上させた。炎上した奴らが火を消そうと地面を転がり回って悲痛な鳴き声を上げる。

　そこに更に水魔法で水弾を飛ばし、強したたかにぶっ飛ばすと同時に火を消してやった。キャンキャンと鳴きながら狼達は去っていった。ははは、思い知ったか。

「しかしこれは……ううむ」

　追い払ったその場でひのきのぼうのようなものを何度か振り、身体の調子を確かめる。嚙かみつかれてはいないので怪我はないが、仕留めるつもりで振った一撃を軽々と避よけられたのが問題だ。

　踏み込みの速度も、武器を振る速度も格段に落ちている。ＳＴＲとＡＧＩ、つまり筋力と敏びん捷しよう性にブーストをかけていた身体強化のパッシブスキルが働いていないのが原因だろう。レベル一つにつき50％の補正がかかっていたはずなので、スキルを失う前の俺は常に２・５倍の筋力と敏捷性で戦闘を行っていたのだ。

　それが無くなればそりゃこうもなるか。今までは多少雑な武器の振り方をしても圧倒的な筋力と敏捷性でカバーできていた。これからはきちんとした技術を身に着けていく必要がある。

　武器の振り方一つとってもちゃんと意識して工夫しないといけない。

「しかし参ったねこれは」

　狼のような奴らと追いかけっこをしている間に進んでいた方向を見失ってしまった。もうどっちが元々俺の倒れていた地点で、どっちが俺が目指していた方向なのかも判然としないのだ。

　仕方ないので、再びひのきのぼうのようなものを立てて倒れた方向に移動を始める。

　また先程のように戦闘が発生するかもしれないので、余力を残すべく移動のペースは抑え気味にする。

「うーん、ちょっとマズいかなぁ」

　さっきのような狼程度であれば何度襲われても撃退できるだろう。しかしガチの魔物が出てくればどうか？

　まぁそれでも物理攻撃主体のトロール程度までならなんとかなるかもしれない。しかし魔法やそれに類する攻撃方法を持つ相手はまずい。いや、精神抵抗力は落ちていないから意外と大丈夫だろうか？　試したいとは思わないが。

　まぁ、そんなのにはそうそう出会いはしな──。

『Ｇａｈｈｈｈａａａｒｒｒ……』

「まぁじでぇ？」

　頭の中で考えてしまったのがフラグにでもなったのか、ひょっこりと明らかにヤバげな生命体と遭遇してしまった。

　見た目は体高２ｍ以上はありそうな二足歩行になったずんぐり体型のワニのような怪物だ。ただ、目がない。気味の悪いぬめりを帯びた凹凸のある皮膚に、いかにも凶悪そうな両手の爪。体型はずんぐりとしていて酷ひどく猫背だが、両の腕は屈強でその鋭い爪と豪腕はいかにもな凶器に見える。足は短いが筋肉質で、瞬発力も高そうだ。

　奴は何で俺を感知したのかゆっくりと俺の方を見ると、凶悪そうな両手の爪をわきわきさせながら間合いを詰めてきた。ワニのような口からねっとりとしたよだれが垂れ、鋭い乱らん杭ぐい歯ばが覗のぞく。

「んー、んん……これは明らかに殺る気マックスですぞ」

　眼前の得体の知れない化物が発する殺気に流石の俺も引き気味である。俺なんか食っても美味くないと思うのだがどうか？　肉ならなんでも良い？　ですよね。

　とりあえず、俺の打つ手は決まっている。

「先手必勝！　死ねぇ！」

　ひのきのぼうのようなものに魔力を通しながら足にも魔力を集め、破裂させて瞬間的に化物との間合いを離す。同時に魔力を集中、純粋魔法レベル２で使える魔弾を連続で化物目掛けて解き放った。

　魔弾は目標を追尾する上に命中後爆発する、命中力も殺傷能力も高い魔法である。そして現状で俺が放つことのできる一番威力の高い魔法だ。これで仕留められないとなると苦戦を覚悟する必要がある。

『Ｇｒａａａｈａａａａａａ!!』

「ちっ！」

　次々と炸さく裂れつする魔弾に身体を揺らしながらも化物は俺に向かって突進してきた。突進力は高いがあまり小回りは利かないようで、横に避けると容易に突進は躱すことができた。しかし化物はすぐにその場で止まり、身体の向きを変えながら豪腕で薙なぎ払はらってくる。

「てぁっ！」

　迫る豪腕に向けてひのきのぼうのようなもので魔力撃を叩たたき込こむ。ドゴォン！　と木の棒で叩いたとは思えないような爆発音が響き、怪物の腕とひのきのぼうのようなものが互いに弾はじき飛ばされた。

「ヤバい」

　今の一撃で怪物の腕を挽ひき肉にくに変えてやるつもりだったのだが、思った以上に怪物の腕が強固なのか弾き返されてしまった。武器の性能のせいか、それとも化物の魔力に対する耐性が高いのかはわからないが、これはあまり面白くない状況だ。

『ＧＲＡＡＡ！』

　至近距離の化物がこちらに向かって大きく口を開いた。何か嫌な予感がして咄とつ嗟さにバックステップをした次の瞬間。

「うぎゃあぁぁぁぁっ!?」

　熱い！　熱い！　この野郎火の玉を吐きやがった！

　俺の胸に直撃した火の玉が爆発し、胸を中心に身体の前面が燃え上がる。なんとか必死に手で払って消そうとするが、その手も燃え上がった。半狂乱状態になりながら水魔法を発動して自分にぶっかけると鎮火した。

　そこに化物が再度突進をかけてくる。

「くっそぁ！」

　火傷の激しい痛みに耐えながら無様に転がって突進を避け、身体に浄化をかけてから回復魔法を施す。まだヒリヒリと痛むが、いくらかマシになった。重ねがけしたいところなんだが、化物がまたこちらに向かって口を開いている。

　俺は無言でひのきのぼうのようなものを振り、その口に向けて魔弾を叩き込んだ。化物は咄嗟に口を閉じて口内への被弾は避けたものの、魔弾の爆発でその顔は天を向いた。天を向いた化物の口から炎が漏れ出る。

「火炎放射器かよ……クソ」

　今のうちにもう一度回復魔法を自分にかけて火傷を治す。アレはただの炎ではなく、燃え上がる油のようなものを吐き出しているんだと思う。炎を払った手にもそれがついたから燃え上がったんだろう。

　化物が目め眩まいを堪こらえるかのように頭を振り、今度は両手を突き出して飛びかかってきた。あんな鋭い爪を有する手に捕らえられたらズタズタに引き裂かれるのは想像に容易たやすい。前までの俺なら逆に間合いを詰めて蹴けりでも叩き込むところだが、今の俺がそれをやると逆に潰つぶされる気しかしない。

　無難に横に躱し、すぐさま間合いをつめて魔力を纏まとわせたひのきのぼうのようなもので化物の背中を殴りつける。ドゴン、と音がして猫背気味の化物の背が反るくらいの衝撃を与えられたようだ。

　もう一度ぶん殴ろうとしたところで化物の腕が横よこ薙なぎに振るわれ、攻撃態勢だった俺はその腕に吹っ飛ばされてしまった。なんとか左腕で受け止めつつ吹っ飛ばされる方向に自分で跳んでダメージは抑えられたが、攻撃を受け止めた左腕がジンジンと鈍痛を訴えてくる。骨にヒビとか入ってなければ良いいんだが。

　状況は悪い。

　俺はダメージを受け、相手にはダメージらしいダメージは与えられていない。さっきの一撃もあまり効いていないようだしな。なんとかまだ動ける状態だが、これ以上攻撃を受けると危うい気がする。

　魔法は威力が足りない、打撃はあまり効かない。一見詰んでいるが、魔法は威力が足りないながらもダメージがゼロではないようだし、魔力撃を併用した打撃で相手の攻撃を相殺することは可能だ。

　もう一手欲しい。殴ってダメなら突いてみよう。

　イメージは突き抜ける螺ら旋せんのイメージだ。突きを入れると同時に魔力の奔流で化物の身体を貫く。魔力を扱う上で大切なのはイメージだ。

　化物が態勢を整え、ゆっくりと間合いを詰めてくる。流石に突進は避けられるということを学習する程度の知能はあるらしい。俺はひのきのぼうのようなものに魔力を篭こめながら回復魔法を使って左腕の痛みと火傷の痛みを消す。これで動きに支障が出ることはあるまい。

『ＧＯＡＨＡＡＡＡ！』

「おらあぁぁぁっ！」

　右腕、左腕の爪での斬り裂きをそれぞれ魔力撃で迎撃して弾き、口から炎を吐くのは魔弾を叩き込んで潰す。化物の両腕は弾かれて広がり、魔弾の爆発で身体全体が仰のけ反ぞった。

　無防備な胴体が晒さらされる。今こそ絶好のチャンス。

「くたばれえぇぇぇぇぇッ！」

　弓を引き絞るかのように右腕を大きく引き、全力で突きを放つ。イメージは螺旋、化物の身体を突き抜ける螺旋のイメージだ。

　ドォン！　という打撃音が響き、天を仰いでいる化物の口から血が噴き出す。

　化物は突き抜けた衝撃に押され、そのまま大の字に倒れた。近寄って観察してみると、口やら何やら全身の穴から血のようなものを垂れ流してビクンビクンと痙けい攣れんしている。まだ生きているのだろうか。

　まぁ死んでもらおう。頭に向かって先程開発した新技である螺旋突きをお見舞いしてやると、痙攣も止まった。



















　よし、勝った。いや狩った。

「やれやれ……どうにかなった」

　流石に疲れた。あちこち細かい傷だらけだし、まだ火傷をしたところはヒリヒリするような気がする。もう一度全身に浄化をかけ、念入りに回復魔法を使うと痛みも無くなった。左腕の方ももう大丈夫だ。クスハの織ってくれた服はあの炎にも燃えていない。凄すごいなぁ、本当に。

　流石に鎧よろい姿の神に斬られた胸のところだけはバッサリ切れてるけど。

　それにしてもヤバいな。この森ヤバイ。というか俺弱い、超弱くなってる。ＭＰとスキルレベル以外は下がっていないから魔法の威力はそんなに下がっていないんじゃないかと思っていたんだが、その両方かあるいはどちらかが魔法の威力に補正をかけていたらしい。

　怪しいのはスキルレベルだが、案外ＭＰかもしれない。最大ＭＰが大きいほど威力に補正がかかる可能性も十分ある。検証ができないからわからんけど。

　とにかく今の俺の実力はよくわかった。目の前で死んでいるこいつも力を失う前までなら鼻をほじりながらワンパンで倒してたと思う。でも今は全力を尽くしてやっと勝てるような状態だ。まぁちゃんとした装備があればもっと楽に倒せるとは思うんだが、流石に殆ほとんど未加工のひのきのぼうのようなものではこんなものだ。

「さて、こいつはどうするか……」

　水魔法で水を生成して喉のどを潤してから化物の死体を眺める。とりあえず指先に魔力を集中して身体を切ろうとしてみるが、皮膚に魔力が弾かれる。やはり魔力耐性を持っているようである。

　魔力耐性を普通に持っているとか絶対まともな生物じゃないよね。完全に魔物とか魔獣とか下手すると悪魔系のカテゴリなんじゃないだろうか。

　少なくともこいつの肉を食いたいとは思わないが、皮には利用価値があるのではないか。あと、こいつの強きよう靭じんそうな爪とか、瞬発力の高い足の腱けんとか。問題は今の俺の手持ちの道具や魔法でこいつを解体する方法がないということだ。

　頭以外はまぁまぁ綺き麗れいな状態なので、もしこいつの皮に利用価値がある──例えば革に鞣なめしても魔力耐性と強靭性が失われないとか──なら、そこそこ金になりそうである。というか、装備を失った俺の鎧の材料に最適じゃないか？

　内臓も取れていないので腐るのが心配だが、とりあえず死体を丸ごとトレジャーボックスに入れておくことにする。容量が足りるか心配だったが、入れてみた感じまだ余裕がありそうだ。

「刃物が欲しい……」

　一応化物の爪を一本取って刃物にできないかと画策したのだが、爪自体は俺の力でも折れず、引き抜こうとしたら逆にこっちの指が裂け、引き千切ろうにも皮が強靭すぎて無理だった。ふぁっきん。

　指の裂傷を浄化してから回復魔法で癒やす。１でも回復魔法があって良かった。無かったら生活魔法の止血でなんとか対処するしか無かったね。危ないね。

　しかしこれは思ったよりも危険な状態かもしれん。

　対処方法もほぼ確立できたし、もう一度こいつと戦えと言われれば無傷で倒せるとは思う。しかしこいつがもし複数匹で襲い掛かってきたらちょっと厳しいだろう。そうなると逃げの一手だ。地魔法で落とし穴を作りまくって逃げるしか無い。

　少し休憩をしてから俺は立ち上がった。まだ日が落ちるまで時間がある。もう少し距離を稼いでおこう。
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　その後は特に大きなトラブルもなく夕方を迎えた。何もなかったのが問題と言えば問題か。

『動物や魔物は結構いたけど、知的生物の痕こん跡せきはなかったんだね？』

「ああ……それにしても広いな、この森」

　切り分けて枝に刺した謎動物の心臓を焚たき火びで炙あぶりながら駄神と話す。腰を落ち着けて野営を始めたら起きてきやがった。寝てればいいのに。というかあれだけ派手にやりあったのに寝てるとかどういうことなの？　俺が死んだらお前もヤバいんじゃないの？

『あの程度の魔物には負けないだろうと思ったしねぇ。それに話し相手が居ないと寂しいでしょ？』

「うーん……まぁ居ないよりマシか」

『素直じゃないなぁ、君は』

　焼けた肉を食う。うん、塩がほしい。

　まぁ文句を言っても無いものは無いので仕方がない。謎動物の心臓の味について特に感想はない。まぁ焼いたハツ肉って感じだ。筋張って無くて食いやすくはある。少々臭みがあるが、俺はあんまりそういうのが気にならない方なのだ。

『不安にならない？』

「多少はな。それよりも俺が生きてることをマール達に伝えてやりたいよ」

　神の試練を迎え撃つ。暫しばらく帰ってこられないかもしれないが、後は任せる──と手紙は残してきたが、きっとマール達は不安に思っていることだろう。

「ま、とりあえず明日だな。考えても仕方ないことは考えないに限る」

『前向きだねぇ』

「自分を追い詰めても仕方ないからな。今はやることも単純だし」

　ひたすら前を目指して走り続けるしか無いのだから仕方がない。今日は疲れているし、とっとと寝ることにしよう。

『寝床はどうするの？』

「シェルターを作る」

　食い終わったので焚き火を消し、生活魔法で照明を作る。明るい光を放つ光球を頼りに地魔法で箱型の小屋を作り、魔力を多めに篭めて壁を強化する。そして内部を火魔法で焼き払い、浄化をかける。虫や雑菌は消毒よー。

　中に入ったら小さい空気穴を幾つか空け、内側から入り口を塞ふさいでまた強化する。これで簡易シェルターの完成だ。

『豆腐すごいですね』

「それほどでもない。豆腐こそシンプルにして至高よ」

　そもそも一晩の宿なので造形に凝る必要性がない。雨風を防げて寝られれば上等だ。

「んじゃ寝る」

『はいはい、おやすみ。夢の中で逢あえるのを楽しみにしてるよ』

「嫌だよ」

『ふふふ、嫌がっても無駄さ』

　頭の中にいるような奴をこれ以上相手にしても無駄だな。とっとと寝よう。
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　何とも言えない気持ちの良さで意識が覚かく醒せいする。

　ここはどこだ？　少なくとも領主館の寝室ではない。いや、それ以前に俺は急造のシェルターで寝た筈はずだ。ここは何処もかしこも明るくて、上も下も何もない。まるでぬるま湯の中を漂っているかのようだ。

　ふと視線を下に向けると、俺に跨またがっている小柄な人物がいた。肌は白磁のように美しい白、それを今は薄紅色に染め上げている。彼女の銀色の瞳ひとみが淫いん靡びな色を帯びて俺を射い竦すくめる。その瞳を見ているだけで頭が蕩とろけそうだ。快感が迸ほとばしり、俺に跨っている少女が仰け反って法悦の声を上げる。さらさらの銀髪が虹にじ色いろの不思議な色彩に輝いた。

　俺は夢見心地のまとまらない意識のまま、視線を体格の割には大きな彼女の胸に、可愛らしいおへそに、そしてその下のそそり勃たつ──。

「だらっしゃぁ！」

『おぶぅ!?』

　俺の拳こぶしが俺に跨っていた小柄な少女──いや、駄神の顔面を捉とらえた。

　今度こそ本当に意識が覚醒する。がばっと跳ね起きて即座に生活魔法で明かりをつけ、パンツの中を確認した。

「アウトォ！」

　死にたくなりそうな気分で自分の身体と衣服を浄化する。

『思いっきり出しといて顔面パンチは無くない？』

「死にたいっ！　殺せっ、いっそ殺せぇっ！」

『そこまで!?　ちょっとそれは流石に傷つくよ!?』

「穢けがされた……もうマールに合わせる顔がない。死のう」

『まて！　はやまるな！　あれは夢！　夢だから！　実際には何もないから！』

「ほんとう？」

『ホントダヨー』

　疑わしい。死にたい。よりによってあの駄神を美しいとか思った挙句見つめられて暴発とかこの世から消え去りたい。

「すごい美人とキスしてた筈なのに目を開いたら相手が汚いおっさんになってた心境」

『まさかの汚いおっさん扱い!?』

　最悪の気分だが、ちゃんと朝にはなっているようなので塞いだ入り口を蹴けり壊して外に出る。走ろう。そして忘れよう、何もかも。

『納得いかない……』

　何か駄神が呟つぶやいているが、俺は気にしない。

　さて、どっちに向けて走ろうか。うっすらと明るいのはわかるんだが、太陽の方角がわからない。昨日どっちから走ってきたのかはわかるから、ひたすら進むとしよう。

　しかし長い距離を走っていると少しずつ進路が曲がってぐるぐる回ってしまうと言うが、大丈夫だろうか？　コンパスも無ければマップも使えないので確認のしようがない。

『……ちょっと右に曲がったほうが良い』

「わかるのか」

『……まぁね』

「また一つ役に立つ機能が増えたな」

『……』

　機嫌が悪そうだ。汚いおっさん扱いは流石に傷つけたのだろうか……だってほら、なんか恥ずかしいじゃん。可愛い子にはなんかこう、素直になれないじゃん。男って。

『私はわかってたよ！　えへへ』

「噓だけどな」

『上げて落とされた！』

　素直に考えると見た目は可愛いと思う。あの不思議な銀髪もミステリアスだし、ちょっとあざとい八重歯の覗のぞく口元やぷるっとした唇もキュートだ。可愛らしさと美しさを両立している顔立ちや白磁のように白く傷もシミも無い綺麗な肌も申し分ない。小柄な体型は庇ひ護ご欲をそそられるし、体型の割に大きい胸も高ポイントだ。生えてるのはいただけないが。

『生えてるのは消せるよ！』

　なら文句なしの理想的な、男が求める最高の女性像のひとつと言えるだろう。

『そうでしょ？　かわいいよね？　抱いてぐちゃぐちゃにしたくなるよね？』

「中身が致命的にダメすぎる……手遅れだ」

『そんなー』

　走っているうちに植生が変わってきた。そびえ立つ大木が数を減らし、見慣れた大きさの木々が多くなってくる。赤茶けた地面はなりをひそめ、腐葉土混じりの柔らかい黒土が見えるようになってきた。同時に草木も増え、花なども目につくようになってくる。

　生き物の気配がぐっと濃くなってきた。

　走る勢いを弱め、視線を巡らせながら歩く。程なくして丈夫そうな蔓つる植物を見つけたので、さくっと採取する。生意気にも俺の四肢に絡みついたり首に巻き付いてきたりしたので引き千切って根本を断ってやった。流石に身体強化スキルが無くなったとは言え、高レベルに達している俺は蔓程度には屈しない。それにしてもこいつも魔物の一種だろうか。

　とりあえず念願の丈夫な蔓植物が手に入ったので、手頃な木に昨日の謎生物の身体を釣り下げて皮を剝はぎ、程々の大きさに解体する。解体し終えたら浄化をかけてトレジャーボックスに入れる。これで食えるようになった。

　しかし切実に刃物が欲しいな。ひのきのぼうのようなものを振り回す野人生活と早くおさらばしたい。俺に文明を。ついでにあの化物も処理したいんで。

『どこかに冒険者の死体でも落ちてると良いね』

「そこで最初に遺体からの略奪という選択肢が出てくるお前はほんとね」

『剝がないの？』

「いや、剝ぐけど」

　死体に装備品など不要だろう。俺が有効に使ってやる所存。

　いよいよとなったらそこら辺の石と粘土で炉を作って精錬してみるか。なんとなくだが、できる気がする。レベルはいくつかわからないが、鍛か冶じスキルがきっと残ってるんだろうな。問題は鉄鉱石をどうやって手に入れるかだが。

　森を進みながら使えそうなものを探す。食えるかどうかわからないが、果物を幾つか手に入れた。ただ、果物はなぁ……動物が食ってたとしても、人間にとっては毒なんてこともままあるらしいし、そう簡単に口にはできない。

　手に入れたのは琵び琶わのような拳大の黄色い果実と、紫色のりんごのような果実、ピンク色の桃のような果実である。沢山なっていたので、いっぱい取ってアイテムボックスに入れておいた。

　毒に関しては多分毒耐性があると思うから多少は大丈夫だと思うんだけどな。主にマールの危ないお薬の実験台にされたせいだけど。

　しかしあれだ、そろそろ知的生物に出会いたい。塩とか靴とか欲しい。

「うーん、ヒトの痕跡がない」

『結構な距離歩いたはずだけど、森から抜ける気配がないねぇ』

　正確な距離はわからないが、かなりの距離を走ったはずである。いくら強化系のパッシブスキルがなくなったとは言え、俺のスピードは平均的な冒険者の十数倍はあるはずだ。多分元の世界のスクーターとかよりも速いスピードで移動しているはず。

　これだけの距離を走って森から出られないとなると、俺に思い当たる場所は一つしか無い。

「ここ、大陸北西部辺りにある大森林じゃね？」

『うーん、そうかも』

　大陸北西部にある大森林。

　ゲッペルス王国の西、カレンディル王国の北西に位置する広大な森林だ。クローバーのある大樹海ほどの広さは無いが、その面積はカレンディル王国の約半分ほどもあると言われている。

　西には峻しゆん厳げんなマウントバスの山々、北には絶壁から望む荒い海、脱出ルートは東か南のみ。さて、俺達は今までどっちに向けて走っていたのでしょうか？

　わからない……これが現実！　南から北に走ってたとかだとワロエナイ。

「で、大森林といえばー」

『エロフだね！』

「うん、エルフな。まぁ発情期のエルフは間違いなくエロフだけど」

　うちの駄エルフことメルキナがそれを証明している。あれは間違いなくエロフですわ。

「俺の記憶が確かだとさー、ここのエルフってめっちゃ排他的だったような気がするんだよねー」

『何百年か前にヒトに狩られて大森林に追いやられたからねぇ。そして今のエルフの主流派はその頃のエルフの筈だからね、仕方ないね』

「でさー、ここに住んでる他の種族って主に獣人で、そいつらも人間嫌いの筈だよね？」

『カレンディル王国で迫害されて逃げ込んだ獣人達とその子孫だからね、仕方ないね』

「嫌な予感がするんだよなぁ……」

　そう言った瞬間ストンッ、と俺の足元に矢が突き刺さる。どこから射られたのかはだいたいわかるが、その方向を見ても人影は見えない。もう移動したか、何らかの方法で隠れているんだろう。

　周囲の茂みからもガサガサと音がする。気配察知を働かせてみると、朧おぼろ気げながらも辺りの気配を察知することができた。多分七人か八人くらいの人数に囲まれている。

　あれですね、昨日からちょっとフラグ立ててから回収まで早すぎません？　いや、この心のなかでフラグ立ててるのってもしかして危険察知なのか？

「動くな、人間。エルフの射手がお前を狙っている」

　目の前の茂みから大柄な人影が歩み出てきた。

　そいつは虎だ。白と黒のシマシマ毛並みの二足歩行の虎だった。ふかふかの毛皮の上になめされた革の鎧よろいを身に着け、手に金属製の手甲を装備している。

「あー、とりあえずやましいことはあまりしてないと思う。友好的にいけないもんか？」

「大方奴隷狩りにでも来て魔物にやられたんだろう？　そうでなければそんな格好でここをうろついてる人間が居るわけがない。よく魔物に食われなかったものだな」

「うん、俺がここにこんな装備で放り出されたのには海よりも深い事情があってのことなんだけどね。ただ、事情を話しても信じてくれるとは思えないんだよなぁ、これが」

「ほう？　言ってみろ。一応聞くだけは聞いてやる」

　虎の獣人が片かた眉まゆを上げ、興味深そうに問いかけてくる。よしきた、弁明のチャンス。俺の交渉スキルが唸うなりを上げるぜぇ！

「俺は大だい氾はん濫らんで活躍した勇者だ。ただ、活躍しすぎたせいで神々に目をつけられてな。神々との壮絶な戦闘の末に力を奪われ、なんとかこの森に落ち延びてきたんだ」

『……』

　俺の説明に虎の獣人が沈黙する。周りを囲んでいた者達の殺気も一瞬緩んだ気がする。ふふ、俺の説得がバッチリ決まったようだな。

「信じてくれるか？」

「そんなくだらん作り話を信じてもらえると思ったのか？」

「ですよねー！　本当なんだけどなぁ！　とりあえず俺を捕らえて殺すってんなら黙って殺されてやる訳にはいかないぞ！　俺には帰らなきゃならん場所もあるし、待っている嫁も居るんでな。もしそのつもりなら命を捨てる覚悟でかかってこい」

　そう言って俺は半ばやけくそ気味にひのきのぼうのようなものを構える。場の緊張感が一気に高まった。そう簡単に負けるとは思わないが、相手はそこそこ強そうな獣人数人とエルフの射手である。エルフの射手がメルキナ並の実力を持っているかは不明だが、同程度と想定しても悪いことはないだろう。

　もしメルキナと同程度の強さだとしたら、かなり厳しい戦いになる。というか、多分負けそう。獣人をとっとと無力化して人質に取るくらいしか勝ち筋が見えない。ただ、それをやると完全に敵対することになりそうなので困った。こんなところで死ぬわけにはいかないんだが。

「……油断ならねぇぞ、こいつは」

　トラ男が牙きばを剝むき、体勢を低く構える。姿を晒さらすだけあってなかなか堂に入った構えだ。こちらもひのきのぼうのようなものに魔力を篭こめ──後ろにステップする。

　ストンッ、と俺の太ふと腿ももがあった空間を矢が貫き、地面に突き刺さった。

「はっはっは！　その手はメルキナにやられまくったからな！　そう簡単にはかからんぞ名も知らぬエルフさんよ！」

　姿の見えないエルフの射手に声をかけながら目の前のトラ男に殴り掛かる。トラ男は俺の振りかざすひのきのぼうのようなものにギョッとした表情をしたものの、すんでのところで躱かわして素早く俺から距離を取った。俺はそれを逃すまいと前に出ようとするが、嫌な予感がしてサイドに軽くステップする。

　だが、姿の見えないエルフの射手の射撃は俺の嫌な予感を上回った。凄すさまじい魔力の篭められた矢が俺の回避先に向かって飛んできたのだ。

　舌打ちをしながらそれをひのきのぼうのようなものの魔力撃で叩たたき落とし、矢が飛んできた方向に突進する。

　メルキナは接近戦もできないわけじゃなかったが、やはり明らかに遠距離戦よりも苦手としているようだった。相手がエルフならばきっと同じような感じだろうと読んだのだ。

　しかし俺の予想は裏切られた。

　樹上から一人の女が降り立ち、腰から大型ナイフを抜いて凄まじい速度の踏み込みで斬りかかってきたのだ。咄とつ嗟さに凶刃をひのきのぼうのようなものの魔力撃で打ち払うが、相手の内側に反った凶悪なナイフ──ククリナイフのようなものにも相応の魔力が篭められているらしく、お互いの武器が弾はじき返される。

　引き分け──いや、俺のひのきのぼうのようなものに刃物による深い切れ込みが入っている。武器の差か、それとも魔力の差かはわからないが、押されていると考えたほうが良い。

　お互いに舌打ちをしながら武器を打ち付け合う。やばいやばいやばい、ひのきのぼうのようなものがどんどん削れていく！　やめて、唯一の武器なのよ！

「メルキナと言ったわね!?　あの子はどこ!?」

「聞きたいならあんな物騒な一撃放つんじゃねぇよ！　当たってうっかり死んだらどうすんだ！」

　俺と鍔つば迫ぜり合いをしながら叫ぶ女はメルキナに瓜うり二ふたつだった。煌きらめく金髪に気の強そうな翡ひ翠すいの瞳ひとみ、金髪から覗く尖とがった耳。残念ながら俺に向けてくる視線は憎悪と怒りに燃えているが。

「メルキナに似てるな。家族か？」

「メルキナは私の娘よ！　どこ!?　あの子はどこにいるの!?　答えなさい！」

「えっ？　お義か母あさん？　マジで？　お姉さんじゃなく？」

「お義母さん!?　お義母さんって言ったの貴方あなた!?　どういうことよっ!?」

　ギリギリと大型ナイフがひのきのぼうのようなものに食い込んでくる。ストップストップ！　お義母さんストップ！　俺のひのきのぼうのようなものが折れちゃう！

「メルキナは俺の嫁です！　つい先日結婚式も挙げました！」

「はァ!?　あの子が人間と!?　噓よ！　でなければ口では言えないようなことをいっぱいしてあの子を屈服でもさせたんでしょう！　この悪魔っ！」

「違うわっ！　あいつは『お菓子がいつでも食べられそうだから』って理由で嫁になるって言ってきたんだよ！　お前それで良いのかって思ったわっ！」

「あの子がそんなこと──言うかもしれないけどっ！　言うかもしれないけどっ！」

「言ったの！　あんたの娘さんはそう言いましたっ！　そして嫁にしたらデレッデレになって別人になったかと思ったよ！」

「あの子だっ！　それ間違いなくあの子だわっ！　ああもうっ！」

　お義母さんが崩れ落ち、失意体前屈の体勢になる。なんなのそれ、母子揃って持ちネタなの？　初対面の俺にそのポーズをさらすのは持ちネタなの？　ねぇ。

「どうやら誤解は解けたようだ。良かった良かった」

　そう言って胸むねを撫なで下ろした瞬間、視界がブレた。

　一瞬で足を取られて組み伏せられ、あれよあれよと言う間に関節を極きめられて拘束される。

「でも森に侵入した人間は捕らえなきゃいけないから。ごめんね、名も知らぬ娘の旦だん那なさん」

「なんでやっ!?　今のは和解して握手するところやろっ!?」

「大丈夫大丈夫、捕らえた人にある程度裁量があるから。悪いようにはしないわよ」

「本当かよ!?　信じるぞ？　信じるからな？　もし違ったら全力で暴れるぞ！」

「はいはい、いい子にしましょうねー」

　俺を押さえつけたメルキナのお母さんらしきエルフが俺の手を後ろ手に縛り、俺を支えて立ち上がらせる。力を入れてみた感じだと俺の腕を拘束するロープだか蔦つただかは全力でやれば引き千切れそうなので、このまま大人しく連行されることにした。

　きっと悪いようにはされないだろう。そう信じたい。

『上手に焼けました～♪』

　不吉なこと言うのやめよう？　洒落しやれにならないよね、それ。

「で、結局そいつはどうするんですか」

　大人しく拘束されると、さっきのトラ男が警戒を解いて近寄ってきた。牙を剝かないで普通にしているとネコ科特有の可愛らしさがあるよな。まぁ声は若い男の声だけど。

「ウチで面倒見るわよ。噓か真まことか私の義理の息子らしいし」

「大丈夫なんで？　そちらの集落は人間嫌いが多いでしょう」

「それはそっちも同じでしょ？」

「そりゃそうですが、それでもウチは強いやつには敬意を払います」

「うーん、確かにねぇ。でも義理の息子かもしれないのに放り出すのも仁義にもとるでしょう？　いよいよとなったらそっちに逃がすから、その時はよろしくね」

「まぁ、姐あねさんがそう言うなら構いませんがね」

　話を聞く限り、お義母さん（仮）の集落とは別にトラ男の集落が存在し、その住人の質も違うようだ。順当に行けば前者がエルフの集落、後者が獣人の集落なのだろう。

　そうして俺は義母（仮）に拘束され、彼女の住む集落に連行されることになった。





─☆★☆─






「降ろして頂けませんか」

「ダメよ。手を後ろ手に縛ってるんだから、上手く走れないでしょ。大人しく抱っこされてなさい」

「恥ずかしいんですがこれは」

「男の子が細かいことを気にしないの」
















　はい、絶賛お姫様抱っこで運ばれ中のタイシです。恥ずか死にそうです。

「あの子は元気にやってるの？」

「まぁ元気ですね。少しベタベタしすぎなきらいもありますが、それだけ愛されてるんだと思うと幸せな気分になります」

「そう……家に着いたら色々と聞かせてもらうわよ」

　そう言って微笑む彼女の横顔を見る。うむ、見れば見るほどメルキナにそっくりだ。お母さんとは思えない。俺の目では姉妹にしか見えないぞ。少しお姉さんっぽい感じがする程度だ。

　一時間ほどお姫様抱っこされて連れてこられたのはさっき抜けた巨木の森と普通の森の境界線辺りのようである。巨木と普通の木々が共生しているような環境だ。

「着いたわ」

「ほう……？　ああ、樹上に家屋があるのか」

　巨木を見上げるとその間に吊つり橋ばしや足場が設置されており、巨木に張り付くように建設されている家屋のようなものも見て取れた。地面からあれだけ離れれば魔物や動物の襲撃に怯おびえる必要はなさそうだな。

「行くわよ」

　お義母さんがそう言って跳躍すると同時に強い風が吹き、俺をお姫様抱っこした彼女の身体をふわりと樹上の足場へと持ち上げてくれた。音もなく足場に着地した彼女は俺を慎重に足場へと降ろし、改めてつま先から頭の天てつ辺ぺんまで眺める。

「まぁ、顔は悪くないわね。抱いてみた感じ身体もしっかり鍛えてあるし、見た目は及第点。ただ、そのボロボロの服と裸足はだしなのはいただけないわ」

「服と靴は仕方ないんだ……」

　文句は容赦なく俺を集団リンチしたあの大人げない神々に言って欲しい。

「まぁ良いいわ。ついてらっしゃい、長おさに報告しなきゃいけないから」

　そう言ってスタスタと歩き始めるので俺は大人しくその後ろを付いていくことにする。

　少し歩くと第一村人に遭遇。明らかに嫌悪感を露あらわにしてこちらを睨にらんでくる。第二村人も同様の反応で、第三村人は珍しいものを見たという驚いたような表情、第四村人の少女はアレはなんだろう？　という疑問の表情だ。いや、少女か？　少年かもしれない。皆エルフなので例外なく美形だ。小さい子だと男女の区別が全くつかない。

　集落の中心に近づくに従って人が多くなってくる。視線の種類は七割憎悪か嫌悪、二割疑問、一割興味って感じだ。友好的な感じは殆ほとんど無い。

『やっぱりウルトラ上手に焼かれる？』

　それは嫌だなぁ。まぁ逃げるけどね、そんな感じになったら。

　そうして歩いていると、一人のエルフが俺達の前に立ちふさがった。エルフの例に漏れず、容姿端麗なイケメンエルフだ。緑がかった銀髪に灰色の瞳、その灰色の瞳には明らかな嫌悪の感情が浮かんでいる。

「エルミナさん！　この集落に人間を入れるなんて、何を考えているんですか!?」

「うるさいわねぇ。私の義理の息子を連れてきて何が悪いのよ」

「なっ……はぁ!?　義理の息子!?　どういう意味ですか!?」

「この子、メルキナの旦那らしいわよ。自称だけど」

「ちーっす、メルキナの旦那でーす」

　ちゃらいポーズでも取りたかったが、後ろ手に縛られているので棒立ちしかできない。

『君、結構余裕あるよね』

　頭の中で駄神が溜ため息いきを吐く。やめろよ、その溜息で俺の脳内が汚れるだろ。クリーニング代取るぞ。

『力が戻ったらお望み通り君の脳内をクリーニングしてあげるよ。私のことしか考えられないようにしてやろう』

　それクリーニングじゃなくてブレインウォッシュ的なあれですよね？　謝るんで許してください。お願いしますから。

「おい！　無視するな！」

「ああ、すまん。神の声に耳を傾けていたから聞いてなかったわ」

「馬鹿にしてるのか!?」

「割とマジなんだよなぁ……で、お義母さんや。なんでこの人こんなにマジギレしてるんですかね？」

「ああ、その子ね。アレスっていう子なんだけど、メルキナに片思いしてたのよ。あの子が出ていっても後を追いかけもしなかった負け犬だから気にしなくていいわ」

「わぁお、お義母さん辛しん辣らつゥ！」

　お義母さんの言葉の刃やいばがアレス君を斬り裂く！　アレス君は精神的に死んでしまった！

　おおアレスよ、死んでしまうとは情けない。いや、俺も同じような状況で同じことを言われたらくたばると思うけどね。お義母さん容赦なさすぎる。

「うっ、うっ、うぅ……」

　さめざめと泣いてますけど、この人大丈夫？　心の傷のせいで自殺したりしない？　原因が原因だから少しだけ心が痛むんだけど。でも俺に心配されたらトドメになっちゃうよね。放っておこう、うん。俺は悪くねぇ！　お義母さんが言ったんだ！　俺は悪くねぇ！

「長に報告に行くから。ほら、解散よ」

　エルミナ義母さんがそう言うとエルフ達は散っていった。アレス君も他のエルフに引っ張られて何処かへと連れられていってしまった。うん、俺は悪くない。悪くないよね？

『悪くはないかもしれないけど、そう割り切れるものじゃないよねー。気をつけとかないと刺されるかもしれないよ☆』

　それは嫌だ。気をつけよう。

「一応気をつけておきなさい。負け犬でもトチ狂ったら何かするかもしれないし」

「そう思うなら何故穏便に片付けようとしないのか」

「めんどくさいじゃない。ああいうのはガツンとやるに限るわ」

「その興味ないものに対する適当さ……正に親子だ」

　スタスタと歩き始めるお義母さんの後ろについて行くと、他の家屋よりも一回り大きい建物へと辿たどり着いた。お義母さんはまるで実家のような気軽さでその中に入っていくので、俺もその後を追う。

　中に入ると木と蔓つるを使って作られた椅子に座って編み物か何かをしているエルフの男性が居た。少し年を食っているように見えるが、やはり美形である。エルフには本当に美形しかいないのかもしれない。

「お父さん、婿を拾ったから連れてきたわよ」

「婿？　お前再婚するのか……ってまた人間か。人間はやめろと言っただろう、また辛い思いをするぞ」

「違うわよ。私のじゃなくてメルキナの婿。なんか色々あって大森林に迷い込んできたらしいわ。人間を夫にするなんて、やっぱ私の娘よねー」

「なん……だと……」

　お義母さんにお父さんと呼ばれたエルフの男性がすごい顔をして手に持っていた編み物と編み棒を落とす。顔、あんた顔がすごいことになってるって。折角の美形なのになんでそんな壮絶な顔芸をするんだ。

「俺のメルキナが……かわいいかわいいメルキナが俺の知らないところで大人になってしまった……花嫁姿をこの目で見るという望みを生きがいにしてきたのに……」

「さっきから思ってるんですけど、お義か母あさんって言葉で人を殺すのが趣味か何かなんですか？」

「別にそんな趣味は持ち合わせてないわよ。たまたまよ、たまたま」

　無自覚らしい。なんて恐ろしい人なんだ。

「とりあえず、メルキナとの出会いから詳しく事情を話してもらいましょうか」

「ああ、どこから話したらいいかな……まぁ、最初からの方がいいか」

　俺は全ての始まり、この世界に来てからの話をすることにした。








エピローグ　～信じてます～









　タイシさんが首都クローバーから姿を消してから今日で三週間。

　私はメルキナとソーンさん達と一緒に大樹海の南方に分け入っています。目指しているのは守モリ人ビトの守る地、白亜の都。

　ミスクロニア王国にもカレンディル王国にも、今のところタイシさんが暴れたような痕こん跡せきは見つかっていません。両王国も極秘裏に編制した調査部隊に探らせているそうです。

　タイシさんは神の試練を迎え撃つ、という置き手紙を残して忽こつ然ぜんとその姿を晦くらましてしまいました。傍にいながらタイシさんを止められなかったと、あれ以来クスハさんは自分を責めて塞ふさぎ込んでしまっています。

　フラムは外敵からクローバーを守るために奮起しています。特にゲッペルス王国の間者に注意しているようで、防ぼう諜ちように力を入れているようです。

　ティナとネーラはタイシさんと私に代わってクローバーを治めてくれています。二人とも最初は塞ぎがちでしたが、最近はフラムと同様に奮起して政務に励んでいます。

　デボラさんとカレンはいつもどおりです。相手が何だってタイシさんが負けるわけがないと、絶対に帰ってくると言って今まで通りに過ごしています。あの二人は、強いです。

　シェリーちゃんとシータンは元気がありません。普段通りに振る舞おうとしているようですが、ふとした拍子にボーっとしたり、涙を流したりしています。

　私とメルキナはタイシさんを捜すために積極的に動いています。タイシさんの作ったクローバーを守る皆の代わりに。

　守人の守る白亜の都に向かっているのは、タイシさんの消えた朝、南の方角の様子が何かおかしく感じたという住人の証言が何件かあったからです。南方には守人のいる白亜の都の他にもいつの時代のものかもわからない遺跡が幾つか点在しているとのこと。

　もしかしたら誰も巻き込まないようにするために、タイシさんは南の人ひと気けのない場所で神を迎え撃ったのかもしれません。

　私達はすぐに決断を下し、タイシさんの作った様々な装備を試験運用していた私兵部隊を中心とした調査隊を結成しました。私とメルキナはそれに同行する形でついてきています。

「そろそろだって」

「そうですか。魔物の密度が薄くなってきていますね」

「そうね。こちら側に向かって薙なぎ倒されている植物や木々がさっきからいくつかあるわ。まるで魔物たちが大慌てで私達の向かっている方向から逃げ出してきたみたいな感じ」

「当たりかもしれませんね」

　タイシさんと神の試練がぶつかり合ったとすれば、それは凄すさまじいものだったろうということは想像に難くない。魔物も裸足で逃げ出すような事態が起きていても私は驚かない。

　暫しばらく歩くと、半ばから無残に折れた白亜の塔が見えてきた。その姿に同行していた私兵の一人、妖よう精せい族の女の子が騒ぎ始める。前はあんなのじゃなかった、もっとずっと高くて、あんな風に折れてなどいなかったと。

　私達は互いに顔を見合わせ、走り出した。全員が確信を持って走った。

　長く走って辿り着いた先に広がる光景は、想像を絶するものだった。見るも無残に破壊された白亜の都だったものがそこにあった。

「馬鹿な……古代遺跡がここまで破壊されるなんてありえん」

　そう呟つぶやいたのは私兵隊の中でも遺跡に詳しい博識な兎の獣人だ。彼が言うには、この白亜の都に使われている白い陶器のようなものはそう簡単に壊れるようなものではないらしい。その堅けん牢ろう性はオリハルコンにも匹敵すると。

　それがここまで破壊されるなんて、考えられないと彼はそう言った。

　私達はふた手に分かれて破壊された白亜の都の探索を始めた。守人と思われるモノ達の残ざん骸がいがそこかしこに転がり、破壊の爪つめ痕あとがあちこちに刻まれていた。

「奥方様！　これを！」

　先程の博識な兎の獣人が何かを見つけたらしく、駆けつける。そこには粉々に砕かれた、見覚えのあるものの残骸があった。

「これは……タイシさんの、剣？」

　青いクリスタルと白銀の金属の破片がそこに散らばっていた。身体から力が抜け、ヒビだらけの白亜の路みちに膝ひざをついてしまう。破片を手に取る。間違いなく、タイシさんが最近打っていた剣だろう。ぼろぼろと瞳ひとみから涙が流れる。

　噓だ、噓だ。タイシさんが、あのタイシさんが負けるわけがない。数万の魔物を笑いながら叩たたき潰つぶすあのタイシさんが負けるわけがない。こんなのは、噓だ。

「タイシさん……タイシさん……噓ですよね」

　涙が止まらない。嗚お咽えつが止まらない。私は感情の迸ほとばしるままに泣きじゃくった。そうすることしか今の私にはできなかった。悲しさと寂しさが胸いっぱいになって苦しい。寂しい。

　タイシさん。助けて、タイシさん。




　どれだけ泣いただろうか。気がついたらメルキナが私の隣に座っていた。

　メルキナは厳しい表情でタイシさんの剣の残骸を見つめている。

「酷ひどい顔よ。情けないわね」

　そう言って彼女は面白く無さそうな表情でハンカチを取り出し、私の顔を乱暴に拭ぬぐってきた。私は寂しくなってメルキナに抱きつく。涙が止まらない。

「ヴぇぇぇぇぇ……」

「だー、もう。服が汚れるでしょうが」

　そう言いながらもメルキナは私を抱きしめてくれた。更に涙が出てくる。

「多分だけど、タイシは生きてるわ」

「ヴぇ？」

「これ」

　メルキナは手に拳こぶし大の赤い水晶のようなものを持っていた。なんだろう？　メルキナの服で顔をごしごししてからメルキナが持っていた真っ赤な水晶を受け取る。

「あんたねぇ……まぁ今は良いいわ。魔力を流してご覧なさい」

　メルキナの言う通りに赤い水晶に魔力を流すと、脳裏に映像が流れ込んできた。

　タイシさんが空中で誰かの足を摑つかんで大暴れしている映像だった。しかし鎧よろいを着た騎士に追い詰められ、二人がかりでやられてしまう。地面に叩きつけられたタイシさんが羽の生えた人達に武器で拘束される。

　そして傍に降り立った綺き麗れいな女性がタイシさんにキスをするのが見えた。

「あーっ!?」

「うん、気持ちはわかるけど黙って見なさい」

　キスが終わると、タイシさんの周りに人が集まってきた。彼らは何か話し合っているようだったが、話し合いの末にその中の一人、縛られていた女の子が拘束から解かれてタイシさんに歩み寄った。

　タイシさんを押さえつける武器が退どけられ、今度は女の子がタイシさんにキスをした。イラッとするが、それでタイシさんの血が止まって傷が癒えたようだった。少し安心する。

　そう思ったのも束の間、少女が不敵に笑ったかと思うと周りの人達が女の子とタイシさんに向かって集中攻撃を始めた。女の子がタイシさんに覆いかぶさるように抱きついて、タイシさんが少し首を起こす。タイシさんが生きてる！

　そう喜んだ瞬間、激しい光とともにタイシさんと女の子は跡形もなく消えてしまった。慌てた様子で攻撃を加えていた人達が集まってくる。でもどうにもできなかったのか、深刻な様子で首を振ったりしている。タイシさんと女の子は逃げ出したんじゃないだろうか。

　暫く話し合っていたようだけど、話し合いが終わると何人かは光とともに消えていった。残ったうちの一人がこちらに近づき、足を振り上げた。

　そこで映像は終わった。

「これは？」

「守人の『めもりー』とかいうやつらしいわ。機能停止する直前の映像を収めてるんだって」

「そうですか……」

　今の映像がそうだというのなら、タイシさんが生きている可能性は十分ある。生きている限り、タイシさんは必ず私達の許もとに戻ってきてくれるはずだ。

「調査を進めてクローバーに戻りましょう。皆にこれを伝えないと」

「ええ」

　私とメルキナは互いに頷うなずき合い、歩き始める。

　信じてます、待ってます。そして捜します。諦あきらめませんよ、タイシさん。








あとがき









　この度は六巻をお手に取っていただきありがとうございます！　リュートです！

　ついに29歳独身も六巻です。皆様のお陰です、本当に有難うございます！

　毎回のことながらこのあとがきが最大の難関ですね。いやほら、何を書けばいいのか六巻目になっても今ひとつスタイルを構築できないんですよね、あとがき。

　いつも通り作者の近況を書きましょう、そうしましょう。




　お仕事を辞めてびっくりしたのは思った以上に会社という存在に助けられていたということですかね。特に健康保険関連。保険料高いです（白目）

　作家としての収入も勿もち論ろん税金や保険料に反映されるので、そりゃもう目の玉飛び出そうになりますね。

　あとは体調を崩してしまったのが大変でしたね。元々風邪とかあまりひかない方なのですが、生活習慣病だけは如何いかんともしがたいですね！　でも食べるの好きだからやめられないね。食は人生の楽しみだからね。

　他には色々と遊んだゲームの話でも。

　ブラウザゲーとかソシャゲーとかはどうにも長続きしないんですよね。有名どころはそこそこ手を出したりはするんですが、レベル上げするのにルーチンワーク→スタミナ回復待ちとかが始まると一気に冷めちゃいまして。お大尽プレイとかすればまた違うんでしょうけど、そこまでの熱意は……だってそれだけのお金があればＳｔｅａｍで何本のゲームが買えるかと思うと、ね？　はい、洋ゲー好きなものでこればかりは。

　実際最近は日本産のゲームより海外産のゲームを買う率が圧倒的に高いですし、何となく読める程度の英語力があれば問題なく遊べるゲームも多いですしね。でも日本産のゲームもやってますよ！　怪盗のやつとか可愛い女の子のアトリエとかうたわれるあれとかちょっと古いけど電気街で脱がせるやつとか……意外とやってるね？




　さて、私の話ばかりを書いても仕方がありませんからそろそろ小説の方の話をしましょうか。

　今回はゲッペルス王国で大暴れ、いざ結婚式、タイシマザコン疑惑、大乱闘ゴッドブラザーズ、真のヒロイン登場という内容でお送り致します。多分大体あってるはず。だいたい。あ、なんか最後の件についてタイシが叫んで暴れだしそうな気がする。まぁ良いか。

　今回のお話に関連して魔法や神様については色々と考えを巡らせましたが、不意に随分しっくりとくるというか、頭にカチリとはまるような感覚を抱くことがありました。もしかしたら私は考えているうちに隠された世界の真実に到達してしまったのかもしれません。

　はい、まだ罹り患かんしてるんです。職業病なんです。許してください。

　神様ってどんな存在なのか、魔法とはどんなものなのか、これって人によって考え方とか捉とらえ方が違うでしょうし、色々な人の考えを見たり聞いたりしていると想像が広がっていきますね！

　そういえばどこかの学者がこの世はそこそこに高い確率で技術が高度に進んだ存在が走らせているＶＲゲームのようなものだ、という論文か何かを発表したとかいうニュースを見た気がします。そのニュースを見た時はなるほど、と思ったものです。

　まだまだ書き足りない感もありますが、こういうのをダラダラと書いていてもキリがありませんしこの辺りで。




　次巻のお話は所謂いわゆる修行回？　いや、そうは問屋が卸さない。頭の中のあの方は言っている──出番を増やして存在感を増すチャンスだと。

　噓です。いや、本当かも？　次巻をお楽しみに！




　では、今回はこの辺りで失礼させていただきます。

　担当のＨ氏、イラストの桑くわ島しま黎音れいんさん、本書の発刊に関わってくださった皆様、何より本巻を手に取ってくださった読者の皆様に厚く御礼申し上げます。

　また次巻でお会いしましょう！
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北海道在住のエゾヒグマ。

絶賛冬眠中。こたつは良いものです。

紙媒体のカードゲームは保管が面倒なので、デジタルな方に興味を持ち始めています。

デッキ構成を考えるのは楽しいですね。
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29歳さい独どく身しんは異い世せ界かいで自じ由ゆうに生いきた……かった。6
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